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取扱説明書 

お買い上げいただをあ0びとラございまず。 

A ' -るか午 I 電気製品は安全のためのま意事項を守5ないと、火災や 

言口 I 人身事故になることがあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取0扱い 
かたを示しています。 この取扱説明書と別冊の r ををのために J をよ<お読 

みの 5 え、 製品を安全にお使い < ださい。 

お読别こなったあとは、いつでも見5れるところに必ず保管してくださし、。 






















































































この取巧説明書について 


この取扱説明書では、主に付属の U モコンのボタンを 
使った操作のしかたを説明しています。 U モコンと同 
じ名前の本体のボタンは、同じ働さをします。 

商標について 

この取扱説明書でご案内、または表示窓、 GUl ^ 
二:!一画面に表示している 「 Neural - THX 」 および 
「 NEURAL - THX 」 とは、 Neural-THX Surround をす旨 
しています。 

本機はドルビー*デジタルデコーダー ( EX ) およびドルビー 
プ □□ ジック川、 llx ) Dolby Digital Plus、Dolby 
TrueHD デコーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デコーダー、 
DTS ** ( DTS-ES および DTS 96/24) デ]-ダー、 DTS - 
HD デコーダーを搭載していまず。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されて 
います。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround EX、AAC □ 
3 及びダブル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標で 
す。 

** 米国特許番号5,451,942; 5,956,674; 5,974,380： 

己，978,762; 6,226,616; 6,487,535、その他米国および 
米国外で特許申請中の実施権に基づを製造されていまず。 
DTS は登録商標です。また DTSnj 、 シンボル、 DTS - 
HD および DTS-HD Master Audio は DTS 社の商標で 
す。 ◎1996-2007 DTS , Inc . All Rights Reserved . 

マルチチャンネルインテグレートアンプは、 High - 
Definition Multimedia Interface ( HDMI ™) 技術を搭載し 
ていまず。 

HDMI、HDMI □コ'、及び High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing LLC の商標または、登録 
商標でず。 

"Neural Surround"、"Neural Audio "、" Neural " ならび 
に " NRL " は 、 Neural Audio Corporation の登録商標およ 
び □ 3 でず。 

THX は、 THX 社の登録商標です。無断複写•転載を禁じま 
す。 


本製品に搭載されているフォントの書体「新 3 R 」 は株式会 
社モ U サワよ0提供を受けてお0、これらの名称は同社の商 
標であ0、フォントの著作権ち同社に帰属しまず。 

"ブラビアリンク"および " BRAVIALink " □コはソニー株 
式会社の登録商標です。 
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各部の名前と働を 



POWER (電源）ボタンの巧態について 

オフ 


本機の電源は切れています（初期設定)。 

POWER (電源）ボタンを巧して電源を入れます。 
U モコンで本機の電源を入れることはでさません。 

I ~~ I オン 

電源び入っているとさに、 U モコンの1/のを巧すと、 
スタンバイ状態になります 。 POWER (電源）ボタ 
ンを巧すと、本機の電源は切れます。 


4 






































































名称 

働き 

田 POWER 傳源） 

本機（アンプ）の電源を入/切し 
ます。 

回 AUTO CAL M に端 

自動音場補正機能で使用するマイ 

モ 

クをつなぎまず （33 ページ)。 

图 TONE MODE 

フ□ント/センター/サラウンド 

TONE つまみ 

/サラウンドバックスピーカーか 
ら出力される高音域 （ TREBLE ) 

と、低音域旧 ASS ) を調節しま 
す 。 TONE MODE をくり返し押 
して、 BASS または TREBLE を選 
びます。続けて TONE つまみを回 
してレベルを調節します。 

团 LEVEL MODE 

LEVEL MODE をくり返し押し 

LEVEL つまみ 

て、 Level >< ニューを選びます。 
続けて LEVEL つまみを回してレ 
ベルを調節します （76 ページ)。 

固 u モコン受巧部 

U モコンからの信号を受信しま 
す。 

固 CALTYPE 

自動音場補正機能の補正タイプを 
設定します （36 ページ)。 

回 DIMMER 

表示窓の明るさを切0換えます。 

图 D に PLAY 

表示窓に表示される情報を切〇換 
えます。 

图 SLEEP 

本機の電源が自動的に切れるまで 
の時間を設定しますほ8ページ)。 

画表示窓 

プ□グラムの名称や設定などの情 
報を表示します （6 ページ)。 

圆 2 CH / A.DIRECT 

サウンドフイールドを選びます 

A . F . D . 

(44、45、47、49ぺージ)。 

MOVIE 

MUSIC 

回 Digital Cinema 

区^ 0 マークが付いたサウンド 

Sound ランプ 

フィールドが選ばれているとをに 
点打します （49 ページ)。 

画 MUTING 

消音機能を入/切します。 （41 
ぺージ)。 

回 HDMI IN 

HDMI IN 端子への入力信号を選 
びますに1ぺージ)。 

圆 HDMI OUT 

信号を出力する HDMI OUT 端子 
を選びますに1ぺージ)。 

圆 PHONES 端モ 

へッドホンをつなぎまず。 

回 SPEAKERS 

フ□ントスピーカーの OFF 、 A 、 

( OFF / A / B / A + B ) 

B 、 A + B を切り換えます （33 ペー 
ジ)。 

圆 VIDEO 2 IN / 

ビデオカ六ラやテレビゲーム機な 

PORTABLE AV IN 

どのポータブルオーディオ/映像 

ム iii ブ 

顺モ 

機器をつなぎます。 

画 MULTI CHANNEL 

マルチチャンネル音声びデコード 

DECODING ランプ 

されているとをに点灯します。 

國 INPUT MODE 

同じ機器をデジタルとアナ□グ両 
ちの入力端子につないでいる場含 
に、入力信号の優先順位を設定し 
ます （55 ページ)。 


名称 

働き 

國 INPUT 

SELECTOR つまみ 

再生する入カソースを選びます。 

國 MASTER 

VOLUME つまみ 

すべてのスピーカーの音量を同時 
に調節します （41 ぺージ)。 

































表巧な 



名称 

働を 

の SW 

アクティブサブウーファーをつないでい 
る場含、音声信号が SUBWOOFER 端子 
から出力されているとさに点灯します。 
この表示び点灯しているとをは、入力信 
号の LF . E . 信号またはスピーカーの低域 
成分をちとに、アクティブサブウー 
ファーから音声を出力しています。 

回 再生チャンネル 現在本機び出力しているチャンネルを表 

表示 

のしよ 9 〇 

文字（し C 、 R など）はソース音源を、 
文字の周 0 の枠は、ソース音源が、ス 
ピーカーセッティングに基づくダウン 
ミックス処理で、どのチヤンネルから出 
力されているのかを示します。 

L 

フ□ント左 

R 

フ□ントち 

C 

センター(モノラル） 

SL 

サラウンド左 

SR 

サラウンドち 

S 

サラウンド（モノラル/プ□□ジック処 
理されたサラウンド成分） 

SBL 

サラウンドパック左 

SBR 

サラウンドバックち 

SB 

サラウンドバック （6.1 チヤンネル処理 
されたサラウンドバック成分） 

例：記録お式（フ□ント/サラウンド）： 
3/2.1 

再生チヤンネル：サラウンドスピー 
力一なし 

サウンドフィールド： A . F . D . Auto 

のの 

SL SR 


名称 

働き 

图 入力表示 

現在、本機に入力されている信号を表示 
します。 

INPUT 

入カランプととちに常に点灯します。 

HDMI 

HDMI IN 端子につないだ機器が認識さ 
れているとさに点灯します。 

DMPORT 

デジタル六ディアポートアダプターをつ 
ないで、入力に 「 DMPORT 」 を選んで 
いるとをに点灯します。 

MULTI IN 

マルチチヤンネル入力が選ばれていると 
走に点灯します。 

AUTO 

INPUT MODE が 「 A 山0」に設定され 
ているとさに点灯します。 

COAX 

デジタル信号が COAXIAL 端子から入力 
されているとさに点灯します。 

OPT 

デジタル信号が OPT に AL 端子から入力 
されているとさに点灯します。 

ANALOG 

デジタル信号が入力されていないとを、 
または INPUT MODE が 「 Analog 」 や 
に ch Analog Direct 」 に設定されてい 
るとをに点口します。 

团 EQ 

イコライヴーが働いているとをに点打し 
ます。 

固 HDMI A B 

HDMI OUT A 端子または B 端子から信 
号が出力されているとさに点灯します。 

回 D . C . A . C . 

自動音場補正機能が働いているとをに点 
灯します。 

团 SLEEP 

ス IJ ープタイマーが働いているとをに点 
灯します。 
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名称 

働き 

名称 

働き 

固 L.F.E. 

入力信号に L . F . E . (重低音効果）のチャ 
ンネルが存在しているとをに 「 LF . E .」 

の文字が点灯します。また、実隙に 

L . F . E . 信号の音が再生されているとさに 
は、文字の下のバーが信号のレベルに応 
じて点灯します。 L . F . E . 信号は、すべて 
の部分に記録されているとは限らないた 
め、を< の場合、バーは点灯と消灯を< 

り返します。 

图 DTS (-ES) 
表示 

DTS 

DTS または DTS - ES 信号を入力している 
とさに点灯します。 

DTS フォーマットのディスクを再生する 
ときは、デジタル接続していること、 
INPUT MODE が 「 Analog 」 になって 
いないことを確認してください。 

DTS 信号をデコードしているときに点灯 
します。信号やデコードのフォーマット 
によって、次の表示を点灯します。 

回 DSD 

DSD (Direct Stream Digital ) 信号を 
受信しているとをに点打します。 

96/24 

NE0:6 

DTS-ES 

DTS 96 kHz /24 ビット信号をデ]-ド 
しているとさに点灯します。 

DTS Neo :6 Cinema/Music 

デコードのフォーマットよって、；欠の表 
示ととちに点灯します。 

DTS-ES Discrete 6.1 

DTS-ES Matrix 6.1 

画 MEMORY 

Name Input などのモリー機能が働い 
ているときに点灯します （42 ページ)。 

因 ] H.A.T.S. 

H . A . T . S . (High quality digital Audio 
Transmission System ) 機能が働いて 
いるとさに点灯します。 

DISCRETE 

MATRIX 


國 Neural-THX 

Neural - THX で入力信号を処理している 
とさに点灯します。 

回 BI-AMP 

サラウンドバックスピーカーの設定を 
[ BI - AMPJ に設定しているときに点'な 

1 =1=す 






します。 

回 D.RANGE 

ダイナ S ツクレンジの圧縮が働いている 
とさに点打します。 

回 VOLUME 

現在の音量を表示します。 

圆 ドルビーデジタ 

ドルビーデジタルフオーマツトの信号を 

ルサラウンド 表 デコードしているとをに、該当する表示 

を 

が点灯します。 

ドルビーデジタルフォーマツトのデイス 
クを再生するとをは、デジタル接続して 
いること 、 INPUT MODE が 「 Analog 」 
になっていないことを確認してくださ 
い。 

□□D 

Dolby Digital 

□□D+ 

Dolby Digital Plus 

□□D EX 

Dolby Digital Surround EX 

画 DTS-HD 表示 

DTS - HD 信号をデ〕ードしているときに 
点灯します。 

DTS-HD 

次の表示ととわに点灯します。 

MSTR 

DTS-HD Master Audio 

LBR 

DTS-HD Low Bit Rate Audio 

HI RES 

DTS-HD High Resolution Audio 

回 □□TrueHD 

Dolby TrueHD 信号をデコードしている 
ときに点灯します。 

画 AAC 

MPEG 2 AAC 信号が入力されたときに 
点灯します。 

画 L-PCM 

U ニア PCM 信号び入力されたとをに点 
なします。 

國 ドルビープ〇〇 

2チャンネル信号をプ□□ジツク処理し、 

ジック表示 

センターやサラウンドチャンネルの信号 
を出力しているとをに、該当する表示が 
点灯します。 

センタースピーカーとサラウンドスピー 
カーが接続されていない場をは、点灯し 
ません。 

nnPL 

Dolby Pro Logic 

nnPLII 

Dolby Pro Logic II 

nnPLIIx 

Dolby Pro Logic I lx 
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SWITCHED T0TAL1M 


丫、 Pb / Cb 、 Pr / DVD プレーヤ ー、 テレビ、 
Ca 入出力端子* チューナーなどとつなぎ、 
よ0高画質な映像を楽しめ 
ます （1 己、24、25ペー 
ジ）。 


固 


固 


m 


丘]デジタル入出力部 


巨 


OPTICAL m ) 
デジタル音声 
入出力端子 


© 


COAXIAL 
(同軸）デジタル 
音声入力端子 


DVD プレーヤー、 スーパー 
オーディオ CD / CD プレー 
ヤーなどをつなぎます 
'(巧、化、17、24、 S 5 
ぺージ）。 




HDMI 入出力 
端子* 


DVD プレーヤー、 ブルー レ 
イディスクレコーダー、 
チューナーなどをつなぎ、 
映像と音声をテレビやプロ 
ジェクターなどに出力しま 
す（1日、21ページ)。 


回 DMPORT 


ソニー 製のデジタル六デイ 
アポートアダプターをつな 
ぎます（1ァページ)。 


固映像と音声の入出力部 


◎ 

© 


音声入出力端子 


© 


映像入出力端子* 


ビデオデッキ、 DVD プレー 
ヤーなどの映像と音声をつ 
なぎます （1 日、24、2己、 
-26 ぺージ）。 


IN 

◎ 


EXT VIDEO IN 
端子 


円 P (円 cture In Picture ) 
画面を使いたいとさに映像 
機器をつなぎます。 


固音亩入出力部 


© 

© 


音声入出力端子 


カセットデッキ、 MD デッ 
キなどをつなぎます（15、 
17.19. 20ページ)。 


© 

© 

© 

© 

© 

© 

© 
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マルチチヤンネル 
入力端子 


7.1 チヤンネルや 5.1 チヤン 
ネルのアナ□グ音声出力端 
子を持っているスーパー 
オーディオ CD プレーヤーや 
DVD プレーヤーをつなぎま 
す（16、19ページ)。 


,0 

0 

0 

0 

，© 

■■ 

© 

■31 

© 

© 

顯 


PRE 0 UT 
(プ U アウト） 
出力端子 


外部のパワーアンプなどと 
つなぎます。 


固 RS -232 C 端モ 


保守、サービス用です。 


回スピーカー 出力部 




スピーカーを つなぎます 
(14 ぺージ）。 


ホお持ちのテレビを HDMI OUT 端子や MONITOR OUT 端テ 
につなぐと、選んだ入力の映像を見ることびでさます （15 
ぺージ)。また 、 GUI (Graphical User Interface ) を使つ 
て、本機を操作できます巧0ページ)。 


囲コンポーネント映像入出力部 


本巧を面_ 

の图の 国 ® 图 



P 國画國國國國^ 

■ —I 货 — 服 W I iw—w 加 W お — 脚 — 视 " ■ 


©熱感 
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リモコン 


付属のリモコン （ RM - AAL 015) を使って、本機の操 
作びでさます。また、 U モコンに登録した ソニー 製機 
器を操作でさます （81 ページ)。 

リモコン （RM-AAL015) 



-THS^TER RMS^TUP AVI /6 

I え I I 主 I ©t' 

- 5 %TEM STaIJBSV 」 


I / の 


A?lr^ M か忙 MUS に 

|~5=1- 

HDMI N に HT 
RESOLUT の N_PIP _ OUTPUT MODE 

U J 咱 

• DISPLAY ..nnc 



I … I 

ll *-| I 一 llllwl 

\«i r ► 。1 rv^i 

DISC SKIP 

甘 

回因 



TV VOL 
MASTER VOL PRESET 


——日か nvD —— 

TQg.AiEtm.jyiEm fj - 化 —. 

I - . し —. I L.—. 口に … - 1 

WflCnUl ^ WACnO ? 

MODE 


の 


晒 


個 


■w 


U モコンのボタン 

機能 

田 AV 1/ の（電源オン / 

U モコンに登録されている機器の 

スタンバイ） 

電源を入/切します （81 ぺージ)。 
I / Cl ) (回）と同時に押すと、本体 
と、イ也のソニー製オーディオ/映 
像機器の電源を切0ます 
(SYSTEM STANDBY )。 

回！/ の（電源オン / 

本体の電源を入/切します。 

スタンバイ） 

すべての機器の電源を切るとを 
は、 1/(1) と AV I / Cl ) ( 丘 ]) を同時に 
押します (SYSTEM 

STANDBY )。 

スタンパ'イ時の消費電力を抑える 
には 、 「Control for HDMIJ およ 
び rRS-232C Control 」 を、そ 
れぞれ 「 OFF 」 に設定してくださ 
い。 

图 AMP 

本機の U モコン操作を有効にしま 
す （30 ページ)。 

团入力切り換え用 

使用する機器を選びます。 

ボタン 

入力切0換え用ボタンを巧すと、 
本体の電源が入0ます。 

工場出荷時は、ソニー製機器の操 
作ができるように設定されていま 
す （41 ぺージ)。 U モコンに登録 
すると、他社製の機器を操作する 
ことちでをます。詳しくは、「お 
使いの機器に含ねせてリモコン 
コードを設定する」 （81 ぺージ） 

をご覧ください。 

固 TV INPUT 

TV (國）を押したあと TV 

INPUT を押して、テレビの入力信 
号を選びます。 

固 WIDE 

TV (國）を押したあと WIDE を 
く 0返し巧して、ワイド画面モー 
ドを選びます。 

囚 D.TUNING 

SHIFT (國）を押したあと 
D . TUNING を押して、放送局を 
手動受信するモードにします。 

图 CLEAR 

SHIFT (國）を押してから 
CLEAR を押すと、数字ボタンを 
間違えて押したときに、取0消す 
ことがでをます。 

また、衛星放送チューナーや DVD 
プレーヤーを連続再生などに戻し 
ます。 

回 ENT/MEM 

数字ボタンでチャンネルやディス 
ク、トラックを選んだあとに、 
SHIFT (國）を押したあと ENT / 
MEM を巧して決定します。 


ごを意 

• 機器によっては使えない機能もあります。 • AVI ゆ（の）の機能は、入力切り換え用ボタン（团）を巧す 

• 機能の説明は、例としてあげています。お使いの機器によって たびに自動的に切0換わ0ます。 

は、上記の操作びでさなかったり、説明されているとお0に動 
かない場合びあ0ます。 
























































































































U モコンのボタン 

機能 

U モコンのボタン 

機能 

圆 MOVIE 

映画用サウンドフイールドを選び 
ます （49 ページ)。 

画 RMSETUP 

押すと、リモコンの設定がでをま 
す。 

回 MUSIC 

音楽用サウンドフイールドを選び 
ます （47 ページ)。 

國 THEATER 

"ブラビアリンク"对応製品とつ 
ないだとを、シアターモードを入 

回 NIGHT MODE 

NIGHT MODE 機能を有効にしま 


/切します。 


す（日9ページ)。 

國 TV 

テレビの操作を有効にします。 

画 HDMI OUTPUT 

信号を出力する HDMI OUT 端子 
を選びますに1ページ)。 

画 SHIFT 

押してボタンを点灯させると、ピ 
ンク色でボタン名が表記されたボ 


圆 GUI MODE 


^ ニューの表示モードを GUI 
MODE (テレビ画面）または 
DISPLAY MODE (表示窓）に切 
0換えます。 


画 

♦/*/♦/* を押して項目を選びます。 

© 

続いて©を巧して、逞択をみ定 

*/*/♦/■► 

します。 

画 OPTIONS 

本機や DVD プレーヤー、ブルーレ 

TOOLS 

イディスクレコーダーのオプショ 


ンメニューを表示、還択します。 

回 MENU 

接続したオーディオ/映像機器や 

HOME 

テレビの六ニューを表示します。 


胆 I イイ/►►却 

■ a ) 

■ド） 

►a) b) 


ド） 


DVD プレーヤーやブルーレイディ 
スクレコーダー、 CD プレーヤー、 
MD デッキ、カセットデッキ、デ 
ジタルメディアポートアダプター 
につないだ機器などを操作します。 


圆 PRESET+b)/- 
TVCH +b)/- 


接続した機器のチャンネルなどを 
切り換えまず。詳しくは、「本機 
の U モコンで他機を操作する」 
(79 ページ）をご覧ください。 


國 F1/F2 


BD または DVD (囲）を押したあ 
と、 F 1 または F 2 を押して操作 
モードを切0換えます。 

• 八ードデイスクレつーダー 

F 1 : HDD 

F 2 : DVD プレーヤー、ブルー 
レイデイスクレコーダー 
• DVD / VHS コンボプレーヤー 
F 1 : DVD プレーヤー、ブルー 
レイデイスクレコーダー 

F 2 : VHS 


國 V— 


國 A.F.D. 


タンの操作び有効にな0ます。 


國数字ボタン 操作する機器の入力切0換え用ボ 

タン （团） を押したあと 、 SHIFT 
(國）を押します。そのあとに数 
字ボタンを押して、トラックや周 
波数、チャンネルを選びます。 

日/1日ボタンは、操作する機器に 
よって0または1日として働をま 
す。 

ヒント 

操作する機器びテレビの場合 （TV 
(國）を押した場合）は 、 SHIFT 
(國）を巧さなくても、数字ボタン 
を押してチヤンネ J レを選べます。 


を押してから数字ボタンを押 
すと、1日!; Lb の数字のトラックま 
たはチャンネルを選べます。 
機器によっては、 -/— を押さずに 
数字ボタンを押して選べる場合わ 
あ0ます。 


サウンドフィールドを選びます 
(45 ぺージ）。 


國 2CH/A.DIRECT 


2チャンネルのステレオ音声で聞 
くことがでをまず。または選んだ 
入力の音声を、調整を加えないア 
ナ□グの信号に切0換えます （44 
ぺージ）。 


國 RESOLUTION 


RESOLUTION をくり返し押し 
て 、 HDMI OUT 端子と 
COMPONENT VIDEO 
MONITOR OUT 端子から出力さ 
れる映像の解像度を切0換えま 
す。 


INPUT MODE 同じ機器をデジタル端子とアナ □ 

グ端子の両方につないでいるとを 
に 、 AMP (图）を押したあと 
INPUT MODE を押してインプッ 
トモードを選びますほ日ページ)。 

SLEEP AMP (回）を押したあと SLEEP 

を押して、スリープタイマーを有 
効にし、本機の電源が自動的に切 
れるまでの時間を設定します （58 
ぺージ）。 
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リモコンのボタン 

機能 

國 PIP 

子画面 （PIP (Picture In 

Picture )) を表示します。 PIP を 
ちラー度押すと、子画面の表示を 
解除でをます。子画面には EXT 
VIDEO IN 端子につないだ機器の 
映像が表示されます。また、 

©(回）を巧すと主画面と子画面 
の映像び入れ換わ0ます。 

(圆）で子画面の大ささをお大/ 

縮ル、*/* ( 固） で子画面の位置 
を移動でをます。 

圃 DISPLAY 

本体の表示窓やテレビ画面に表示 
される接続機器の情報を切0換え 
ます。 

國 RETURN/EXIT す^ビデオデッキや DVD プレーヤー、 
衛星放送チューナーの六ニューや 
ガイドがテレビ画面に表示されて 
いる場含、前のメニューに戻ると 
をやメニュー画面を解除するとき 
に押します。 

國♦.八 ♦ 

アルバムを選びます。 

國 D に CSKIP 

マルチディスクチェンジャーを 
使っているとをに、ディスクを選 
びます。 

國 MASTER VOL 

すべてのスピーカーの音量を同時 

+ /- 

に調節します （41 ページ)。 

TV VOL +/- 

TV (國）を巧したあと TVVOL 
+/—を巧して、テレビの音量を調 
節します。 

國 MUTING 

一時的に消音するとをに押しま 
す。消音機能を解除する場合は再 
度 MUTING を押します。 


國巨 D/DVD TOP ブルーレイディスクレコーダーや 
MENU 、 DVD プレーヤー、テレビの^ 

BD/DVD MENU ニューやガイドをテレビ画面に表 


示させるときに巧します。 */*/♦/ 
♦/© を使つて;>(ニュー操作を行 
います。 

MACRO 1 、 AMP (回）を押したあと 

MACRO 2 MACRO 1 または MACRO 2を巧 

してマク□機能を設定または操作 
します （84 ページ)。 


a ) 各機器を操作でさるその他のボタンについては、80ページの 
表をご覧ください。 

が数字ボタンの日订 V および ►、 PRESET +打 V CH +には、 
凸点（突起）び付いています。操作の目印として、お使いく 
ださい。 


ごま意 

• を画面で HDMI 入力を選んでいるとさは、括)（固）を押して 
わ、主画面とテ画面の映像の入れ換えはでさません。 


• GUI MODE で D に PLAY (圃）を巧すと、テレビ画面にメ 
ニューが表示されます。 
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簡単リモコン （ RM - AAU 038) 

本機の操作専用の U モコンです。主な機能をシンプル 
な操作で使ラことびでさます。 



U モコンのボタン 

機能 

田1/む（電源オン/スタ 
ンバィ） 

本体の電源を入/切します。 


图 2 CH / A.DIRECT サウンドフイールドを還びます 


A . F . D . (44、45、47、49ぺージ)。 

MOVIE 


MUSIC 


团 GUI MODE 

方ニューの表示モードを GUI 
MODE (了レビ画面）または 
DISPLAY MODE (表示窓）に切 
0換えます。 

凶© 

GUI MODE (回）を巧したあ 

と、 ♦/*/*/ ■►で項目を選びます。 

♦/*/♦/■► 

続いて©を巧して、還択をみ定 
しまず。 

固 OPTIONS 

オプションメニューを表示、還択 
します。 

固 MENU 

本機のメニューを表示します。 


リモコンのボタン 

機能 

团 DMPORT 

デジタル六ディアポートアダプ 
ターにつないだ機器の操作に使ラ 
ボタンです。 

► 

再生します。 

■ 

停止します。 

1 ◄◄/ ►W 

曲をスキップします。 

图 INPUT 

SELECTOR 

再生する入カソースを選びます。 

回 MASTER 

すべてのスピーカーの音量を同時 

VOLUME +/- 

に調節しまず （41 ぺージ)。 

画 MUTING 

一時的に消音するとをに押しま 
す。消音機能を解除する場含は再 
度 MUTING を巧します。 

回 RETURN/EXIT ■Tk 

前のメニューに戻るとをやメ 
ニュー画面を解除するとをに巧し 
ます。 

画 DISPLAY 

表示窓の情報を切り換えるとをに 
押します。 

回 PIP 

子画面 (PIP (Picture In 
Picture )) を表示します。 PIP を 
わラー度押すと、子画面の表示を 
解除でをます。子画面には EXT 
VIDEO IN 端子につないだ機器の 
映像び表示されます。また、 

© (团）を巧すと主画面と子画面 
の映像び入れ換わ0ます。 ♦/* * 

(团）で子画面の大ささを化大/ 

縮ル、 ♦/* (囲）で子画面の位置 
を移動でをます。 


ごを意 

• GUI MODE で□に PLAY (因）を巧すと、テレビ画面にメ • 主画面で HDMI 入力を還んでいるとさは、垃)（固）を巧して 

ニューび表おされまず。 ち、ま画面とモ画面の映像の入れ換えはでさません。 
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接続と準備 


準備！：スピーカーを設置する 

本機では最大 7.1 チヤンネル（スピーカー7本とアクティブサブウーファー1本）のスピーカーシステムを構成でさ 
ます。 


5.1/7.1チヤンネルで楽しむ 


映画館のよラなマルチチャンネル音声を充分にお楽し 
みいただくには、 

• 5本の スピーカー （フ □ントスピーカー： 2本、 セン 
タースピーカー： 1本、サラウンド スピーカー： 2本) 
• アクティブサブウーファー 
び必要です巧.1チャンネル)。 

5.1 チヤンネルの設置例 

アクティブ 

ヴブウーファー センタースピーカー 



5.1 チヤンネルにさらに 

• サラウンドバックスピーカー:1本 （6.1 チヤンネル) 
または 

• サラウンドバックスピーカー： 2本 （7.1 チヤンネル) 
を追加することによつて、サラウンド EX フォーマット 
の DVD や BD ソフトを忠実に再現でをるようになりま 
す。 


7.1 チヤンネルの設置例 


アクティブ 

ヴブウーファー センタ_スピ_力_ 





サラウンドパック ヴラウンド 

スピーカー （L) スピーカー （R) 


サラウンド サラウンドパック 

スピーカー （L) スピーカー （R) 


ちょっと一言 

• 〇の角度は同じにします。 




• 6.1 チヤンネルのスピーカーシステムを構成する場合は、サラ 
ウンドバックスピーカーを U スこングポジションの真後ろに配 
置します。 

• アクティブサブウーファーには指向性びありませんので、お好 
みの場所に設置でさます。 
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準備 2: スピーカーを接続する 

ケーブルを接続する前に、電源コードびつなびっていないことをお認してください。 



a ) サラウンドバックスピーカーを1本のみ使用するときは、 
SURROUND BACK SPEAKERS L 端モにつないでくださ 
い。 

が追加のフ□ントスピーカーを使用するときは 、 FRONT 
SPEAKERS 回端子につないでください。使用するフ〇ント 
スピーカーを本機前面の SPEAKERS ( OFF / A / B / A + 目）で 
選べます （33 ページ)。 


C ) オートスタンバイ機能があるアクティブサブウーファーをお 
使いの場合、映画鑑賞中はオートスタンバイ機能を OFF にし 
てください。才ートスタンバイ機能び ON になっていると、 
アクティブサブウーファーへの入力信号のレベルによって自 
動的にスタンバイモードになり、音が出なくなることびあり 
ます。 


ごミち意 

• すべて80 ULL のスピーカーをつないだ場合は 、 Speaker メ 
こューの Impedance を「80」に設定してください。それ 
外の場合は「40」に設定してください。詳しくは「準備7: 
スピーカーを設定する」（3"!ページ）をご覧ください。 

• 電源コードをつなぐ前に、各スピーカー端テ間でコードの金属 
線び接触していないことを確認してください。 


ちよつと一言 

別のパワーアンプにつないでいるスピーカーに出力するために 
は 、 PRE OUT 端テを使用してください。 SPEAKERS 端テと 
PRE OUT 端テの両方から同じ信号が出力されます。例えば、フ 
□ントスピーカーだけを別のアンプにつなざたい場含は、そのア 
ンプを PRE OUT FRONT し R 端テにつなざます。 
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準備 3: テレビを接続する 


お持ちのテレビを HDMI OUT 端モや MONITOR OUT 端テに接続すると、選んだ入力の映像を見ることができます。 
GUI (Graphical User Interface ) を使って本機を操作できます。 

すべてのケーブルでつなぐ必要はありません。お持ちの機種にある端テにをわせて音声と映像をつないで<ださい。 


テレビ 



音声 


mm 

DIGITAL 

OPTICAL 

m 




A 


お (OPTICAL ) 育 

i If 


デジタル接続 

コード 

(別売） 


音声コード 
(別売） 


映像コード 
(別売) 


コンポーネント 
映像コード 
(別売) 


ごま意 

• ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

• MONITOR VIDEO OUT 端テにはテレビやプ□ジエクターな 
どの映像機器をつないでください。録画機器をつないでも、録 
画でさないことびあ0ます。 

• 再生機器の映像や音青を、本機を通してテレビに出力している 
場合は、本機の電源を入れてください。電源が入っていない 
と、映像わ音青わ伝送されません。 

• テレビのアンテナのつなざかたによってはテレビの映像び乱れ 
ることびあります。この場合、アンテナを本機から離して設置 
して < ださい。 


ちょっと一言 

• 本機は映像信号の変撰機能を持っています。詳し<は、「映像 
の変換機能のご注意」 （28 ページ）をご覧ください。 

• テレビの音声出力端子を本機の TV IN 端子につなぐと、テレ 
ビの音声を本機につないだスピーカーで聞けます。テレビの音 
声出力端子び巧変/固定切り換えの場合には、固定にします。 
別売の巨 S チューナーなどをつなぐ場合は、音声-映像端子と 
ちに本機につないでくださいに5ページ)。 

• GUI メこューびテレビ画面に表示された状態で1日分し: LL 操作 
がおこなわれない場をは、スク U —ンセーバーが起動します。 
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準備 4 a : 才ーデイオ機器を接続する 


お持ちの機器の接続のしかたを巧認ず 
る 


本機とお持ちの機器との接続のしかたを説明します。 
はじめに下記の接続機器一覧で、それぞれの機器の説 
明ページをごお認ください。 


接続機器 


ぺージ 

スー パーオーディオ CD / 
CD プレーヤー 

デジタル音声出力端子 
付を 

17ぺージ 


マルチチヤンネル音声 
出力端子付を 

19ぺージ 


アナ□グ音声出力端子 
付を 

20ぺージ 

MD デッキ 

デジタル音声出力端子 
付を 

17ぺージ 


アナ□グ音声出力端子 
付を 

20ぺージ 

カセットデッキ、 

レコー ドプ レー ヤー、 
チューナー 


20ぺージ 
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スーノ（ーオーディオ CD / CD プレーヤーや MD デッキ、デジタルメディアポートアダプターの接続例です。 



乂一八ーオーァイオ 
CD プレーヤー、 

CD プレーヤー 


巧 (OPTICAL) 

デジタル接続 
コード(別売) 





同卽 (COAXIAL) 

デジタル接続 
コード(別売） 


巧 


で 


音声コード(別売） 


ごま意 

• ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

• 光デジタル接続コードをつなぐとさは、カチッと音がするまで 
まっすぐにプラグを差し込んでください。 

• 光デジタル接続コードを巧 Offl げた0、結んだ0しないでくだ 
さい。 

• デジタルメディアポートアダプターをはずすとさは、コネクタ 
の側面を押しなび5はずしてください。コネクタは□ックで固 
定されています。 


ちよつと一言 

•本機の DIGITAL 音声入力端子はすべて、 32 kHz 、 

44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz 、96 kHz のヴンプ U ング周 
波数に対応しています。 

• LD プレーヤーの DOLBY DIGITAL RF OUT 端テを本磯のデ 
ジタル入力端子に直接つなぐことはでさません。 RF 復調器び 
必要です。 


デジタル音声出入力端子のある機器 


PRE0UT 


SPE 



iw ◎。綾 ◎ 

娜戴 ©© 




"◎麵" ◎©里 





筋誰か協話 
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スーパーオーディオ CD プ レーヤーでスーパー 

才ーディオ CD を再生ずるとをのごま意 

• 本機の COAXIAL SA - CD/CD IN 端テにつないだ 
スーノ（ーオーディオ CD プレーヤーでスーノ（一才一 
ディオ CD を再生してち、音声は出力されません。 
スー；（ーオーディオ CD のディスクを再生するには、 
本機の MULTI CHANNEL INPUT または SA - CD / 
CD IN 端モにつないでください。スーパーオーディ 
才 CD プレーヤーの取扱説明書ちあわせてご覧くださ 
い。 

• HDMI 端モか日 DSD 信号を出力できる機器と本機を 
HDM I ケーブルでつないでください。 

• スーノ（ーオーディオ CD のデジタル音声はデジタル録 
音でさません。 

複数のデジタル機器を同時に接続したいとを 

に、巧いている入力端テがない場合は 

r 他の入力か日の音声/映像を楽しむ (Input 

Assian )」（56 ページ）をご覧ください。 
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お持ちの DVD プレーヤーやフルーレイディスクレコーダー、スーパーオーディオ CD プレーヤーなどにマルチチヤン 
ネル音声出力端子がある場をは、本機の MULTI CHANNEL INPUT 端テにつないで、マルチチャンネル音声を楽しむ 
ことがでさます。外部のマルチチヤンネルデコーダーとつなぐためにマルチチヤンネル入力端テを使用することをで 
さます。 



ごま意 

• ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

• DVD プレーヤーやブルーレイディスクレコーダー、スーパー 
オーディオ CD プレーヤーには SURROUND BACK 端子び 
ないことびあ0ます。 


• スピーカーメニューで rSur Back Assi 日 n 」 び「目 l - AMP 」 

に設定されている場を、 SUR BACK 端テは無効になります。 

• MULTI CHANNEL INPUT 端子に入力された音声信号は、音 
声出力端テからは出力されません。音青信号は録音されませ 
ん >。 


マルチチヤンネル音声出力端子のある機器 


DIGITAL 




SPEAKERS 


筋諭かお話 
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アナログ音声出力端子のある機お 


カセットデッキやレコードプレーヤーなどアナ□グ端テのある機器の接続例でず。 






音声コード 
(別売） 



レコードプレーヤー 


ごま意 

• お持ちのレコードプレーヤーにアース線び付いているとさは、 

ノ V ム音を防ぐために、アース線を本機の/^ SIGNAL GND 端 
テにつないで < ださい。 


ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

本機の PHONO 入力は MM カートリツジに対応しています。 
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HDIVH とは High-Definition Multimedia Interface の 
略で、映像信号と音声信号をデジタルで伝送するイン 
ターフェースです。 



高画質 


HDMI 接続ででまること 

• 本機では HDMI で転送されたデジタル音声信号をス 
ピーカー端子と PRE OUT から出力できます。ドル 
ビーデジタル、 DTS 、 DSD 、 U ニア PCM 、 AAC の 
各フォーマツトに対応していまず。 

• DSD 信号や、 DSD を U ニア PCM に変換して HDMI 
出力でさるプレーヤーは、 HDMI でつなぐことびで 
さます。 

•本機は、 U ニア PCM (サンプ U ング周波数192 kHz 
LU 下）で、8チャンネルまでのデジタル音声信号を、 
HDMI を使った伝送で受信することびでさます。 

• 映像端テ、コンポーネント映像端子に入力したアナ 
□グ映像信号を、 HDMI に変換して出力でさます。 
映像を変換したとさ、音声信号は HDMI OUT 端子か 
ら出力されません。 

• HDMI Version 1 .2 で拡張された DSD に uper 
Audio CD ) 伝送に巧麻しています。 

• HDMI Version 1 .3 で掘:張された High Bitrate 
Audio ( DTS-HD Master Audio、Dolby 
TrueHD)、Deep Color 、 xvYCC 伝送に巧麻してい 
ます。 

• 本機は HDMI 機器制御機能に対応しています。ただ 
し 、 HDMI OUT B 端テは HDMI 機器制御機能に対応 
していません。 

• HDMI IN 5端テは、音質に配慮した入力端テです。 
さらに高音質でお聞さになりたい場合は 、 IN 5端子 
をお使いください。 

IN 5端テは HDMI IN 1〜4および6端子と同じように 
お使いいただけまず。 


デジタル アナ□グ 


HDMI 端子のある機おを接続ずる 


HDM 


準備 4 b : 映像機器を接続する 


お持ちの機器の接続のしかたを確認す 
る 


本機とお持ちの機器との接続のしかたを説明します。 
はじめに下記の接続機器一覧で、それぞれの機器の説 
巧ページをごお認ください。 


接続機器 

ぺージ 

テレビ 

1己ページ 

HDMI 端子のある機器 

21ぺージ 

DVD プレーヤー、 

ブルーレイディスクレコーダー 

S 4 ぺージ 

BS デジタル/デジタル CS チューナー、 
ケーブルテレビ 

巧ぺージ 

DVD レつーダー、ビデオデッキ 

26ぺージ 

ビデオカラ、テレビゲームなど 

26ぺージ 


接続する映像端子について 

映像信号は; 欠の図のよラな順によい画質でお楽しみい 
ただけまず。お持ちの機器にある端テに合わせて、接 

続のしかたを還んでください。 

I I I 

I 


COMPONENT VIDEO 




IJW® 


"© © © 
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DVD プレーヤー 


整 

音声/映像 


BS デジタル/デジタル CS チューナーなど 


HDMI 

s 


音声/映像 


ブルーレイディスクレコーダー、 
PS3TM、 八ードディスクレコーダー 


Esm 


音声/映像 



* ソニー 製の HDMI ケーブルをおすすめします。 


テレビの7ルチチヤンネルサラウンドサウンド 
放送を楽しむには 

OPT に AL 端テで本機とテレビをつなぐことで、ス 
ピーカーから マルチチヤンネルサラウンドサウンド放 
送を出力でさます。 


ごま意 ちょっと一言 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 テレビの音声出力端子を本機の TV IN 端モにつなぐと、テレビの 

音声を本機につないだスピーカーで聞けます。テレビの音声出力 
端子が巧変/固定切0換えの場合には、固定にします。また、か 
なくとも光 （ OPT に AL ) デジタル接続コードまたは音声コード 
のどちらかをつないでください。別売の目 S チューナーなどをつ 
なぐ場合は、音声、映像端モとわに本機につないでください 
(25 ページ)。 
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接続ケーブルについて 

• HDMI Licensing LLC で認証された HDMI □コ'付き 
のケーブルをお使いください。 

• ソニー 製の HDMI ケーブルをおすすめします。 

• HDMI 接続で解像度び 1 12 5 p (1080 p ) の映像や 
Deep Color の映像を視聴するときは、 H に H 
SPEED 対応 （HDMI Version 1.3 a 、 カテコ' U -2) 
のケーブルを推奨します。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルの使用はおすずめしません。 
HDMI - DV 唆換ケーブルで DVI - D 機器をつないだ場 
合、音声や映像び出力されないことびあります。音 
声び正し<出力されない場合は、他の種類の音声 
コードやデジタル接続]-ドでつなざ、 「 Input 」 の 
Option メニューにある 「Input Assign 」 の設定を 
行ってください。 

HDMI 端モのち続のごま 意 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の映像びされいに映 
らなれったり、 音び出ないとさは、つないだ機器側 
の設定をごお認ください。 

• HDMI IN 端子に入力された音声信号はスピーカー出 
力 、 HDMI OUT 端テ 、 PRE OUT 端子から出力ずる 
ことびでさまず。他の音声端子からは出力されませ 
ん。 

• HDMI IN 端テに入力された映像信号は 、 HDMI 
OUT 端モからのみ出力されます 。 VIDEO OUT 端モ 
と MONITOR VIDEO OUT 端テからは出力されませ 
ん。 

• テレビのスピーカーか6音声を出すときは 、 HDMI 
メニューの 「Audio 〇山」を nV + AMPJ に設定し 
てください。 「 AMP 」 に設定すると、音声はテレビ 
のスピーカーから出力されません。 

• 再生機器の映像や音声を、本機を通してテレビに出 
力している場合は、本機の電源を入れてください。 
電源び入っていないと、映像ち音声ち伝送されませ 
ん。 

• HDMI 端子からの音声信号（サンプリング周波数、 
ビット長など）は、つないだ機器により制限される 
ことびありまず。 HDMI ケーブルでつないだ機器の 
映像びされいに映らなかったり、音び出ないとさは、 
つないだ機器側の設定をごお認ください。 

• 再生機器から出力される音声のヴンプ U ング周波数 
やチャンネル数、音声フォーマットび切り換わった 
とさに、音声び途切れる場合びあります。 

• 接続機器び著作権保護技術 （ HDCP ) に対応してい 
ないために、本機の HDMI 出力端子からの映像や音 
声び乱れたり再生でさない場合びあります。このよ 
ラな場合は、接続機器の仕様をごお認<ださい。 

. 本機につないだ機器について詳しくは、各機器の取 
巧説明書をご覧ください。 

• High Bitrate Audio ( DTS-HD Master Audio 、 
Dolby TrueHD )、 DSD 、 マルチチヤンネルリニア 
PCM は HDM 胺続でのみ楽しめまず。 


• High Bitrate Audio ( DTS-HD Master Audio 、 
Dolby TrueHD ) を楽しむには、プレーヤーの映像 
解像度を 720 p /1 080似上に設定してください。 

• DSD 、 マルチチャンネル U ニア PCM を楽しむには、 
プレーヤーの映像解像度の設定び必要な場合びあり 
まず。プレーヤーの取扱説明書をごお認ください。 

• 各 HDMI 機器は、表記されている HDMI の Version で 
定義されている機能をすべて包括しているちのでは 
ありません。例えば Version 1.3 a 巧麻機器びすべて 
Deep Color に対応しているねけではありません。 


II 
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DVD プレーヤー、ブルーレイデイスクレコーダーを接続ずる 


DVD プレーヤー、ブルーレイディスクレコーダーの接続例です。 

すべての コー ドをつなぐ必要はありません。お持ちの機種にある端モにをわせて音声/映像 コー ドをつないで<ださ 
い。 


コンポーネント 
映像コード(別売） 
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审 OPT に AL 端子のある機器をつなぐときは、 Input メニューの rinputAssian 」 を設定してください。 


ごま意 

• マルチチャンネルのデジタル音声を出力するために、 DVD プ 
レーヤー、ブルーレイディスクレコーダー側でデジタル音声出 
力の設定をする必要びあります。詳しくは、 DVD プレーヤー、 
ブルーレイディスクレコーダーの取扱説明書をご覧ください。 


• ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 
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BS デジタル/デジタル CS チューナー、ケーブルテレビを接続ずる 


BS デジタル/デジタル CS チューナー、ケーブルテレビの接続例です。 

すべてのコードをつなぐ必要はありません。お持ちの機種にある端テにをわせて音声/映像コードをつないで<ださ 
い。 


BS デジタル/デジタル CS チューナー、ケーブルテレビなど 



音声 


mm 


DIGITAL 

OPTICAL 


m 




巧 ( OPTICAL ) 

デジタル接続 
コード(別売） 




音声コード 
(別売） 


映像コード 
(別売) 


コンポーネント 
映像コード(別売) 


DMPORT 
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ごま意 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 





































































































































アナログ映像/音声端子のある機器を巧続ずる 


DVD レコーダーやビデオデッキなどアナ□グ端テのある機器の接続例です。 

すべてのコードをつなぐ必要はありません。お持ちの機種にある端モにをわせて音声/映像コードをつないでくださ 
い。 


DVD レコーダー、ビデオデッキ 


音声 





EBI 


音声コード 
(別売） 


映像コード 
(別売） 


ごま意 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 
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映像信号の巧換機能について 

本機には映像信号の変換機能びありまず。 

• コンポジット映像信号を HDMI 映像信号、コンポーネント映像信号に変換でさます。 

• コンポーネント映像信号を HDMI 映像信号、コンポジット映像信号に変換でさます。 

初期設定では、下の表のよラに、つないだ機器か S の映像信号を HDMI OUT 端モまたは MONITOR OUT 端モか S 
出力します。お使いのモニターの解像度にあった映像変換機能に設定することをおすすめしまず。映像変換機能の詳 
細については、「も B 映像設定 （ Video)」（71 ぺージ）をご覧ください。 


~~~~~~~出力端子 
入力信号（つなぐ端子 

HDMI OUT AB 

COMPONENT VIDEO 

MONITOR OUT 

MONITOR VIDEO OUT 

HDMI 映像 

(HDMI IN 1/2/3/4/5/6) 

O 

X 

X 

コンポジット映像 (VIDEO IN ) 

O 

O 

O 

コンポーネント映像 （COMPONENT 
VIDEO IN ) 

o 

O 

O 


〇 :映像信号を出力します。 

X :映像信号を出力しません。 




























映像の変換機能のごま意 

• ビデオデッキか日のコンポジット映像信号を変換し 
たちのをテレビにつないでいる場合、映像信号の状 
態によってはテレビの映像び横方向にずれたり、映 
像び出なくなる場合びあります。 

• HDMI 信号は、 ] ンポーネント映像信号、コンポ 
ジット映像信号に変換でさません。 

• 変換された映像信号は VIDEO OUT 1端モか日は出 
力されません。 

• 画質向上回路 （ TBC など）を搭載したビデオデッキ 
などを再生するとさ、映像び乱れたり出なくなるこ 
とびあります。 

この場合、ビデオデッキなどの画質向上回路 （TBC 
など）をオフにしてお使いください。 

• COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端テへ出 
力される信号の解像度は11 25 i (10800 まで、 

HDMI OUT 端テへ出力される信号の解像度は 
1125P (1080p) まで変換できます。 

. 著作権保護情報び入っている映像信号の解像度を変 
換するとき 、 COMPONENT VIDEO MONITOR 
OUT 端テには解像度の制限びあります。 
COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端テへの 
出力は 5 2 5 p (480 p ) /625 p (576 p ) の解像度ま 
でとなります。 HDMI 出力には制限びありません。 

• 解像度変換した映像信号は 、 COMPONENT 
VIDEO MONITOR OUT 端テと HDMI OUT 端テに 
同時に出力でさません。両方につないでいる場合は、 
HDMI OUT 端モか日映像信号は出力されます。 

• MONITOR VIDEO OUT 端テ 、 COMPONENT 
VIDEO MONITOR OUT 端テの両方の端テから映像 
を出力したい場合は、 Video メニューの 
「 Resolution 」 の設定を FAutoJ または「480ン 
5761」に設定してください。 

録画機巧をごなぐには 

録画する場合は、録画機器を本機の VIDEO OUT 端モ 

につないでください 。 VIDEO OUT 端テには映像変換 

機能びないので、入力信号と出力信号は同じ種類の端 

テにつないでください。 


ごを 意 

HDMI OUT 端モや MONITOR OUT 端テからの出力信号は、正 
しく録画でさない場合びあります。 
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準備 5: 本体とリモコンを準 
備ずる 


電源コードをつなぐ 


付属の電源コードを本機後面の AC IN 端モにつなざ、 
電源コードのプラグを壁のコンセントにつなざます。 
また、お持ちの機器の電源コードを本機の電源コンセ 
ント （AC OUTLET 端子）につなぐことびできます。 




本機後面に電源コードを奥まで差し込んでち、プラグ 
と本機後面の間に数 S U の隙間びでさますび、これで 
正し < つなびれています。 

電源コードについて 



付属の電源コードには、上の図のよラに N 極側に A 
マークびあります。これはよりよい音質にするために、 
壁のコンセントの差し込み□との極性を合わせるため 
です。壁のコンセントの差し込み□に長短びある場合 
は、長い巧び N 極側です。 


本機を初めておほいになるとをは 
(本機を初期設定巧態にずる） 


本機を初めてお使いになるとさは、必ずし U 下の手順で 
本機を初期設定状態にしてください。 

また、本機をお使いになった後、設定した内容などを 
お買い上げ時の状態に戻したいとさち、■(下の手順を 
行ってください。 


POWER 



1 POWER を巧して、本機の電源を切る。 

2 TONE MODE と HDMI IN を巧しなび！5、 
POWER を巧ず。 

3 2、3 f 少後に TONEMODE と HDMIIN を離 
す。 

表示窓に 「MEMORY CLEARING ...」 と表示さ 
れた後 、 「MEMORY CLEARED 」 と表示されま 
す。 

初期設定から変更、調整された設定はすべて初期 
化されます。 


ごま意 

• お持ちの機器の電源コードに極性びある（白線または刻印が付 
いている）とさは、白線のある側を本機の AC OUTLET の白 
線のある側（アース側）へ差し込みます。 

• 本機後面の電源コンセントは連動 （SWITCHED) です。本機 
の電源び入っているときのみ、つないだ磯器に電源を供給でき 
ます。 


• AC OUTLET 端テにつなぐ機器の消費電力のを計び100 W を 
超えないよラにしてください。また、テレビや家電製品（アイ 
□ンなど）は、つなびないでください。故障の原因になりま 
す。 

• 電源コードを差す前に、各スピーカー端子間でコードの金属線 
が接触していないことを確認してください。 

• 電源コードをしっかり差してください。 


II 
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リモコンに電池を入れる 


©と©の向さを合わせて、 AVU モコン、簡単リモコン 
にそれぞれ単3おマンガン乾電池（付属）2個を入れま 
す。 



準備 6: GUI(Graphical 
User Interface ) メニユー 
をテレビ画面に表巧する 

テレビ画面に表示した GUI >< ニューを使って、本機の 
さまざまな設定をすることができます。 

次の手順にて GUI >< ニューがテレビ画面に表示されま 
す。 

GUI >< ニューを使わずに操作する場をは、「テレビをつ 
ながずに本機を操作する」 （75 ページ）をご覧<ださ 
い。 



ごま意 ちょっと一言 

• 極端に温度や湿度の高い場所に U モコンを放置しないで<ださ 乾電池の残りびかなくなると U モコンで操作でさる範囲び狭くな 

し、 0ます。これを目安にして、新しい乾電池に交換してください。 

• 乾電池の使いかたを誤ると、あわれや破裂のおそれがあ0ま 
す。次のことを必ず守ってください。 

一任)と©の向をを正し < 入れて < ださい。 

一新しい乾電池と使った乾電池、または種類の違ラ乾電池を 
混ぜて使わないでください。 

一乾電池は充電しないでください。 

一長い間 U モコンを使わないとさは、乾電池を取り出してく 
ださい。 

一液われしたとさは、電池入れに付いた液をよくふを取って 
か5新しい乾電池を入れてく ださし、。 

• 電池交換時に、 U モコンにプ□グラムした内容び消える場をび 
あ0ます。その場をは、再登録してください （84 ページ)。 

• U モコンを使ラとをは、 U モコン受光部回に直射日光や照明器 
具などの強い光び当たらないよラにごを意ください。リモコン 
で操作でさないことびあります。 
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1 本機とテレビをつなぐ。 

詳しくは、「準備3 :テレビを接続ずる」 （15 ペー 
ジ）をご覧ください。 

2 本機とテレビの電源を入れる。 

3 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

4 GUI MODE を巧ず。 

本体の表示窓に 「GUI MODE ON 」 と表示された 
あと 、 「GUI MODE 」 と表示されます。 


GUI 

MODE ON 


口 巧、 iiM •レ T|- 


- ' VOLUME dB 



-40.0 

ん 

■GUI 

MODE 



-40. 


メニューびテレビ画面に表示されます。 



準備7:スピーカーを設定す 
る 


スピーカーインピーダンスを設定する 


お使いの スピーカーに 合わせて スピーカーインピー ダ 
ンスを 設定してください。 



メニューか旦巧けるには 

MENU を巧します。 


1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 MENU を巧す。 

メニューびテレビ画面に表示されます。 



筋蕭かお話 
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3 ♦/* をくり返し巧して、 r さ Se 忧 ngs 」 を選 
び、任)または■►を巧す。 

Se 扣 ngs メニューの U ストびテレビ画面に表おさ 
れます。 



4 ♦/* をくり返し巧して、 「 Speaker 」 を選び、 
©または*を巧ず。 



6 ♦/* をくり返し巧して、お使いのスピーカー 
に合わせて 「 40 」または rsn 」 を選び、© を 
巧ず。 

選んだ数値でお定します。 



メニューか百巧けるには 


MENU を巧します。 


5 ♦/* をくり返し巧して、 「 Impedance 」 を選 
び、任)を巧す。 



ごミち意 

• お使いのスピーカーのインピーダンスが不明のとさは、スピー 
カーの取扱説明書をご覧ください（通常、スピーカー後面にイ 
ンピーダンスび表示されています）。 

• すべて80 上のスピーカーをつないだ場合は、 
「Impedance」 を「80」に設定してください。それ]がが)場 
合は「40」にしてください。 


• SPEAKERS A と巨端子の両方にスピーカーをつないで使う 
場合は、801；(上のスピーカーをつないでください。 

一160私上のスピーカーを A と艮端テの両方につないだと 
きは、 「Impedance」 を「80」に設定してください。 

一それ政がのとをは、「40」に設定してください。 
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フ□ン トス ピーカーを 還ぶ 

使用するフ□ントスピーカーを選びます。 

SPEAKERS(OFF/A/B/A+B) 



SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) を、使用するフ 
□ ントスピーカーシステムに合わせる。 



設定値 

使ラスピーカーシステム 

A 

FRONT SPEAKERS A 端子につなし、だス 
ピーカー 

臣 

FRONT SPEAKERS 目端子につなし、だス 
ピーカー 

A+B 

FRONT SPEAKERS A と B 端子につない 
だスピーカー（パラレル接続） 

OFF 

すべてのスピーカー端子と PRE OUT 端子 
から音声が出力されません。 


準備8:自動で スピーカー を 
設定ずる 

泊動音場捕正論） 

D . C . A . C . (Digital Cinema Auto Calibration (自動 
音場補正)）機能によって、各スピーカーと本機の接続 
やスピーカーのレベル、各スピーカーと視聴位置の距 
離などを自動的に測定し、最適な音声パランスを設定 
します。 


測定の準備をずる 


スピーカーを設置、接続してか5、測定してください 
(13、14ページ)。 

測定の前に、 LU 下についてごま意ください。 

• AUTO CAL M に端テは付属の測定用マイク専用で 
す。他のマイクはつなびないでください。本機やマ 
イクの故障の原因になります。 

• 測定中は大さな測定音び出まず。音量は調整でさま 
せん。お子様や隣近所への配慮をお願いします。 

• 測定音！;•(外の音び入らないよラに、静かな環境で測 
定してください。 

•スピーカーとマイクの間に障害物びあると正しく測 
定でさません。測定開始前に測定エ U ア（機器の設 
置エ U ア）の外側に出てください。 

• バイアンプ接続をしているとさは、測定前にヴラウ 
ンドバックスピーカーの設定をバイアンプにしてく 
ださい。 


ごを意 

• ヘッドホンをつないでいるときは、 SPEAKERS (OFF/A 旧/ • ミ肖音機能を設定していても、測定び始まると自動的に解除され 

A+B) でフ□ントスピーカーを切り換えることはでをません。 ます。 

•へッドホンをつないでいるとさ、自動音場捕正機能は働さませ 


■議た！ 
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. I CZ 

コ] 

4© 6 

〇\\ ■■ 俯 

〇 〇 


測定用マイク 


AUTO CAL MIC 

◎ 



1 測定用マイク(付属)を本機前面の AUTO 
CAL M に端子につなぐ。 

2 マイクを設置する。 

マイクは実際に視聴する位置に設置しまず。耳と 
同じ高さになるように、台や=脚を使って固定し 
てください。マイクの L をフ□ントスピーカー L 
に、マイクの R をフ□ントスピーカー R に合わせ 
てください。 


本磯をプリアンプとしてほ5場合は 

本機をプ U アンプとして使ラ場合ち、自動音場補正機 
能を使うことびでさます。 

この場合、スピーカーの距離として表示される数値は、 
実際の距離と異なる場合びありますび、そのまま使つ 
て問題ありません。 


測定ずる 


自動音場補正機能は政下の項目を測定します。 

• スピーカーの有無 a ) 

• スピーカーの 極性 
• スピーカーの 距離 b ) 

• スピーカーの 角度 
• スピーカーの サイズ b ) 


• スピーカーのレベル 

• 周波数特性 d 

a) マルチチャンネル入力を還んでいる場合、センタースピー 
力一、 アクティブサブウーファーに巧してのみ、アナ□グダ 
ウン5ックス処理で補正します。その他のスピーカーに巧し 
ては補正は化河でォ- 

がマルチチャンネル入力を選んでいる場合は、測定結果は反映 
されません。 

C ). ヴンプ U ング周波数び176.4 kHz ULL の信号は強制的に 
44.1 kHz または48 kHz で再生されます。 

• 政下の場合は、測定結果は反映されません。 

ーマルチチャンネル入力を選んでいる。 

ーアナ□グダイレクト機能を使用している。 

-サンプリング周波数び176.4 kHzl；LL の Dolby 
TrueHD 信号を受信している。 


アクティブサブウーファーの設定について 

• アクティブサブウーファーをつないでいる場合は、 
電源を入れて、音量を上げておいてください。音量 
は、ボ U ュームつまみを半分または半分よりややル 
さめの位置にしてください。 

• ク□スオーバー周波数の設定機能びある場合は、最 
大に設定してください。 

• オートオフ設定機能びある場合は、オフ（無効）に 
してください。 



ごを 意 

• 2つのスピーカーの中;こ、に測定用マイクの位置をミ央める場合、 • お使いになるアクティブサブウーファーの特性によっては、距 

2つのスピーカーの間の角度びせまいと、左ちのスピーカーを 離の設定値び実際の配置よりち遠くなることびあります。 

適切に測定することびでさません。 
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THEATER RM S 口 UP AV I / の 

□ Ss " な tO 

SHIFT TV AMP 


— rczi Q 

•1.2 .3 TV input! 

VIDE 01 VIDE 02 I I BD I I DVD 

.4 .5 .6 WIDE 

SAT I I TV I I TAPeJ t MD 

• 7 ,8 ‘ .9 D.TUNING 

SA ぶ 。] I TUNER I I PHOfJoj I " も "1 
■/■■ 0/10 ENT/MEM -CLEAR 
DMPORtI HDW 1 I HDMI 2 I HDMI 3 
10 11 12 
HDMI 4 I [HDMI 5 ^ [HDMI 6 |_ 


化 n/ 

A.DIRECT A.F.D. MOVIE MUS に 

ロロ ロロ 

HDMI NIGHT 
OUTPUT MODE 

ロ ロ 


RESOLUTION PIP 



• RETURN/ •HOME OPTIONS 
EXIT 


AMP 


I w | ■♦•I ■•♦I I w | 

TUNING- TUNING + 


1 AMP を巧ず。 

本機を操作でさるようになります。 

2 MENU を巧す。 

メニューびテレビ画面に表示されます。 


♦/♦/♦/♦'© 


MENU 



3 ♦/* をくり返し巧して、 r さ Se 扣 ngs 」 を選 
び、任)または■►を巧ず。 

Se 比 nas メニューの U ストびテレビ画面に表示さ 


れます。 



4 ♦/* をくり返し巧して 、 「Auto Calibration 」 
を選び、©または*を巧ず。 


Auto Calibration * Quick Sotup 


ソ义:■■ノ •ンホンソ I ン 1 の 
けだか K 袖 in •阳ホし; t ’ 


0 EnhHncmJ Sutu い 
0 ^ Front 円 of Typo 



5 ♦/* をくり返し巧して、 「 QuickSe 山 p 」 を選 
び、任)を巧ず。 

測定でさる項目び表示されます。 


を Auto Calibration 

31巧> ■ 

測を T る巧目にチ I ックをしでください. 

む、 


む 

スビーカーのレベル > 


スビーカーの阳巧な巧巧 

…口る 



6 ♦/* をくり返し巧して、測定したくない項目 
を選び、贷を巧してチェックをがし、*を巧 
ず。 

測定開始のお認画面び表示されます。 


を Auto Calibration 


满ぞ用マイク S リスニングポジションに■いて 
WE を間かしてくださ 


筋諭かお誦 
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7 「開始」を選んで、贷を巧ず。 

5秒後に測定び開始されます。測定び終わると、 
終了音び鳴り、測定結果びテレビ画面に表示され 
ます。 



8 r 次へ」を選んで、這)を巧す。 

「測定結果を保存しますか？」とテレビ画面に表示 
されます。結果を保存する場合は、「測定結果を保 
存する」に進んでください。 

画面に警告表おやエラーコードび表おされた場合 
は、「自動音場補正の測定後に表示されるメッセー 
ジの一覧」巧8ページ）をご覧ください。 



測定結果を巧をずる _ 

次の手順で自動音場補正の測定結果を保存でさます。 


1 「測定ずる」 （34 ページ)の手順8で、 W ■►をく 
り返し巧して、 r はしりを選び、©を巧ず。 

補正タイプの還択画面び表示されます。 


さ * Auto Callbretlon 


用正の W 巧旧してくだご I ん 


FnKinuar 
Front Reference 
OFF 

ft スビーの一の W 巧 ) W JHf W P 夺 6 にしまな. 


2 ♦/* をくり返し巧して、補正タイプを選び、 
©を巧す。 


補正タイプ 

説明 

Full Flat 

各スピーカーの周放数特性を平らにしま 
す。 

Engineer 

ソニー基準のリスニングルームの周波数 
特性にします。 

Front 

Reference 

すべてのスピーカーの特性をフ□ントス 
ピーカーの特性に整えます。 

OFF 

自動音場補正のイコライヴーをオフにし 
ます。 


測定結果び保存されます。 


測定を中止ずるには 

ボ U ユーム操作、機能の切り換え、本体の 
SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) の切り換え、ヘッド 
ホンの接続で中止されます。 


ごま 意 

• スピーカーび逆相のときは、「〇川 Phase」 とテレビ画面に表 
示されます。スピーカーの+/—端テが逆に接続されている巧 
能性があ0ます。スピーカーによっては接続が正しくても表示 
される場合があ0ます。スピーカーの仕様によるものですの 
で、そのまま使って問題あ0ません。 

• 周波数特性の補正結果を反映すると、ヴンプ U ング周波数び 
176.4 kHz 政上の信号は強制的に 44.1 kHz または48 kHz 
で再生されます。 

• U (下の場合は、周波数特性の補正結果は反映されません。 

ーマルチチヤンネル入力を選んでいる。 

ーアナ□グダイレクト機能が働いている。 

-サンプリング周波数び1 76.4 kHz ULL の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 


ちよつと一言 

• 測定中に有効な操作は電源の ON/OFF の操作のみです。その 
ほかの操作は無効です。 

• ダイ ポールスピーカー などの特殊な スピーカーを つないでいる 
場合は、正しく測定でさないことがあ0ます。 


36 




















3 ■►を}甲ず。 

終了画面び表示されます。 



4 ©を巧ず。 


測定結まを確認する 


「測定する」巧4ページ）の手順8で警告表おやエラー 
コードび表示された場合は、原因をお認してから、ち 
ラー度測定してください。 

1 r 測定中にエラーび発生しました。原因を確 
認してください。」と表示された場合、*/■►を 
巧して r はし、」を選び、任)を巧ず。 

測定結果の詳細をお認して巧8ページ)、適切な 
対処をしてください。 

2 W ■►を巧して 「 RETRY 」 を選び、©を巧ず。 

3 r 測定ずる」 （34 ぺージ)の手順6か5 8をく 
り返ず。 


ちょっと一言 

• スピーカーのサイズ ( LARGE / SMALL ) は低域特性で判定し 
ます。測定結果は測定用マイクの位置、スピーカーの位置、部 
屋の形などによって変わる場合びあ0ます。測定結果のまま使 
うことをおすすめしますが 、 Speaker メニューで設定を変更 
することちでさます。変更する場合は、測定結果を保ちしてか 
ら変更してください。 


• アクティブサブウーファーの位置によって極性の判定び異なる 
場をびあります。測定結果のまま使って問題ありません。 


II 
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自動音場な正の測定をに表示されるメッセージの一覽 


表示 

原因と対策 

Code 30 

へッドホンが挿入されています。へッドホンをがして再測定してください。 

Code 31 

SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) が OFF になっています 。 SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) を音が出る状態にして、 
再測定してください。 

Code 32 

どのチャンネルからち音が検出されませんでした。測定用マイクが正し<接続されていることを確認し、再測定し 
て<ださい。接続されている場含は測定用マイクが断線していることが考えられます。 

Code 33 

• フ□ントスピーカーが接続されていない、またはフ□ントスピーカーが1本しか接続されていません。 

• 測定用マイクが接続されていません。 

• 左かちどちらかのサラウンドスピーカーが接続されていません。 

• サラウンドスピーカーが接続されていないのに、サラウンドバックスピーカーが接続されています。サラウンド 
スピーカーを SURROUND SPEAKERS 端子に接続してください。 

• サラウンドバックスピーカーが SURROUND BACK SPEAKERS R 端子にのみ接続されています。 

サラウンドバックスピーカーを1つだけ接続するとをは 、 SURROUND BACK SPEAKERS L 端子に接続して 
<ださい。 

Code 34 

スピーカーが正しい位置に設置されていません。 

マイク、スピーカーの左ちが逆に設置されていることが考えられます。 

「準備1:スピーカーを設置する」 （13 ページ）を参照して、スピーカーの位置を確認してください。 

Warning 40 

測定は完了しましたが、騒音のレベルが高いです。 

再測定を行ラと測定でをる場をちありますが、すべての環境で測定がでをるとは限0ません。でさるだけ、周囲の 
騒音がかない状態で測定して < ださい。 

Warning 41 
Warning 42 

• スピーカーと測定用マイクの距離が近すぎる可能性があ0ます。お互いの位置を離して設置し、再測定して<だ 
さい。 

• 本機をプ U アンプとしてしているとを、ボ U ュームが過大になっている可能性があります。 

Warning 43 

アクティブサブウーファーの距離-位相が測定でをませんでした。または、スピーカーの設置角度が測定でさませ 
んでした。 

ノイズび原因となっている場合があります。周囲が静かな状態で再測定して<ださい。 

Warning 44 

測定は終了しましたが、スピーカーの位置関係がおかしい可能性があ0ます。 

「準備1:スピーカーを設置する」 （13 ページ）を参照して、スピーカーの位置を確認してください。 

NO 

WARNING 

WARNING 情報はありません。 


スピーカーがつながれていません。 


エラーがなをした測定結まをそのまま巧をずる 
には 

1 「測定中にエラーび発生しました。原因をお認してく 
ださい。」と表示された場合、 ♦/* を巧して r しル)え」 
を還び、©を巧す。 

2 「測定結果を保存する」巧6ページ)にしたびつて、測 
定結果を保存する。 
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画面操作のしかた 

テレビ画面にニューを表示して、 */*/♦/ ■►と©でお 
好みの機能を設定でさます。 

本機の>(ニューをテレビ画面に表示するには、「準備 
6 : GUI (Graphical User Interface ) ニューをテ 
レビ画面に表おする」 （30 ページ）を参照してくださ 
い。 


RETURN/ 
EXIT 八 


THEATER RMS 口 UP AVI/c!) 

□ SmstaQiO 

SHIFT TV AMP 


— 1 L_l と - 

•1 .2 .3 TVINPU'n 

VIDEO] IVIDE02] I BD j I DVD 

，4 .5 .6 WIDE 

SAT I E TV j I TAPE I ^ MD 

.7 ‘ .8 .9 D.TUNING 

SA ぶ 。] I TUNER I I PHONO] I M が I 
-/-- 0/10 ENT/MEM .CLEAR 
DMPORtI HDMI1 I HDMI2 I HOMIS 
10 11 12 
HDMI4 I [HOMIsJ | HDMIE | 

2CH/ 

A.DIRECT A.F.D. MOVIE MUSK 

ロロ □口 

HDMI NIGHT 
RESOLUTION PIP OUTPUT MODE 

口 □□口 

。旧 PLAY mode 


Iwl ■♦•I ■•♦I「Wl 

TUNING- TUNING + 


AMP 



3 ♦/* をくり返し巧してお好みのメニューを 
選び、还)または*を巧ず。 

テレビ画面にメニュー項目の一覧び表示されまず。 

例:旦 Input の場合 



メニューのほいかた 


4 ♦/* をくり返し巧して設定したいメニュ ー 
項目を選び、还)または*を巧ず。 

5 手順3と4をくり返し、設定を変更ずる。 


前の表示画面に戻るには 

RETURN / EXITcTk を巧します。 

メニューか百巧けるには 

MENU を巧します。 

GUI MODE か百巧けるには 

GUI MODE を巧しまず 。 「GUI MODE OF 円と表示 
され、表示窓のメニューを使っての操作に切り換わり 
ます。 

メニュ ーー 覧 


1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 


メニューアイコン 


内容 



它 ] Input 本機への入力を還びます （41 ペー 

ジ)。 

む Music デジタルメディアポートアダプターに 

つないだオーディオ機器を還びます 
(43 ページ)。 

n Video 今後発売されるデジタルメディアポー 

トアダプターのための項目です。 

を Settings スピーカーやサラウンド効果、イコラ 

イヴ ー、 音声、映像、 HDMI 入力など 
本機の設定、調節をします （63 ペー 
ジ)。 


筋誰かお話 
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オプションメニューのほいかた 


OPTIONS を巧すと、還んでいるメインメニューの才 
プシヨンメニューび表示され、関連ずる機能をメ 
ニューか S 選び直すことなく簡単に変更でさます。 

1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになりまず。 


2 MENU を巧ず。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



5 ♦/* をくり返し巧してお好みのオプション 
メニュー項目を選び、©を巧す。 

6 ♦/* をくり返し巧して設定を選び、©を巧 
す。 


メニューか百巧けるには 

MENU を巧します。 


3 ♦/* をくり返し巧してお好みのメニューを 
選び、运)または■►を巧ず。 

テレビ画面にメニュー項目の一覧び表示されます。 

例：ち] Input の場合 



4 メニュー項目の表示中に OPTIONS を巧 
ず。 

オプションメニューび表示されます。 
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再生ずる 


つないだ機器の音声/映像 
を楽しむ 


THEATER rmsetup AVI /也 

□ SmstaQiO 
SHIFT TV AMP 


MASTER 

VOL 


MUTING 


コ E 

.2 .3 TV input] 

VIDEO, I 卜 IDE02] I BD j 卜 VD 

•4 ，5 ‘ ，6 WIDE 

SAT I I TV I I TAPE I I MD 


• 7 ，8 .9 D.TUNING 

SA 。 ち 。'] I TUNErI I … ONO j I M も " I 
-- 0/10 ENT/MEM •CLEAR 

DMPOFtrl HDMI1 I 關 。 I HDMI3 
10 11 12 
HDMI4| IHDMISI I HDMiei 


ルけ / 

A.DIRECT A.F.D. MOVIE MUS に 

口 □□口 

RESOLUTION PIP OUTPUT MODE 

ロロ ロロ 

。ほ PLAY MODE 


*/*/*/*'( J ) 



unj ■♦•1 「一 I 
LuJ I ► 。1 

DISC SKIP _ _ 

因 因 

TV VOL TV CH 
PRESET 



AMP 


1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されまず。 

3 ♦/* をくり返し巧して「旦1叩山」を選び、 
©または*を巧ず。 

4 ♦/* をくり返し巧して再生したい機器を選 
び、©または*を巧す。 

メニュー画面から外部機器の再生画面に切り換わ 
りまず。 


選んだ入力 

再生する機器 

1=1 Video 1、 
Video 2 

VIDEO " I または VIDEO 2 端子に 
つないだビデオデッキなど 

tt BD 

BD 端子につないだブルーレイディ 
スクレつーダーなど 

〇 DVD 

DVD 端子につないだ DVD プレー 
ヤーなど 

ゴ SAT 

SAT 端子につないだ BS / CS チュー 
ナーなど 

ゴ下 V 

TV 端子につないだテレビなど 

の Tape 

TAPE 端子につないだカセットデッ 
キなど 

rs MD 

MD 端子につないだ MD デッキなど 

O SA - CD/CD 

SA - CD / CD 端子につないだスー 
ノ くーオーディオ CD / CD プレーヤー 
など 

h Tuner 

TUNER 端子につないだラジオ 
チューナーなど 

@ Phono 

PHONO 端子につないだレコード 
プレーヤーなど 

徽吕 MULTI IN 

MULTI CHANNEL INPUT 端子に 
つないだ機器 

口 HDMM 、 2、 

3、 4、 5、 6 

HDMI 1、 HDM に、 HDMI 3、 
HDMI 4、 HDM に、または 

HDMI 6 端子につないだ HDMI 機器 
など 


5 本機につないだ機器の電源を入れ、再生す 
る。 


再生ずる 
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6 MASTER VOL +/- を巧して、音量を調節 
ずる。 


音を一時のに消ずには 

U モコンの MUTING を巧します。解除するには、 
MUTING をもう一度巧します。または MASTER 
VOL を巧して音量を上げまず。消音中に本体の電源を 
切ると、消音機能は解除されまず。 

スピーカーの破損を防ぐために 

電源を切る前に音量を最小にしておいてください。 


入力に名前を付ける 

(Name Input) 

入力に8文字までの名前を付けて、表示でさます。 

機器名を付けると、どの端子に何の機器をつないだか 
びわかり、便利です。 

1 「百 Input 」 画面で ♦/* をくり返し巧して、名 
前を付けたい機器を選ぶ。 

2 OPTIONS を巧ず。 

オプションメニューび表示されまず。 

3 ♦/* をくり返し巧して 「Name Input 」 を選 
び、©を押ず。 

ソフトキーボードび表示されます。 

4 ♦/*/♦/ ■►で文字を1つずつ選んで、©を巧す。 

5 ♦/*/*/ ■►で r 入力完了」を選んで、®を巧ず。 

入力した名前び保存されまず。 

名前の入力をキャンセルずるには 

♦/♦/♦/ ■►で「キャンセル」を選んで、©を巧します。 


表示頃目を切り換える 

(List Mode) 

「旧 Input 」 画面で、表示する項目を変更でさます。 

1 「旦 Input 」 画面で ♦/* をくり返し巧して、変 
要したい項目を選ぶ。 

2 OPTIONS を巧ず。 

オプションメニューび表示されまず。 

3 ♦/* をくり返し巧して rust Mode 」 を選び、 
©を巧ず。 

4 ♦/* をくり返し巧して表示したい項目を選 

び、©を巧ず。 

• Input Assign 

入力名と割り当てられた音声/映像端テの一覧 
を表します0 

• Sound Field 

入力名とヴウンドフィールドの一覧を表示しま 
す。 

• AN Sync 

入力名と A/V Sync >< ニューで設定されているず 
れの数値を一覧で表示します。 


ちょっと一言 

• 本体の master volume を回す速さによって音量の調整量 
を変え5れます。 

音量を早く上げ/下げしたいとを：速く回す 
音量を微調整したいとさ：ゆっくり回す。 


• リモコンの MASTER VOL + / -封甲す時間の長さによって 
音量の調整量を変えられます。 

音量を早く上げ/下げしたいとさ：押し続ける。 

音量を微調整したいとさ：短く押す。 
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MACR01 MACRO 2 SLEEP INPUT 
MODE 



デジタルメディアポートに 
つないだ機器の音声を楽し 
む 

デジタルメディアポートアダプターを使って、本機で 
ポータブルオーディオプレーヤーなどからの音楽を楽 
しめます。デジタルメディアポートの接続について詳 
しくは、「デジタル音声出入力端テのある機器」 （17 
ページ）をご覧ください。 

デジタルメディアポートアダプター TDM - NW 1 0は別 
売です。 


MASTER 

VOL 


AMP 






MENU 


1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されまず。 

3 ♦/* をくり返し巧して r 口 Music 」 を選び、 
©を巧す。 

「目=1 Video 」 は今後発売されるデジタルメディア 
ポー トアダプターのための項目です。 

4 ♦/* をくり返し巧して rOMPORTI 」 または 
「 DMP 0 RT 2」、 デジタルメディアポートア 
ダプターに接続した機器を選び、©を巧ず。 

デジタルメディアポートアダプターにつないだ機 
器び認識され、テレビ画面の表示び 
「 DMP 0 RT 1」、 rDMP 0 RT 2 J か！5それぞれの機 
器名とアイコンに変わりまず。アダプターび認識 
されていない場合、テレビ画面の表示は 
「 DMP 0 RT 1」 または 「 DMP 0 RT 2」 のままで 
す。 


アイコン 

接続した機器 

口 DMP 0 RT 

下の機器外と接続 

Walkman 

ネットワークウオークマンと接続 


5 デジタルメディアポートアダプターにつな 
いだ機器で聴きたい曲を選ぶ。 

6 MASTERVOL +/- を巧して、音量を調節 
ずる。 


デジタルメディ アポー トメ ツセー ジー覧 

メッセージ 

説明 

No Adapter 

アグプター未接続です。 

No Device 

機器未接続です。 

No Audio 

オーディオファイルが見つか0ません。 

Loading 

データ読み込み中です。 

No Item * 

ビデオコンテンツが見つかりません。 


* 今後発売されるデジタルメディアポートアダプターのための項 
目です。 


ごま意 

• 本機をデジタルメディアポートアダプターがに接続しないで • 電源び入っている状態で、本機にデジタルメディアポートアダ 

ください。 プターをつないだ0、はずした0しないでください。 

• リモコンで本機の電源を切ってからデジタルメディアポートア 
ダフターをはずしてください。 


S 5 q 

S 


I 匹還 iilde 
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再生ずる 
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サラウンド効まを楽しむ 


2チヤンネル音声で再生する 

音楽ソフトの記録フォーマツトや接続した再生機器、サウンドフィールドなどに関係なく、2チャンネル音声出力に 
切り換えられます。 



2 CH / A . D 旧 ECT をくり返し巧して、出力したい2チャンネル音声モードを選ぶ。 


2チヤンネルモード 

効果 

Sch Stereo 

フ□ント L / R の 2 本のスピーカーのみから音を出します。アクティブサブウー 
ファーからは音が出ません。 

標準的な2チャンネルステレオ音声は、サウンドフィールドの回路を通さずに再 
生します。マルチチャンネル音声は、2チャンネルにして（ダウンミックス）再 
生します。 

2 ch Analog Direct 

選んでいる入力の音声を、2チャンネルのアナ□グ入力に切0換えます。高品質 
のアナ□グ音声を楽しむことができます。 

この機能を使っているとをは、音量とフ□ントスピーカーのバランスのみ調節で 
をます。 
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7 ルチチヤンネルサラウンドで再生する 

A . F . D . (オートフォーマットダイレクト）モードを使って、録音またはエンコードされたままのソフトの音を再現し 
ます。また、2チヤンネルステレオ音声をマルチチヤンネルで聞くた奴のデコードモードを選ぶことがでさます。 


n^ 1 2= 

•1 .2 .3 TV input] 

VIDE011 |viDEOz| ^BD j ^DVD 

，4 .5 .6 WIDE 

SAT j I TV I ITAPe| t MD 

• 7 .8 .9 D.TUNING 

SA ぶ 。] I TUNER I I PHONoJ I " も "1 

-/ — 0/10 ENT/MEM •CLEAR 

DMPORtI HDMI1 I HDMI21 MDMI3 

10 11 12 

HDMI4 し HDMI5| HDMIsj_ 


A.DIRECT A.F.D. MOVIE MUSK 

口田□口 

— / HDMI NIGHT 
I PIP OUTPUT MODE 

ロロ ロ 

GUI 
MODE 


RESOLUTION 

口 

• DISPLAY 



I Wl I 夺 •" 一 1 I W] 


THEATER RM s 打 UP AV I / & 

□ SstaQiO 

SHIFT TV AMP 


A . F . D . 


会/*/* '( J ) 


MENU 


A . F . D . をくり返し巧して、 A . FD . モードを選ぶ。 


A - RD •モード 

デコー ド後の 
マルチチャンネル音声 

効果 

A . F . D . Auto 

(自動判別） 

サラウンド効果なしで録音またはエンコードされたままの音声として処理し 
ます。 

Enhanced Surround 


サラウンド効果を選べます。サラウンド効果について詳しくは「好みのマル 
チチャンネルサラウンド効果を設定する」 （46 ページ）をご覧ください。 

Multi Stereo 

(マルチステレオ） 

2チャンネルの信号に対し、 L / R 成分をすべてのスピーカーから出力します。 


4^0乂1<沒湘かお巧 


p 

M 

A 
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巧みのマルチチヤンネルサラウンド効 
ちを設定する 


1 CD や DVD など聞きたい音源を再生ずる。 

2 AMP を巧す。 

本機び操作でさるようになります。 

3 MENU を巧ず。 

テレビ画面にメニューび表示されまず。 


4 ♦/* をくり返し巧して「さ JSettings 」 を選 
び、贷または■►を巧ず。 

テレビ画面に Se 比 ngs メニューび表示されまず。 

5 ♦/* をくり返し巧して rSur の und 」 を選び、 
©または*を巧ず。 

6 ♦/* をくり返し巧して 「Enhanced Sur 
Mode 」 を選び、©を巧す。 

サラウンド効果メニューび表示されます。 

7 ♦/* をくり返し巧して、お好みの A . F . D . モー 
ドを選び、运) または ■►を巧す。 


A - RD •モード 

デコード後の 

マルチチヤンネル音声 

効果 

PUI * 

己チヤンネル 

ドルビープ□□ジック II の処理を行います。2チャンネルの音源を日.1チャン 
ネルにデコードします。ドルビーサラウンド-エンコードされた映画音声の 
再生に適しています。また、吹を誓え版やちい映画のビデオなども 5.1 チャ 
ンネルで再生でをます。 

PLIIx * 

7チヤンネル 

ドルビープ□□ジック llx の処理を行います。2チャンネルまたは日.1チャンネ 
ルの音源を7."!チャンネルにデコードします。ドルビーサラウンド-エン 
コードされた映画音声の再生に適しています。また、吹を誓え版やちい映画 
のビデオなどち 7.1 チャンネルで再生でをます。 

Neo :6 Cinema 

7チヤンネル 

DTS Neo :6 のシネマモード処理を行います。2チャンネルの音源を7チャン 
ネルにデコードします。 

Neo :6 Music 

アチヤンネル 

DTS Neo :6 の S ユージックモード処理を行います。2チャンネルの音源を7 
チャンネルにデコードします。 CD など通常のステレオ録音の再生に適して 
います。 

Neural-THX 

アチヤンネル 

巧世代の Neural - THX ® サラウンドです。ステレオ処理や純粋な 5.1 チャンネ 
ル処理に加え、 Neural - THX ® サラウンド処理された映画や音楽の360度、 

7.1 チャンネルのサラウンド再生び巧能です。 

审 Speaker Pattern メ ニコ 

—でヴラウンドバックスピ’ 

—カーびない設定を選んでいるとさは PLII 、 サラウンドバックスピーカーびある設 


定を選んでいるとさは PLlIx び選ばれ、同時に両方を設定することはでさません。 


ごま意 

• 下の場合は機能しません。 

ーマルチチヤンネル入力を選んでし''る。 

-サンプリング周波数び 88.2 kHz 上の DTS - HD 信号を受 
信している。 

-サンプリング周波数び1 76.4 kHz ULL の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 

• ヴンプ U ング周波数び 88.2 kHz 上の信号を受信中に 
「Enhanced Sur Mode 」 を選ぶと、常に 44.1 kHz または 
48 kHz で出力されます。 

• DTS 96に4信号を受信中に 「Enhanced Sur Mode 」 を選ぶ 
と、常に48 kHz で出力されます。 

• Neural - THX 烟理を入/切すると、音声び頭切れすることが 
あ0ます。 


ちよつと 一言 

• 通常は 「 A . F . D . A 山0」の使用をおすすめします。 

• DVD ソフトなどのエンコードち式は、パッケージに付いてい 
る マークで 確認でさます。 

• ドルビープ□□ジック llx 処理は、2チャンネルまたは己.1 
チャンネル信号が入力されているとさに有効です。 

• Neural - THX 処理ま、之チャンネルまたは 5.1 チャンネル信号 
び入力されているとさに有効です。 
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音楽用の音場効まで再生する 

本機にあらかじめ設定されているヴウンドフィールドを還ぶだけで、簡単にサラウンド効果を楽しめまず。ご自分の 
部屋で、コンサートホールの臨場感を再現でさまず。 


MUSIC 


MUSIC をくり返し巧して、お好みのサウンドフイールドを選ぶ。 



サウンドフィールド 

効果 

D.Concert Hall A 

3 D 立体音響処理によ0、反射によって大をなサウンドステージを作ることが特 
長的なコンサートホールの音響特性を再現します。 

D.Concert Hall B 

3 D 立体音響処理によ0、ホールの残響が特長的なコンサートホールの音響特性 
を再現しまず。 

Jazz Club 

ジャズクラブの音響を再現します。 

Live Concert 

300席あるライブ八ウスの音響を再現します。 

Stadium 

屋外のスタジアムの雰囲気を再現します。 

Sports 

スポーツ中継放送の雰囲気を再現します。 

Portable Audio 

ポータブルオーディオ機器から、よりク U アな音像を再現します。 MP 3 やその 
イ也の圧縮された音源に適しています。 


咨姐がおでな 


6 

のI—_ 

為 
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へッドホンで聞いている場合には 

サウンドフィールド 

効果 

Headphone (2 ch ) 

2 ch Stereo モード、または A . F . D . モードでへッドホンを使用ずると自動的に選 
ばれます。通常の2チヤンネルステレオ音源は一切サウンドフィールドの処理を 
行わず、マルチチヤンネルのサラウンド音声は2チヤンネルにダウン S ックスし 
て出力されまず。 

Headphone Theater 

liTtld 

映画用または音楽用のサウンドフィールドを選んでいるとをにへッドホンを使用 
すると、自動的に選ばれます。映画館にいるような雰囲気をヘッドホンで再現し 
ます。 

Headphone ( Direct ) 

音色、サウンドフィールドなどの処理を行わずに、アナ□グ音声を出力します。 

Headphone ( Multi ) 

マルチチヤンネル入力を選んでいるとをにへッドホンを使用すると、自動的に逞 
ばれまず 。 MULTI CHANNEL INPUT 端子の FRONT L / R 端子に入力された信 
号を出力しまず。 


音楽用のサウンドフイールドを解除するには 

2 CH / A . D 旧 ECT または A . F . D . を押します。 


ごま意 

• 音楽用のサウンドフィールドは、下の場合は機能しません。 

ーマルチチヤンネル入力を選んでいる。 

-サンプリング周波数び 88.2 kHz 上の DTS - HD 信号を受 
信している。 

-サンプリング周波数び1 76.4 kHz 政上の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 

• DTS 96/24信号を受信中にヴウンドフィールドを設定すると、 
強制的に48 kHz で再生されます。 

• サンプリング周波数び 88.2 kHz 上の信号を受信中にヴウン 
ドフィールドを設定すると、強制的に 44.1 kHz または 
48 kHz で再生されます。 


• 音楽用ヴウンドフィールドのいずれかを選んでいるとをは、 
Speaker こ ユーです ベての スピーカーが 「 LARGE 」 に設 
定されていても、アクティブサブウーファーからは音び出ませ 
ん。ただし、入力されたデジタル信号にし F . E . 信号び含まれ 
ているとさや、フ□ントとヴラウンドのいずれかが 
「 SMALL 」 に設定されているとき、映画用サウンドフィール 
ドを選んでいるとき 、 「Portable Audio 」 を選んでいるとき 
は、アクティブサブウーファーから音び出ます。 
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映画用の音場効まで再生する 

本機にあらかじめ設定されているヴウンドフィールドを還ぶだけで、簡単にサラウンド効果を楽しめまず。ご自分の 
部屋で、映画館の臨場感を再現でさます。 


MOVIE 


MOVIE をくり返し巧して、お好みのヴウンドフイールドを選ぶ。 


サウンドフイールド 

効果 

Cinema Studio EX A 

liTtld 

ソニー-ピクチャーズ-エンタテイン六ントの 「Cary Grant Theater 」 スタジ 
才の音響特性を再現します。標準的なモードで、あらゆる映画に適しています。 

Cinema Studio EX B 

liTtld 

ソニー-ピクチャーズ-エンタテインントの 「Kim Novak Theater 」 スタジ 
才の音響特性を再現します。このモードは音場効果が豊富に使われている S 円巧 
画やアクション映画に適しています。 

Cinema Studio EX C 

UMd 

ソニー-ピクチャーズ-エンタテイン>(ントのスコア U ング-ステージの音響特 
性を再現します。このモードはミュージカルや、オーケストラによるサウンドト 
ラックが特長的な映画などに適しています。 

V.Multi Dimension 

UMd 

"1 組の実在するサラウンドスピーカーから、多数の仮想サラウンドスピーカーを 
生成します。 


映画用のサウンドフイールドを解除ずるには 

2 CH / A.D 旧 ECT または A . F . D . を巧しまず。 


ごを意 

• 映画用のサウンドフィールドは、 liTF の場合は機能しません。 

ーマルチチヤンネル入力を選んでし''る。 

-サンプリング周波数び 88.2 kHz ULh の DTS - HD 信号を受 
信している。 

-サンプリング周波数び1 76.4 kHz 政上の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 

• DTS 96に4信号を受信中にヴウンドフィールドを設定すると、 
強制的に48 kHz で再生されます。 

• ヴンプ U ング周波数び 88.2 kHz 上の信号を受信中にヴウン 
ドフィールドを設定すると、強制的に 44.1 kHz または 
48 kHz で再生されます。 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生では、ノイズび 
目立つことびあ0ます。 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生では、直接サラ 
ウンドスピーカーか5音は聞こえません。 


ちょっと一言 

• raraa マ~クのがいた-サウンドフィ~ルドは、 dcs 技術を利 
用しています。 DCS について詳しくは、「巧語集」ほ7ペー 
ジ）をご覧ください。 

• 区!0固マークの付いたサウンドフィールドび選ばれていると 
さ、表示窓の Digital Cinema Sound ランプが点口します。 


咨姐がおでな 
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本機が再をでをる音声フオーマット 


本機びデコードでさる音声フォーマツトは、再生機器と接続したデジタル音声入力端モによって異なります。 
本機は政下のフォーマツトに対応しています。 


音亩フォーマット 

最大チャンネル数 

本機と再生機との接続 

COAXIAL/OPT に AL 

HDMI 

Dolby Digital 

田 DOLBY 

DIGITAL I 

日. 1 チャンネル 

〇 

〇 

Dolby Digital EX 

田 DOLBY 

DIGITAL EX I 

6.1 チャンネル 

〇 

〇 

Dolby Digital Plus a ) 

田 DOLBY 

DIGITAL PLUS I 

7.1 チャンネル 

X 

〇 

Dolby TrueHD a ) 

田 DOLBY 

TRUETT7 

7.1 チャンネル 

X 

〇 

DTS 

藝化 

Digital Surround 

5.1 チャンネル 

〇 

〇 

DTS-ES 

戀 cits 

Digital Surround | ES® 

6.1 チャンネル 

〇 

〇 

DTS 96/24 

藝 dti 

Digital Surround 196/24 

5.1 チャンネル 

〇 

〇 

DTS-HD 

High Resolution Audio 日） 

藝 cttS~HD 

High Resolution Audio 

7.1 チャンネル 

X 

〇 

DTS-HD 

Master Audio a ) が 

藝 cHs~hd 

Master Audio 

7.1 チャンネル 

X 

〇 

DSD a ) 

DSD 

Direct Stream Digital 

日. 1 チャンネル 

X 

〇 

MPEG -2 AAC ( LC ) 

巧 

AAC 

己. 1 チャンネル 

〇 

〇 

マルチチヤンネル IJ ニア PCM a ) 

7.1 チャンネル 

X 

〇 


a) 再生機器び上記のフォーマットには対応していない場合は、音声は別のフォーマットで出力されます。詳しくは、再生機器の取扱説明 
書をご覧ください。 

b ) サンプ U ング周波数び 1 76.4 kHz L ツ上の信号は、 96 kHz または 88.2 kHz で再生されます。 
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その他の操作をずる 


"ブラビアリンク"機能を ffi 

5 


"ブラビアリンク"機能とは？ 


"ブラビア U ンク"機能は HDMI 機器制御機能を搭載し 
たソニーのテレビや DVD / ブルーレイディスクレコー 
ダー、 AV アンプなどび対応していまず。 

"ブラビア U ンク"機能に対応しているソニー製品を 
HDMI ケーブル（別売）でつなぐと、下記の操作びで 
さます。 

• ワンタッチ再生： DVD / ブルーレイディスクレコー 
ダーを再生すると、自動的に本機とテレビの電源び 
入り、入力び HDMI に切り換わります。 

• システムオーディオコント□ール：テレビを視聴し 
ているとさ、音声をテレビのスピーカーか日出力ず 
るか、本機につないだスピーカーか6出力するか還 
択でさます。 

• オートジャンルセレクター：デジタル放送の番組情 
報 （ EPG 情報）を取得して、番組のジャンルに応じ 
たサウンドフィールドに自動的に切り換えます。 

• 電源オフ連動：テレビまたは本機の U モコンでテレ 
ビの電源を切ると、 HDMI でつないだ機器（本機、 
再生機器）の電源ち連動して切ることびでさます。 

HDMI 機器制御機能は 、 HDMI CEC に onsumer 
Electronics Control ) で使用されている 、 HDMI 
( High-Definition Multimedia Interface ) のための 
相互制御機能の規格です。 

HDMI 機器制御機能は、な下の場合働をません。 

• HDM I 機器制御機能に対応していない機器をつない 
だ場合 

• 本機と各機器を HDMI でつないでいない場合 

本機は、"ブラビア U ンク"機能に巧麻している機器と 
つなぐことをおずずめします。 


ごを意 

• つないでいる機器によっては、 HDMI 機器制御機能び働かな 
いことびあります。お使いの機器の取扱説明書をご覽くださ 
し、。 

• HDMI ケーブルをないたり、接続を変えたとさは、「お使いの 
テレビび 「 HDMI 機器制御設定連動」に対応してしぶ場合は」 
または「お使いのテレビび 「 HDMI 機器制御設定連動」に巧 
応していない場合は」 （52 ページ）の手順を行ってください。 

• I 叩山 Assign 機能で、コンポーネント胁象入力端子と HDMI 
入力端テを関連付けている場合は、 HDMI 機器制御機能は使 
用でさません。 


"ブラビアリンク"機能の準備をする 


"ブラビア U ンク"機能を使うには、本機とつないでい 
る機器とちに HDMI 機器制御機能の設定を有効にする 
必要びありまず。本機は、 「 HDMI 機器制御設定連動」 
に対応していまず。 

おほいのテレビび rHDMI 機器制御設定連動 J に 
対なしている場合は 

「 HDM I 機器制御設定連動」に対応しているテレビをお 
使いの場合は、テレビの HDMI 機器制御機能を設定す 
ると、本機の設定内容ち連動して設定されます。 

1 本機とテレビ、再生機器び HDMI ケーブル(別売)で 
つなびれていることをお認する。（各機器は HDMI 
機器制御機能に対応している必要びあります。） 

2 本機とテレビ、再生機器の電源を入れる。 

3 テレビの HDMI 機器制御機能を有効にする。 

本機とつないでし)る機器の HDMI 機器制御機能び連 
動して設定されます。設定中は本体の表示窓に 
「 SCANNING 」 び点滅し、自動的に本機の入力び 
H D M I 入力に切り換わりまず。設定び終わると 
「 COMPLETE 」 と表示されまず。設定び終わるまで 
しばらくお待ちください。 

テレビの設定ち法については、テレビの取扱説明書 
をご覧ください。 


•「 HDMI 機器お御設定連動」の設定中は、ワンタッチ再生やシ 
ステムオーディオコント□-ルの機能は働さません。 

• テレビから 「 HDMI 機器制御設定連動」で設定する場合、事 
前にテレビと本機、再生機器の電源を入れてください。 

•「 HDMI 機器お御設定連動」に対応していない再生機器は、テ 
レビの 「 HDMI 機器おお設定連動」の設定を有効にする前に 
HDMI 機器制御機能を有効にしてください。 


II 


ホ Q ま Q 航なが W か 
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おほいのテレビが rHDMI 機器制御設定連動 J に 
巧応していない場合は 

本機と接続機器の HDMI 機器制御機能を別々に設定し 
ます。 



i/c!) 


AMP 


HDMI 入力用 

ボタン 


GUI MODE 

♦/*/* 向 

MENU 


1 「お使いのテレビび 「 HDMI 機器制御設定連動」に巧 
麻している場合は」巧1ぺージ)の手順を行う。 


2 AMP を巧す。 

本機の操作びでさるよラになります。 


3 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されまず。 


4 ♦/ ♦をくり返し巧して「古 Se 比 ngs 」 を還び、©また 
は♦を巧ず。 

5 ♦/ ♦をくり返し巧して 「 HDMU を還び、©または■►を 
巧す。 

6 ♦/* をくり返し巧して 「Control for HDM I 」を還び、 
©または■►を巧す。 

7 ♦/* をくり返し巧して 「 ON 」 を選び、©または■►を巧 
す。 

本機の HDMI 機器制御機能び有効になります。 


8 GUI MODE を巧して、 GUI メニューを抜ける。 
GUI メニューび表示されていると、再生機器の 
HDMI 機器制御を正しく設定することびでさませ 
/tj 。 

9 HDMI 入力用ボタンで、 HDMI 機器制御を設定する 
再生機器を表示ずる。 

10 つないでいる機器の HDMI 機器制御機能を有効に 
する。 

接続機器の設定ち法については、お使いの機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

11 続けて他の機器も設定する場合は、手順9と10をく 
り返す。 


ワンタッチで機器を巧生ずる 

(ワンタッチ再ま） 


簡単な操作で、本機に HDMI 接続された機器を自動的 
に起動して視聴でさます。 

再生機器 ( DVD プレーヤーなど)を再生ずる。 

本機とテレビの電源ち連動して入り、映像と音声び出 
力されます。 


ごを意 

ワンタツチ再生では、テレビによつて最初の部分び出力されない 
ことびおります。 
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テレビの音声を本機のスピーカーで楽 
しむ 

(システムオーディオコント□-ル） 

簡単な操作で、テレビの音声を本機につないだスピー 
カーか6楽しめまず。 

システムオーディオコント□ール機能び有効になって 
いると、本機の電源び切になっていてち、状況に応じ 
て電源び入り、適切な入力に切り換わりまず。 

また、テレビの音声び本機につないだスピーカーから 
出力されると、テレビの音量は自動的に消音されまず。 
その他、 LU 下のよラに働さます。 

• テレビを視聴しているとさに本機の電源を入れると、 
テレビの音声は自動的に本機につないだスピーカー 
から出力されます。本機の電源を切ると、自動的に 
テレビのスピーカーから出力されまず。 

• テレビの音量を調節すると、本機につないだスピー 
カーの音量を調節でさます。 

システムオーディオコント□ール機能は、テレビのメ 
ニューでち操作でさます。詳しくはお使いのテレビの 
取扱説明書をご覧ください。 

デジタル放送のジャンルに応じてサラウンド効 
まを切日換える(才ートジャンルセレクター） 

視聴中のデジタル放送の番組情報 （ EPG 情報）を取得 
して、番組のジャンルに应じたサウンドフィールドに 
自動的に切り換えることびできます（システムオー 
ディオコント□ール機能び有効で、かつオートジャン 
ルセレクター対応のテレビなどの機器をお使いの場合 
のみ)。 

1 AMP を巧す。 

本機の操作びでさるよラになりまず。 

2 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 

3 ♦/* をくり返し巧して、 r 古; Se 比 ngs 」 を還び、©ま 
たは♦を巧す。 

Settings ^^ ニューの U ストがテレビ画面に表おさ 
れます。 

4 ♦/* をくり返し巧して、 rHDMU を選び、©または ♦ 
を巧す。 

5 ♦/* をくり返し巧して 、 「SOUND FIELD 」 を還び、 
©または■►を巧す。 


6 ♦/ ♦をくり返し巧して、設定を還び、©を巧ず。 

•「 AUTO 」 ：デジタル放送のテレビ番組のジャンル 
に応じてサウンドフィールドび自動的に切り換わ 
ります。 

•「 MANUAL 」 ：サウンドフィールドボタンで選ん 
だサウンドフィールドで、音声を出力します。 


を組情巧対応表 


番組情報 
(EPG 情報） 

オートジャンルセレクターで切り 
換わるサウンドフィールド 

ニュース/報道 

2 ch Stereo 

スポーツ 

Sports 

情報/ワイドショー 

A . F . D . Auto 

ドラマ 

A . F . D . Auto 

音楽 

詳細ジャンルによって異な 0 ま 
す。下記の音楽番組詳細ジャンル 
对応表をご覧ください。 

バラエティ 

A . F . D . Auto 

映画 

Cinema Studio EX B 

アニ X /特撮 

A . F . D . Auto 

ドキュ六ンタリー 

A . F . D . Auto 

劇場/公演 

Live Concert 

趣味/戰育 

A . F . D . Auto 

福祉 

A . F . D . Auto 

そのイ也 

A . F . D . Auto 

スポーツに S ) 

Sports 

洋画 （ CS ) 

Cinema Studio EX B 

邦画 （ CS ) 

Cinema Studio EX B 

情報なし 

A . F . D . Auto 

音楽ま組詳細ジャンル対な表 

詳細ジャンル 

サウンドフィールド 

国内□ック/ポップス 

Live Concert 

ミ毎外□ック/ポップス 

Live Concert 

クラシック/オペラ 

D.Concert Hall A 

ジャズ/フュージョン 

Jazz Club 

歌謡巧/演歌 

Live Concert 

ライブ/コンサート 

Live Concert 

ランキング/リクエスト 

Live Concert 

カラオケ/のど自慢 

Live Concert 

民謡/邦楽 

Live Concert 

童謡/キッズ 

Live Concert 

民族音楽/ワールド 

ミュージック 

Live Concert 


その他 Live Concert 


ごま意 

•「Control for HDMI 」 び 「 ON 」 のときは、システムオーディ 
オコント□-ル機能によって 、 HDMI メニューの 「Audio 
Out 」 は自動的に設定されます。 

• システムオーディオコント□ール機能のないテレビをつないだ 
場合は、システムオーディオコント□ール機能は働さません。 


• 本機の電源を入れてからテレビの音声び本機から出力されるま 
でには多少時間びかかることびあります。 

• 番組情報 （ EPG 情報）に応じてサウンドフィールドが切り換 
わるとさ、音び途切れることがあります。 


■ ホ s き0> 瓶な荀か 
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テレビの u モコンでテレビの電源を切ると、本機と再 
生機器の電源ち連動して切ることびでさます。 

また、本機の U モコンでち電源オフ連動の操作びでさ 
ます。 


HDMI 信号を出力ずるモニ 
夕一を切り換える 

HDMI OUT A 端テと HDMI OUT B 端テのそれぞれに 
モニターをつな いでいる場合 、 HDMI OUTPUT ボタ 
ンで出力する モニターを 切り換えることびでさます。 



AV 1/の 


TV を巧してか!5 、 AV 1/のを巧ず。 

HDMI でつないだすベての機器の電源び切れまず。 


HDMI 

OUTPUT 


1 本機と2 つのモニターの 電源を入れる。 

2 HDMI OUTPUT を押す。 

HDMI OUTPUT を巧すたびに 、 HDMI A と 
HDMI B び切り換わります。 

本体の HDMI OUT ボタンでち切り換えることび 
でさます。 


THEATER rm set up ' 

ロ ロ 

SYSTEM SI 

SHIFT TV 




LXJ L 

•2 ，3 Tvih 

[VIDEOS] I BD I 卜 VD 

I .4 .5 .6 WIDE 

t TV J I TAPE j E MD 

• 8 ,9 D.TUNING 

I TUNER I 卜 HONO] 〔 " も … 
1-/-- 0/10 ENT/MEM .CLEAR 

HDMI 1 I HDMI 2 I HDUI 3 

II 12 
I HDMIE I 


MOVIE MUSK 

I - 1 I - 1 


テレビと本機の電源を切る 

(電源オフ連動） 


ごま意 

• 電源オフ連動機能を使ラには、テレビの電源連動磯能の設定を 
有効にしてください。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧くだ 
さし、。 


• 状態によっては、接続機器の電源び切れない場をびあります。 

詳しくは、各機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

• HDMI B び選ばれているとさは、 HDMI 機器制御機能び正し 
<働さません。 


0 
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デジタル音声とアナ□グ音 
声の入力を切り換える 


入力切り換え用ボタンを巧ず。 

または本体の input selector つまみを回しま 

す。 


本機のデジタル音声入力端テとアナ□グ音声入力端子 
の両方につないでいる場合、どちらかに固定したり、 
視聴するソフトの種類によって切り換えることびでさ 
ます。 



AMP 


入力切り換え 
巧ボタン 


INPUT 

MODE 


2 AMP を巧ず。 

3 INPUT MODE をくり返し巧して、音声入 
カモードを選ぶ。 

• Auto 

デジタル音声入力端テとアナ□グ音声入力端テ 
の両方につないでいる場合、デジタル音声入力 
び優先されます。 

複数のデジタル音声端子で接続している場合、 
HDMI 入力端テの音声信号び同軸デジタルおよ 
び光デジタル音声信号よりち優先されます。 
デジタル音声入力びない場合は、アナ□グ音声 
入力び還ばれます。 

• Analog 

AUDIO IN L / R 端テへのアナ□グ音声入力び常 
に還ばれます。 


ごを意 

• 入力によっては、設定でさない音靑入カモードびあ0ます。 

• HDMI 入力またはデジタルメディアポートを遅んでいるとき 
は、「-」と表示され、他の項目は還べません。 HDMI 、 デ 
ジタルメディアポート L ツかの入力を崖んでください。 


• アナ□グダイレクト機能を使っているとさや MULTI 
CHANNEL 入力を遅んでいるとをは、音靑入カモードは 
「 Analog 」 に設定されます。他のモードは還べません。 
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他の入力か 6 の音声/映像 
を楽しむ 

(Input Assign ) 

映像や音声信号を他の入力に割り当てることびでさま 
す。 

例： DVD プレーヤーか6光デジタル音声信号のみを入 
力したいときは、 DVD プレーヤーの OPT に AL OUT 
端子を本機の OPT に AL VIDEO 1 IN 端子につなざま 
す。 

DVD プレーヤーから映像信号を入力したいとさは、 
DVD プレーヤーのコンポーネント映像端子を本機の 
COMPONENT VIDEO IN 1 、 COMPONENT 
VIDEO IN 2、または COMPONENT VIDEO IN 3 端 
モにつなざまず。 

Input メニューの 「Input Assign 」 を使って DVD 入力 
端子の入力に映像と音声を割り当てます。 



1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 MENU を巧ず。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 

3 ♦/* をくり返し巧して「百1叩山」を選び、 

任)または*を巧す。 

4 ♦/* を巧して、入力を割り当てたい入力名を 

選ぶ。 

5 OPTIONS を巧ず。 

オプションメニューび表示されまず。 

6 ♦/* を巧して 「Input Assign 」 を選び、任)を 
巧ず。 

7 手順4で選んだ入力に割り当てたい音声、映 
像信号を ♦/*/*/■► を使って選び、©を巧ず。 


化け/ 

A.DIRECT A.F.D. MOVIE MUSK 

ロロ □口 

HDMI NIGHT 
OUTPUT MODE 

□ 口 

白山 
MODE 


RESOLimON PIP 

口 [ 

• DISPLAY 
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入力名 


VIDEO 

1 

VIDEO 

2 

BD 

DVD 

SAT 

TAPE 

MD 

SA- 

CD/CD 

Tuner 

MULTI 

IN 

HDMI1 

HDMI2 

HDMI3 

HDMI4 

HDMI5 

HDMI6 

割り当て可 
能な映像入 
力端子 

Videol 

Composite 

O) 

- 

- 

- 

一 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

一 

- 

- 

- 

- 

Video2 

Composite 

- 

が） 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


巨 D 

Composite 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


DVD 

Composite 

- 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


SAT 

Composite 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

— 

- 

- 

- 

- 

- 


Componenti 

〇 

〇 

〇が 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

か） 

か） 

が） 

か） 

か） 

か） 


Component2 

〇 

〇 

〇 

か） 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

か） 

か） 

〇ゎ） 

か） 

か） 

か） 


Components 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇却 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

が） 

が） 

が） 

が） 

が） 

が） 


HDMI1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

が） 

- 

- 

- 

- 

— 


HDMI2 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

が） 

— 

- 

- 

- 


HDMI3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

が） 

- 

- 

- 


HDMI4 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

か） 

- 

- 


HDMI5 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

が） 

- 


HDMI6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

〇3) 

割り当て可 
能な音声入 
力端子 

Videol OPT 

か） 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

Video2 OPT 

- 

か） 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

— 

- 

- 

- 

- 

- 


SAT OPT 

- 

- 

〇 

〇 

か） 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


Tape OPT 

- 

- 

〇 

〇 

- 

が） 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


MD OPT 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

か） 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


巨 D COAX 

〇 

〇 

〇が 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


DVD COAX 

〇 

〇 

- 

か） 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


SA-CD/CD 

COAX 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇3) 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


a ) 初期設定です。 

が HDMI 入力にコンポーネント映像を割り当てても、入力されたコンポーネント映像信号は HDMI 映像信号に変換されず 、 HDMIOUT 
端テか5出力されません。 

入力されたコンポーネント映像信号は、そのままの解像度で COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端テから出力されます。また、 
GUI 出力の解像度は、コンポーネント映像、 HDMI 映像ともに 525 p (480 p ) になります。 


ごま意 

• 初期設定ですでに光デジタル端子 ( OPT ) が割0当て5れて 
いる入力には、他の光デジタル入力を割0当てることはでをま 
せん。また、初期設定で同軸デジタル端テ （ COAX ) び割り 
当てられている入力には、他の同軸デジタル入力を割0当てる 
ことはでさません。 

• デジタル音声入力を割0当てると 、 INPUT MODE の設定が 
変わることがあ0ます。 


• 同じ入力に複数の HDMI 入力を同時に割0当てることはでを 
ません 0 

• 同じ入力に複数のデジタル音声入力を同時に割り当てることは 
でをません。 

• 同じ入力に複数のコンポーネント映像入力を同時に割り当てる 
ことはでをません。 

• HDMI 入力にコンポーネント映像を割り当てる場合は、 
「Control for HDMI 」 の設定を 「 OFF 」 にしてください。 


57 















ス ij — プタイマ—を使 5 

設定した時間びたつと、本機の電源を自動的に切るこ 
とびでさます。 



AMP 


SLEEP 


1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 SLEEP をくり返し押ず。 

SLEEP を巧ずたびに時間表おびなのよラに切り換 
わります。 

p^0：30：00— :日日： 0日一：30：00— ►2:00:00—►OFF —, 

スリープタイマーが働いているあいだは表示窓の 
「 SLEEP 」 が点灯します。 


ちょっと一言 

スリープタイマーび働くまでの残り時間を確認するには、 

SLEEP を押します。表示窓に残り時間び表示されます。 

ちラー度 SLEEP を押すと、ス U —プタイマーの設定び変わりま 
す。 
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THEATER RMS 打 UP AVi/(D 


SYSTEM 

SHIFT TV 


I AVI/C!) 

s"QtU 


音量でサラウンド効まを 
楽しむ 

音量びルさい状態でち、劇場のよラなサラウンド効ま 
を楽しめる機能です。サウンドフィールドと同時に働 
かせることびでさます。 

例えば深夜に映画を見るとさ、ノ」\音量でちセ U フを 
はっきりと聞き取ることびできます。 


-AMP 


NIGHT 

MODE 


NIGHT MODE を巧ず。 

NIGHT MODE 機能び働さます。 

NIGHT MODE を巧すたびに、オンとオフび切り換わ 
ります。 


他機を使って録音/録画ずる 

本機を使ってオーディオ/映像機器から録音/録画び 
でさまず。お持ちの録音/録画機器の取扱説明書ちご 
覧ください。 


入力切り換え 
用ボタン 


本機を使ってカセットテープまたは5ニディスクに録 
音でさます。お持ちの MD デッキまたはカセットデッ 
キの取扱説明書ちご覧ください。 

1 再生機器を接続した入力の入力切り換え用 
ボタンを巧ず。 

2 再生機器を準備ずる。 

例： CD プレーヤーにディスクを入れる。 

3 録音機器を準備ずる。 

S ニディスクまたはカセットテープを入れ、録音 
レベルを調節する。 

4 録音機器側で録音を開始し、再生機器側で 
再生ずる。 


THEATER RM SET UP AV I / c!> 

□ SstaQtO 

SHIFT TV_AMP 


.2 .3 TV input] 

l^lDEOsJ I BD I I DVD 

■ 5 ,6 WIDE 

TV I TAPE MD 

• 7 .8 ,9 D.TUNIN 白 

〔 TUHE 叫け HMD] いも … 

■/— 0/10 ENT/MEM •CLEAR 

HDMI1 I HDMI2 HDMia 

11 12 I - 


• A.F.D. MOVIE MUSIC 
I - 1 I - 1 I - 1 


カセツトテープやミニディスクに録音 
する 


ごま意 ちょっと一言 

• NIGHT MODE は、]；(下の場をは機能しません。 N に HT MODE 機能び働いていると、臣 ass 、 Treble、Effect 

-マルチチャンネル入力を選んでいる。 Level び上がり、 rD . Range . Comp 」 が 「 MAX 」 になります。 

-サンプリング周波数び1 76.4 kHz 1；(上の Dolbv TrueHD 
信号を受信している。 

• ヴンプ U ング周波数び176.4 kHz ULL の信号を受信中に 
NIGHT MODE 機能び働いていると、強制的に 44.1 kHz ま 
たは48 kHz で再生されます。 


を窗画 ™ 日。问 I 口 i | 口 
〕画窗画 i 回 " jh 口ろ 

IJrrh 吳賀 rrLrri ijn inio ぐ 



































デジタル音青を録音ずるには 

再生機器をデジタル音声入力 （ OPT に AL IN ) 端テに 
つなざ、録音機器を OPT に AL MD OUT 端モにつない 
でください。 


録画する 


1 再生機器を接続した入力の入力切り換え用 
ボタンを巧ず。 

2 再生機器の準備をずる。 

例：ビデオデッキにビデオテープを入れる。 

3 録画機器の準備をずる。 

( VIDEO 1につないだ）録画機器に録画用のビデ 
オ テープな どを入れる。 

4 録画機器側で録画を開始し、再生機器側で 
再生ずる。 


本体とリモコンのコマンド 
モードを切り換える 

本機（アンプ）と付属の U モコンのコマンドモード 
(COMMAND MODE AV 1 または COMMAND 
MODE AV 2) を切り換えることびでさます。付属の 
U モコン操作で他にお使いのソニー製機器び誤動作す 
る場合は、コマンドモードを初期設定から適切な設定 
に切り換えてください。 

本機と付属の U モコンとちに、初期設定のコマンド 
モードは COMMAND MODE AV 2 です。 

本機と付属の U モコンはどち日ち同じコマンドモード 
に設定する必要びあります。コマンドモードび一致し 
ていない場合は、付属の U モコンで本機の操作びでさ 
ません。 


本化のコマンドモードを切り換える 


2 CH / A.DIRECT 



2 CH / A . D 旧 ECT を巧しなび！5電源を入れる。 

コマンドモードが 「 AV 2」 に設定されされると、表示 
窓に 「COMMAND MODE [ AV 2]」 と表示されます。 
コマンドモードが 「 AV 1」 に設定されされると、表示 
窓に 「COMMAND MODE [ AV 1]」 と表示されます。 


ごま意 

• MD OUT 端子から出力された信号には、音質の調整は働さま 
せん。 

• 録画防止磯能のあるソースは録画でさません。 

• MULTI CHANNEL INPUT 端子から入力された音声信号は出 
力されません。 


• アナ□グ出力端子（録音用）からは、アナ□グ入力信号のみ出 
力されます。 

• デジタル出力端子（録音用）からはデジタル入力信号のみ出力 
されます。 

• HDMI 音靑は録音でをません。 
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リモコンのコマンドモードを切り巧え 
る 


簡単リモコンのコマンドモードを切り 
巧える 


RM SET UP 


SHIFT 


THEATER RM 丰 TUP AVi/c!) 

口 由 Qji 

SYSTEM STANDBY-I 


© 


凹 I _ I 
立 


• 3 TV input! 


VIDE 01 VIDEO ： I I BD I I DVD 
• 4 l~n 3 .6 WIDE 

SAT I ^TV I |tAPE^ 卜 D 

.7 ，8 ，9 D.TUNING 

SA 。 ザ '] I TUNER I I PHONO I [" も " I 
-- 0/10 ENT/MEM -CLEAR 

□MPOmj I HDMI 1 I I トロ MIS 

10 11 12V - 

HDMI 4 I [HDMI 5 j [HDMI 6 


2 CH/ 

A.DIRECT A.F.D. MOVIE MUSK 

ロロ ロロ 


1/の 


AMP 


ENT/MEM 


1 RM SET UP を巧しなび5、 1/ の (電源ス 
イッチ)を巧ず。 

SHI 巧び点打し、 AMP び点滅します。 


2 AMP び点滅している間に1または2を巧ず。 

AMP び点打します。 

1を巧すと、コマンドモードは 「 AVSYSTEMI 」 
に設定され、2を巧すと FAV SYSTEM 2 J に設定 
されます。 


3 AMP び消なずる前に ENT / MEM を巧ず。 

AMP び2回点滅し、設定び完了します。 



@ 


DISPLAY を巧しなび5 MUTING を巧し、そ 
のまま©を巧ず。 
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パイアンプ接続する 

サラウンドバックスピーカーを使用しない場合、 
SURROUND BACK SPEAKERS 端子をフ□ントス 
ピーカーのバイアンプ接続用に使用することびでさま 
す。 

接続ずる 


フ□ン トス ピーカー ( R ) フ□ン トス ピーカー ( L ) 



フ□ントスピーカーの Lo (または Hi ) 側を本機の 
FRONT SPEAKERS A 立品テに、フ□ントスピーカー 
の Hi (または Lo ) 側を本機の SURROUND BACK 
SPEAKERS 端子につなざます。 

このとさ、スピーカーに付属されている Hi / Lo の 
ショート金具は必ず外してください。本機の故障の原 
因とな0ます。 

設定ずる 

1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 

3 ♦/* をくり返し巧して「ち Se 比 ngs 」 を選び、©また 
は♦を巧す。 


4 ♦/* をくり返し巧して 「 Speaker 」 を選び、©または 
■►を巧す。 

5 ♦/* をくり返し巧して 「Speaker Pattern 」 を選び、 
©または♦を巧す。 

6 ♦/ ♦を巧して、サラウンドバックスピーカーなしの 
スピーカーパターンを還ぶ。 

7 RETURN / EXITon を巧す。 

8 ♦/* を巧して rSur Back Assign 」 を選び、贷を巧 
す。 

9 ♦/ ♦を巧して 「 BI - AMP 」 を還び、©を巧す。 
SURROUND BACK SPEAKERS 端テから 
FRONT SPEAKERS A 端テと同じ信号び出力され 
ます。 


ごを意 

• FRONT SPEAKERS B 端子を使つ口（イアンプ接続すること 
はでをません。 

• 自動音場補正機能を使ラ場合は、その前にバイアンプの設定を 
して < ださい。 

• バイアンプの設定後は、サラウンドバックスピーカーのレべ 
ル、バランス、イコライヴーなどの設定は無効となり、フ□ン 
トスピーカーの設定び反映されます。 


• PRE OUT 端子から出力される信号は SPEAKERS 端テと同 
じ設定にな0ます。 

•「Speaker Pattern 」 でヴラウンドバックスピーカーありの設 
定にした場合 、 「Sur Back Assign 」 を 「 BI - AMP 」 に設定で 
さません。 
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Se 扣 ngs メニューの使いか 
た 

Se 比 ngs メニューを使って、スピーカーやサラウンド 
効果などさまざまな設定びでさます。 

Se 比 ngs メニューをテレビ画面に表示するには、「準 
倫6 : GUI (Graphical User Interface ) メニューを 
テレビ画面に表示する」巧0ページ）にしたびって、 

本機を GUI MODE に設定してください。 


RETURN/ 

EXITd^ 



1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 MENU を巧しまず。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 


3 ♦/* をくり返し巧して、 「 iSsSettings 」 を選 
び、©または*を巧してメニューモードに 
入る。 

テレビ画面に Settings >< ニューが表示されます。 


4 ♦/* をくり返し巧してお好みのメニュー項 
目を選び、贷または■►を巧ず。 

例 : Auto Calibration の場合 


5 ♦/* をくり返し巧して設定を選び、©を巧し 
て確定する。 


前の表示画面に戻るには 

RETURN/EXIT す V & 巧します。 

メニユーか百巧けるには 

MENU を巧します。 





Vweoi 


Video 。 


Auto Colibrotion > 

，を EnhjmcoU Sotuo 
IQ Front 打 of Typo 


Quick Setup 

ソス :- ノシホり ’ • ！ソ 1 
円た n が巧 if わ ro ホしホ 


Calibration * 


設定をを更ずる 


-OI で j 区茜 wlu 

洗宜ぶ留日 j 日。 

I 口 一 " 〕 画面窗 i 回 " Jh 口ろ，： 

圓口 i Ph 窜另賀齊 rri in iso 


03 

s 



隅神が樹地 w か 
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Settings メニュ-覧 


メニ 

ユーアイコン 

内容 


Auto 

Calibration 

スピーカーレベルや距離などを自動で 
設定します。 

な 

日-白 

Speaker 

スピーカーの位置やインピーダンスを 
手動で設定します。 （66 ページ)。 

な 

>)X0 

Surround 

お好みに合わせてサウンドフィールド 
(サラウンド効果）を選びます （69 
ぺージ)。 

〇 

… 

EQ 

イコライヴー（低域/高域のレベル） 

を調整する （70 ページ)。 


Audio 

音声の設定をします （70 ページ)。 

な 

口 

Video 

アナ□グ映像信号の解像度を調節しま 
す （71 ページ)。 

〇 

HDMI 

HDMI 端子に接続している機器の操作 
をします （73 ページ)。 

心 System 

本体の設定をします （74 ページ)。 


话自動音場補正機能設定 

(Auto Calibration ) 


Quick Setup 


自動音場補正機能を実行します。詳しくは「準備8: 
自動でスピーカーを設定ずる（自動音場補正機能)」 
巧3ページ）をご覧ください。 


Enhanced Setup 


測定位置や視聴環境、測定条件ごとに U スニングポジ 
シヨンとして3つのノ（ターンを登録でさます。 

また、それぞれのスピーカーの補正タイプち選べまず。 

複数のリスニングポジシヨンを登録ずるには 

お巧みの U スニングポジシヨンを選び、測定結果を登 
録でさます。 

1 Enhanced Setup 画面で*/*をくり返し押して、測 
定結果を登録する rSeating Position 」 を選ぶ。 

• 戶 os . ( Position ) 1 
• Pos . ( Position ) 2 
• 戶 os . ( Position ) 3 


2 ■►を巧して、測定を実行する。 


スピーカーの巧正タイプを設定ずるには 

U スニングポジシヨンごとにスピーカーの補正タイプ 
を選べます。 

1 ♦/ ♦をくり返し巧してスピーカーの補正タイプを設 
定するに eating Position 」 を還び、任)を巧ず。 

2 ♦/* をくり返し巧して 「Calibration Type 」 を還び、 
©を巧す。 

• Full Flat 

各スピーカーの周波数特性を平らにします。 

• Engineer 

ソニー基準の U スニングルームの周波数特性にし 
ます。 

• Front Rererence 

すべての スピーカーの 特性を フ □ントス ピーカー 
の 特性にあわせます。 

• OFF 

自動音場補正のイコライヴーをオフにします。 


ごを意 

•「Quick Setup 」 を実行すると、測定結まび上書きされ、 • 測定結果び登録されていない 「Seating Position 」 に 

Enhanced Setup メニューのポジション1に記録されます。 ["Calibration Type 」 は設定できません。 
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リスニングポジションのイコライザー設定を確 
認 ずるには 

1 ♦/* をくり返し巧して、イコライザー設定をお認ず 
る 「Seating Position 」 を選ぶ。 

2 OPTIONS を巧ず。 

オプションメニューび表示されまず。 

3 ♦/* をくり返し巧して 「EQ Curve 」 を還び、©を巧 
す。 

4 ♦/ ■►をくり返し巧して、イコライヴー設定をお語す 
るスピーカーを選ぶ。 

• FRONT 

• CENTER 

• SURROUND 

• SURROUND BACK 


SP Pair Match 

自動音場補正のイコライヴーパターンのペアマッチ方 
法を選びます。 

■ OFF 

各 ch で独立した補正を行います。 

■ ALL 

フ□ント/サラウンド/サラウンドバックスピーカー 
をそれぞれ Lch / Rch のペアマッチ処理で補正を行いま 
す。 

■ SUR 

サラウンド/サラウンドパックスピーカーをそれぞれ 
Lch / Rch のペアマツチ処理で補正を行います。 


リスニングポジシヨンにち前を付けるには 

1 ♦/* をくり返し巧して、名前を付ける 「Seating 
Position 」 を選ぶ。 


2 OPTIONS を巧す。 

オプションメニューび表示されまず。 

3 ♦/* をくり返し巧して 「Name Input 」 を選び、任)を 
巧す。 

ソフトキーボードび表示されます。 

4 ♦/*/♦/ ■►で文字を選び径)でお定して、入力び終わつ 
たら r 入力完了」を還び©を巧す。 


Front Ref Type 


自動音場補正の補正タイプで 「Front Reference 」 を 
還んだ場合、 U フアレンス値を選べまず。 

■ Rch 


Rch のデータを U ファレンス値とします。 


■ L/R 


Rch と Lch を U フアレンス値とします。 


■ Lch 


Lch のデータを U ファレンス値とします。 


ごを意 

•「Front Ref Type 」 は自動音場捕正の補正タイプで [Front 
Reference 」 を選んだときのみ、設定できます。 

• [Front Ref TypeJ を設定してか！5、測定を行ってください。 


•「SP Pair Match 」 は、自動音場浦正を行っていないとさは設 
定でさません。 

•に P Pair Match 」 の 「 ALU は、自動音場捕正の補正タイプ 
で 「Front Reference 」 を遅んだときは設定でさません。 
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旨 -B スピーカー 設定 

( Speaker ) 

それぞれのスピーカーをマニュアルで設定でさます。 
自動音場補正完了後にちスピーカーレベルを調節でさ 
ます。 


Impedance 


スピーカーインピーダンスを設定でさます。詳しくは 
「準備7 :スピーカーを設定する」巧1ページ）をご覧 
ください。 

■4 n 

■ 8 n 


Speaker Pattern 


お使いのシステムによって 「Speaker Pattern 」 を還 
びます。自動音場補正後はスピーカーパターンを選ぶ 
必要はありません。 

スピーカー パ ター ンを選ぶには 

1 ♦/* をくり返し巧して 「Speaker Pattern 」 を還び、 
©を巧す。 

スピーカーパターン画面び表示されます。 

2 ♦/ ♦をくり返し巧してお好みのスピーカーパターン 
を選び、©を巧す。 

3 RETURN / EXITo つを巧す。 


Center Mix 

アナ□グダウン s ックス機能をオン/オフに設定しま 
す。 

■ OFF 

センタースピーカーをつないでいるとさは、自動的に 
rOFFJ に設定されます。 


■ ON 

センタースピーカーびないとさに、デジタル音声を高 
音質で聞さたいとさは、 「 ON 」 をおすすめしまず。 
roN 」 に設定されると、アナ□グダウンミックス機能 
び働きまず。この設定は MULTI CHANNEL INPUT 端 
子ね、 S の入力信号にち働さます。 


Sur Back Assign 

サラウンドバックスピーカーについての設定をしまず。 

■ OFF 

サラウンドバックスピーカーをつなびない場合に還び 
ます。 

■ BI-AMP 

フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするときに還 
びます。 


Manual Setup 


Manual Setup 画面で各スピーカーをマニュアルで設 
定でさまず。自動音場補正完了後ちスピーカーレベル 
を調節でさます。 

スピーカーの レベルを調節ずるには 

各スピーカー（センター、サラウンドち/左、ヴラウ 
ンドバックち/左、アクティブヴプウーファー）のレ 
ベルを調節でさます。 

1 ♦/♦/♦/* をくり返し巧してレべ J レを調節するスピー 
カーを選び、©を巧ず。 

2 ♦/ ■►をくり返し巧して「 Level :」 を還び、©を巧ず。 

3 ♦/ ♦で選んだスピーカーのレベルを設定して、©を 
巧す。 

-20 dB か S + 10 dB の範囲で 0.5 dB 単位で設定 
でさます。 

フ□ントち/左スピーカーの場を、左ちのバランス 
を調節でさます。フ□ント左のレベルを FL — 

10 d 目から FL +10 d 目の範囲で0.己 dB 単位で設定 
できます。フ□ントちのレベルを FR -1 日 d 目から 
FR + 10 d 目の範囲で0.日 dB 単位で設定でさます。 


ごま意 

• スピーカー設定は選択中の rSeatina Position 」 にのみ有効で 
す。 

• バイアンプ接続か5サラウンドバックスピーカー接続に切り換 
えたいときに rSur Back Assign 」 を 「 OFF 」 に設定してか 
らヴラウンドバックスピーカーをつなざます。サラウンドバッ 
クスピーカーをつないでか5、スピーカーの設定をや0なおし 
ます。「自動音場補正機能」 （33 ぺージ）または 「Manual 
Setup 」 を参照してください。 


• 音楽用サウンドフィールドのいずれかを選んでいるとをは、 
Speaker メこューです ベての スピーカーが 「 LARGE 」 に設 
定されていても、アクティブサブウーファーか5は音が出ませ 
ん。ただし、入力されたデジタル信号にし F . E . 信号が含まれ 
ているとさや、フ□ントとサラウンドのいずれかび 
「 SMALL 」 に設定されているとき、映画用サウンドフィール 
ドを選んでいるとき 、 「Portable Audio 」 を選んでいるとき 
は、アクティブサブウーファーか5音び出ます。 
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リスニングポジションか百 スピーカーまでの 距 
離を調節ずるには 

U スニングポジションか日各スピーカー（フ□ントち 
/左、センター、サラウンドち/左、サラウンドバッ 
クち/左、アクティブヴプウーファー）までの距離を 
調節でさます。 

1 ♦/♦/♦/* をくり返し巧して U スニングポジションか 
日の距離を調節するスピーカーを還び、©を巧す。 

2 ♦/♦をくり返し巧して rDis ね nee :」 を選び、©を巧 
す。 

3 ♦/ ♦で還んだスピーカーの距離を設定して、©を巧 
す。 

1.0 〜 10.0 m の範囲で、1 cm 単位で設定でさま 
す。 

スピーカーのサイズを調節ずるには 

各スピーカー（フ□ントち/左、センター、サラウン 
ドち/左、サラウンドバックち/左、アクティブサブ 
ウーファー）のサイズを調節でさまず。 

1 ♦/♦/♦/* をくり返し巧してサイズを調節ずるスピー 
カーを選び、©を巧す。 

2 ♦/ ■►をくり返し巧して 「 Size :」 を還び、©を巧す。 

3 ♦/ ♦で還んだスピーカーのサイズを設定して、©を 
巧す。 

• LARGE 

低域を充分に再生でさる大さなスピーカーをつな 
いだときに還びます。通萬は 「 LARGE 」 を選び 
ます。 

• SMALL 

マルチチャンネルサラウンドの音声び歪んだり、 
サラウンド効果び不充分なとさに選びます。サラ 
ウンドスピーカーの低域部分は、アクティブサブ 
ウーファーまたは 「 LARGE 」 に設定した他のス 
ピーカーから再生されます。 


ちよつと一言 

• 各スピーカーの 「 LARGE 」、「 SMALL 」 の違いは、「そのス 
ピーカーの巧音をカットするかしないか」です。 「 SMALL 」 

でカットされたほ音は、 「 LARGE 」 と設定した他のスピー 
力一またはアクティブサブウーファーのほ域に回されます。 
しかし、ほ域は一定の指向性を持っているため、でさればカッ 
卜したくないちのです。したびって、どんなにル型のスピー 
力一でも、 ほ音を再生させたい場合は 「 LARGE 」 に設定しま 
す。逆に大型のスピーカーでち、ほ音を再生させたくない場合 
は 「 SMALL 」 に設定します。 

全体の音量びかさい場合はすべてのスピーカーを 「 LARGE 」 

に設定し、ほ音感び足0ない場合は、イコライヴーでほぼを上 
げることをおすすめします。 


Crossover Freq 


Speaker メニューで 「 SMALL 」 に設定されているス 
ピーカーの低音域のク□スオーバー周波数を調節しま 
す。自動音場測定後は、測定されたスピーカーのクロ 
ス オー ノ（一周波数び各スピーカーに設定されます。 

1 */ ■►を巧して設定ずるスピーカーを選ぶ。 

2 ♦/* を巧して設定値を選び、*を巧ず。 


Test Tone 


Test Tone 画面でテストトーンの種類を還べまず。 

るスピーカーか旦テストトーンを出力ずるには 

各スピーカーから順番に、テストトーンを出力します。 

1 ♦/ ■►を巧して 「Test Tone 」 を選び、©を巧す。 

Test Tone 画面が表示されます。 

2 ♦/* を巧して設定を選び、运)を巧す。 

• OFF 

• AUTO 

テストトーンび出るスピーカーび自動的に切り換 
わります。 

•し C 、 R 、 SR 、 SBR 、 SB し S し SVV 
テストトーンを出すスピーカーを選ぶことびでき 
ます。 

3 ♦/ ♦を巧して 「 Level :」 を還び、©を巧す。 


• サラウン ド バック スピーカーの 設定はサラウン ドスピーカーと 
同じになります。 

• フ□ントスピーカーの設定をに MALL 」 にすると、セン 
ター、サラウンド、サラウンドバックスピーカーち自動的に 
「 SMALL 」 に設定されます。 

• アクティブサブウーファーを使用しない場合は、フ□ントス 
ピーカーは自動的に 「 LARGE 」 に設定されます。 

• すべてのスピーカーの音量を一度に調節したいとさは、 
MASTER VOL + / -で調節します。 

•「Test Tone 」 の設定値は調節している間、表示窓に表示され 
ます。 


隅神がお地 W か 
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隣り合 5 スピーカーか旦テストトーンを出力ず 
るには 

隣り合うスピーカーか6テスト I ''ーンを出力すること 
で、スピーカー間のバランスを調節でさます。 

1 ♦/* を巧して 「Phase Noise 」 を還び、©を巧ず。 
Phase Noise 画面び表示されます。 

2 ♦/* を巧して設定を選び、©を巧す。 

• OFF 

• L / R 、 L / C 、 C / R 、 R / SL 、 R / SR 、 SR / SL 、 SR / 
SBR 、 SBR / SB し SR / SB 、 SB し / S し SB / S し 
SL / L ' L/SR 

隣り合う 2 つのスピーカーから順番に、テスト 
I ''ーンを出します。 

スピーカーパターンによっては、表示されない項 
目びありまず。 

3 ♦/* を巧して 「 Level :」 を選び、©を巧す。 

隣り合5スピーカーか百音源を出力ずるには 

隣り合うスピーカーから音源を出力して、スピーカー 
間のバランスを調節でさます。 

1 ♦/ ■►を巧して 「Phase Audio 」 を選び、包)を巧す。 
Phase Audio 画面び表示されまず。 

2 ♦/* を巧して設定を選び、任)を巧す。 

• OFF 

• L / R 、 L / C 、 C / R 、 R / SL 、 R / SR 、 SR / SL 、 SR / 
SBR 、 SBR / SB し SR / SB 、 SB し / S し SB / S し 
SL / L 、 L/SR 

隣り合う 2 つのスピーカーから順番に、テスト 
I -ーンではなくフ□ント2チヤンネルの音源を出 
します。 

スピーカーパターンによっては、表示されない項 
目びあります。 

3 ♦/* を巧して 「 Level :」 を還び、©を巧ず。 

テストトーンが何ち聞こえないとまは 

• スピーカーコードびお実につなびれていない場合び 
あります。コードを軽く引っ張ってみて、巧けたり 
しないようにお実につないでください。 

• スピーカー コー ドびシ ヨー トしている恐れびありま 
す。 


画面に表示されているスピーカーと異なるス 
ピーカーか百テストトーンが出るとまは 

接続したスピーカーと設定したスピーカーパターンび 
間違っています。スピーカーの接続とスピーカーパ 
ターンをちラー度お認してください。 


□.Range Comp 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭くします。 
ミ果夜にル音量で映画を見たいとさなどに便利です。ド 
ルビーデジタルの音声にのみ働さます。 

■ OFF 

ダイナブックレンジの圧縮は行われません。 

■ AUTO 

ダイナ5ックレンジび自動的に圧縮されます。 

■ STD 

レコーディングエンジニアび意図するダイナミックレ 
ンジでサウンドトラックを再現します。 

■ MAX 

ダイナ5ックレンジを極端に狭くしまず。 


Distance Unit 

スピーカーまでの距離を表示する単位を切り換えます。 

■ meter 

ートル表示に切り換えます。 

■ feet 

フィート表示に切り換えます。 


ちよつと一言 

• の . Range Comp 」 では、ダイナミックレンジをドルビーデ 
ジタルに記録されているダイナ S ックレンジ情報に基づいて圧 
縮します。 


• の . Range Comp 」 では 「 STD 」 び本来の圧縮値ですび、控 
えめに感じるときは、 「 MAX 」 をおすすめします。これは極端 
にダイナ S ックレンジを圧縮しますので、深夜のビデオ鑑賞な 
どに便利です。アナ□グの US ッターと異な0、機器側が圧縮 
ポイントをあらかじめ予測しているため、自然な圧縮にな0ま 
す。 
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ミがサラウンド設定 

( Surround ) 

Sound Field Setup 画面でサラウンド効果を設定でき 
ます。 


Sound Field Setup 


Sound Field Setup 画面でサウンドフイールド（サラ 
ウンド効果）を選び、エフェクトレベルを調節でさま 
す。 

詳しくは「サラウンド効果を楽しむ」 （44 ページ）を 
ご覧ください。 

サウンドフイールドを選ぶには 

1 ♦/* をくり返し巧して 「Sound Field Select 」 を還 
び、©を巧す。 

2 ♦/ ♦をくり返し巧してお好みのサラウンドフイール 
ドを選び、©を巧す。 

エフェクトレべルを調節ずるには 

1 ♦/* をくり返し押してに ound Field Select 」 を還 
び、©对甲す。 

2 ♦/ ♦をくり返し巧してお好みのサラウンドフイール 
ドを選び、©を巧す。 

3 ♦/* を巧して 、 「Effect Level 」 を還ぶ。 

• 50% 

• 80% 

• 100 % 

• 150% 


Enhanced Sur Mode 


ヴウンドフィールドのデコーディングモードを還べま 
す。 

設定可能なデコーディングモードについては、「巧みの 
マルチチャンネルサラウンド効果を設定する」 （46 
ページ）をご覧ください。 

■ PLII 

ドルビープ□□ジック11のデコード処理を行います。 
ステレオ2チヤンネルの音源を 5.1 チャンネルにデコー 
ドします。 

■ PLIIx 

ドルビープ□□ジック I lx のデコード処理を行います。 
ステレオ2チャンネルまたは 5. 1チャンネルの音源を 
7.1 チャンネルにデコードします。 

■ Neo :6 Cinema 

DTS Neo :6 のシネマモードのデコード処理を行いま 
す。2チャンネルの音源を7チャンネルにデコードしま 
す。 

■ Neo :6 Music 

DTS Neo :6 の5ユージックモードのデコード処理を行 
います。2チャンネルの音源を7チャンネルにデコード 
します。 CD など通萬のステレオ録音の再生に適して 
います。 

■ Neural-THX 

次世代の Neural - THX ® サラウンドです。ステレオ処 
理や純粋な 5.1 チャンネル処理に加え、 Neural - THX ® 
サラウンド処理された映画や音楽の360度、 7.1 チャン 
ネルのサラウンド再生び可能です。 


ごを 意 

• サウンドフイールドによっては、メニューごとに設定できる項 

目び異なります。 _ 

• エフェクトレベルの調節は 、 「Cinema Studio EX の 

とさのみ有効です。 


• Speaker Pattern メこューでヴ ラウンドバックス ピーカーび 
ない設定を選んでいるとさは PLII 、 サラウンドバックス ピー 
カーび ある設定を選んでいるとさは PLIIx が選ばれ、同時に両 
ちを設定することはでをません。 
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も*イコライザー(低域/広域 
のレベル)設定 

( EQ ) 

下記のパラーターを使って、すべてのスピーカーの 
音質（低域/高域のレベル）を調節でさます。 

お域 高域 

レベル 

(dB) 


。盾声設定 

( Audio ) 

お好みに合わせて、音声を設定でさます。 


Digital Legato Linear (D.L.L.) 


「 AUTO 」 に設定すると、非可逆圧縮で録音された音 
声を高音質で再生でさます。 U ニア PCM で記録されて 
いる CD の音声なら、さらに音質び向上します。 

■ OFF 



IAUTO 


EQ 画面でイコライザーを調節ずるには 

1 ♦/* を巧して調節したいスピーカーを選び、©を巧 
す。 

2 ♦/ ■►を巧して 「 Bass 」 または 「 Treble 」 を選ぶ。 

3 ♦/ ♦を巧してパラメーターを調節し、©を巧す。 


A/V Sync 

入力された音声を遅らせて、映像と音声のずれを調節 
ずることびでさます。 

■ HDMI AUTO 

HDM I 接続のときはテレビ側の情報をもとに、映像と 
音声のずれを自動的に調節します。ただし、 A/V 
Sync に対応したテレビのとさしか機能しません。 

■ 0 ms - 300 ms 

0 ms 〜300 ms の範囲で10 ms ごとに調節できます。 


Dual Mono 


デジタル放送などで二重音声を聞くとさに、音声を選 
ベます。ただし、この機能はドルビーデジタルの音声 
にのみ働さます。 

■ MAIN/SUB 

フ□ント左スピーカーから主音声、フ□ントちスピー 
カーから副音声を同時に出力します。 

■ MAIN 

主音声のみを出力します。 

■ SUB 

副音声のみを出力しまず。 


ごを意 

• イコライヴー機能は UTF の場合、機能しません。 

ーマルチチヤンネル入力び還ばれている。 

—サウンドフイールドにに ch Analog Direct 」 を選んでい 
る。 

-サンプリング周波数び176.4 kHz 政上の Dolby True HD 
信号を受信している。 


• ヴンプ U ング周波数が176.4 kHzULL の信号を受信中にイコ 
ライヴーを調節すると、強制的に 44.1 kHz または48 kHz で 
再生されます。 

• A/V Sync 機能は、大きな液晶ディスプレイやプラズマモこ 
ター、プ□ジエクターなどを使用しているときに便利です。 
• A/V Sync 機能は、 UTF の場合は機能しません。 

ーマルチチヤンネル入力を選んでいる。 

ーアナ□グダイレクト機能を使用している。 
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Decode Priority 


HDMI 端モまたは DIGITAL IN 端テに入力されるデジ 
タル音声の入カモードを設定でさます。 

■ PCM 

DIGITAL IN 端子か S の信号を選んでいるとさに、 

PCM 信号を優先して処理しまず（頭切れを防ざまず)。 
なお、 PCM 1； •(外の信号び入力された場合、信号フォー 
マットによっては音び出なくなることびあります。こ 
の場合は 「 AUTO 」 に設定してください。 

HDMI IN 端子からの信号を還んでいるときは、接続し 
ている機器か6は PCM 信号のみ出力されるようになり 
ます。 

その他のフォーマットを受信する場合は 「 AUTO 」 に 
設定してください。 

■ AUTO 

ドルビーデジタル、 DTS 、 DSD 、 MPEG -2 AAC 、 
PCM の音声入力を自動的に切り換えます。 


1=1映像設定 

( Video ) 

映像を設定でさます。 


Resolution 


アナ□グ映像入力の解像度を変換でさます。 
Resolution メニューの設定による映像信号の入出力の 
関係につして詳しくは、72ぺージの表をご覧くださ 
い。 

■ AUTO 

■ DIRECT 

アナ□グの映像信号を変換しないで出力します。 

■ 4801/5761 

■ 480 p /576 p 

■ 720 p 

■ 10801 
■ 1080 p 


ごを意 

「Decode Priority 」 を 「 PCM 」 に設定した場をでも、再生する 
ディスクの信号によっては頭切れすることがあります。 


隅袖が樹地 W か 
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Resolution 

メニューの 設定 

出力信号 

入力信号 

HDMI OUT 端モ 

COMPONENT 
VIDEO MONITOR 
OUT 端モ 

MONITOR VIDEO 
OUT 端子 

DIRECT 

コンポーネント映像 

- 

O 

- 

コンポジット映像 

- 

- 

〇 

AUTO (初期設定） 

コンポーネント映像 

• a ) 

♦ b ) 

か） 

コンポジット映像 

• a ) 

♦ b ) 

♦ b ) 

480 i /576 i 

コンポーネント映像 

#0) 

• 

• 

コンポジット映像 

#0) 

• 

• 

480 p /57 郎 

コンポーネント映像 

• 

• 

- 

コンポジット映像 

• 

• 

〇 

720 p 、 108 Oi 

コンポーネント映像 

• 

♦ d ) 

- 

コンポジット映像 

• 

♦ d ) 

〇 

108 Op 

コンポーネント映像 

• 

o 

- 

コンポジット映像 

• 

- 

〇 


♦:映像は変換されて、ビデオコンバーターを通して出力されます。 
〇 :映像は変換されず、入力と同じ種類の信号のみ出力されます。 
一：映像を出力しません。 


a ) 接続しているモニターによって、解像度は自動的に設定されます。 

が HDMI OUT 端テにテレビびつなびれていないときに、52田 (480 i ) /625 i (576 i ) の信号び出力されます。 

か 525 i (480 i ) /625 i ほ 7 6 i ) に設定しても、 525 p (480 p ) /625 p (576 p ) の信号び出力されます。 

が著作権保護されていない映像は、ニューの設定のとおりに出力されます。著作権保護された映像は、日 25 p (480 p ) /625 p ほ 76 p ) 
まで出力されます。 


ごま意 

• モこ ターなどを HDMI OUT 端子につないだとさは、 
COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端テ 、 MONITOR 
VIDEO OUT 端子から、映像信号は出力されません。 

• つないだテレビび 「 Resolution 」 で選んだ解像度に対応して 
いないとさは、映像は正しく出力されません。 


• 変換された HDMI 映像出力信号は 「 x . v . Color 」 には対応して 
いません。 

• 変換された HDMI 映像出力信号は Deep Color には対応して 
いません。 
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り。 HDMI 設定 

( HDMI ) 

HDMI 端テにつないだ機器の操作びでさます。 


Control for HDMI 


HDM 胺続した機器の HDM 腦器制御機能を有効にし 
ます。 

■ OFF 

■ ON 


Audio Out 


本機と HDM I 接続した再生機か 6 の音声の出力先を設 
定します。 

■ TV+AMP 

再生機の音声を本機につないだスピーカーと、本機に 
HDM I 接続されたテレビのスピーカーの両方から再生 
します。 

■ AMP 

再生機の音声を本機につないだスピーカーから出力し 
ます。マルチチヤンネルの音声はそのまま再生可能で 
す。 


Subwoofer Level 

HDMI 接続を通してマルチチャンネル PCM 信号び入力 
されているとさ、アクティブサブウーファーのレベル 
を0 dB 〜+10 dB の範囲で調節でさます。 HDMI 入力 
ごとにレベルの設定びでさまず。 

■ OdB 

■ AUTO 

入カソースのヴンプ U ング周波数によって自動的に 
+10 dB か0 dB に設定しまず。 

■ +10 dB 


ごを意 

•「Control for HDMI 」 び 「 ON 」 のとを 、 「Audio Out 」 は自 
動的に変わる場合があ 0 ます。 

•「Audio 0山」び 「 TV + AMP 」 に設定されていると、再生機の 
音質はチャンネル数、サンプリング周波数など、テレビの性能 
に影響されます。テレビびステレオに ch ) スピーカーの場合 
は、マルチチャンネルのソフトを再生しても、本機の音靑出力 
はテレビと同じステレオにじがになります。 


Subwoofer LPF 


HDMI 接続で PCM 信号び入力されているとさに、アク 
ティブヴプウーファー出力の□ーパスフィルターを設 
定します。お持ちのアクティブサブウーファーにクロ 
スオーバー周波数調整などの□ーパスフィルターびな 
い場合に設定してください。 

■ OFF 

□ーパスフィルターは機能しません。 

■ ON 

常にカツトオフ周波数120 Hz の□ーパスフィルター 
び働さます。 


Sound Field 


デジタル放送の番組を視聴するとさに、オートジャン 
ルセレクター機能を使うかどうかを設定します。 
詳しくは、「 デジタ )レ放送のジャンルに麻じてサラウン 
ド効果を切り換える（オートジャンルセレクター)」 

巧3ページ）をご覧ください。 


• 本機にプ□ジエクターなどの映像機器をつないでいるとさ、本 
機につないだスピーカーから音び化ない場合びあ0ます。この 
場合は 、 「Audio 0山」を 「 AMP 」 に設定してください。 

• HDMI 入力を割り当てた端テの場合は、テレビから音青は出 
ません。 

•「Audio Out 」 が 「 AMP 」 に設定されているときは、テレビの 
スピーカーから 音は出ません。 


隅神がお地 W か 
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H.A.T.S. 


HAT ' S . (High quality digital Audio 
Transmission System ) 機能を有効にします。デジ 
タル音声信号送信時のジッター（信号を読み込むとさ 
のずれ）をなくし、音質を向上させます。 

H . A . T . S . を有効にするには 、 「Control for HDMI 」 を 
rON 」 にしてください。 

■ OFF 

■ ON 


H . A . T . S . 機能が有効なストリーム 


入力する音青信号 

サンプリング周波数 

2 chU ニア PCM 

44.1 kHz 、 48 kHz 、 

88.2 kHz 、96 kHz 、 

176.4 kHz ' 192 kHz 

マルチチヤンネルリニア 

PCM 

44.1 kHz 、48 kHz ' 

88 .S kHz 、96 kHz 、 

176.4 kHz 、192 kHz 

DSD 

2.8224 MHz 


Video Direct 


入力された映像信号を HDMI IN 端子から HDMI OUT 
端子に直接出力しまず。 

■ OFF 

HDMI IN 端子からの入力信号はビデオプ□セッヴーを 
通して出力されます。 

■ ON 

HDMI IN 端子からの入力信号び直接出力されます。 


。ーシステム設定 

( System ) 

本機の各種設定を変えることびでさます。 


Screen saver 

本機につないだテレビに GUI メニューを表示したとさ、 
スク U —ンセーバー機能を有効にします。 

■ OFF 

スク U —ンセーバー機能は働さません。 

■ ON 

15分間操作しないとスク U —ンセーバー機能び働さま 
す。 


RS-232C Control 

保守-サービスのために RS -232 C 端子からの機能を有 
効にしまず。 

■ ON 

保守-サービスのための機能び働さます。 

■ OFF 

保守-サービスの機能は働さません。 


ごを 意 

•「 H . A . T . S .」 を有効にすると、接続機器の再生や停止、一時停 
止ボタンなどを巧して再生を始めてち、システムの制限によ0 
音び化るまでに時間びかか0ます。このとさのタイムラグは音 
源により異なります。 「 H . A . T . S .」 を 「 ON 」 に設定してち、 
接続機器や音源によっては効まびかない場合びあ0ます。 

• H . A . T . S . 対応機器と HDMI 接続してください。 


•「Audio Out 」 び nV + AMPJ のときは、接続機器の種類や巧 
態によって 「 H . A . T . S 」 び機能しないことびあります。その場 
合は 、 「Audio 〇山を 「 AMP 」 に設定してださい。 

•「 H . A . T . S .」 は本機とソニー製スーバーオーデイオ CD プレー 
ヤー SCD - XA 5400 ES をつないだ場合に働きます。 
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テレビをごなびずに本機を 
操作ずる 

本機をテレビにつないでいない場を、 GUI を使わずに 
本体の表示窓の表示で操作を確認することがでさます。 


RETURN / 
EXIT 八 


THEATER RM SET UP 

口 □ 

SYSTEM SI 

SHIFT TV 


™QiO 


I I I 臣 

•1.2 ，3 tvinputI 

VIDE01 VIDEO ： I I BD I I DVD 

•4 .5 .6 WIDE 

SAT I ^TV I |tAPe| 卜 D 

• 7 .8 ,9 D.TUNING 

SAc ち。 '] I 〜 ner| I phono I [" も " I 
-/-- 0/10 ENT/MEM .CLEAR 

DMPORtI HOMU I HDMI2 I HDMI3 

10 11 12 
HDMI4 I [HDMI5 j [HDMI6 j_ 


RESOLUTION PIP 


MOVIE MUSK 

□ 口 

HDMI NIGHT 
OUTPUT MODE 

MODE 



{ MENU 个 
Iwl ■♦•I ■•♦I Iwl 


AMP 


会 /*/*' (J) 


MENU 


4 ♦/* をくり返し巧してメニューを選び、©か 
■►巧す。 

5 ♦/* をくり返し巧してメニュー項目を選び、 
任)を巧ず。 

項目のパラメーターび現れまず。 


FRONT S P 

[LARGE] 

1 S* 1/ t \ 1 " > IINPUTI 

- AHAWW -1 VOLUME SB 


-40.0 


6 ♦/* をくり返し巧してお好みのパラメー 
ターを選び、任)を巧す。 

パラメーターびお定し、画面から項目び消えまず。 


FRONT S P 

SMALL 

(s» 1 , い い 1 lINPUTI 

-- 1 VOLUME dB 


-40.0 


表巧,杳のメニューをほラ 

表示窓に 「GUI MODE 」 と表示されている場合、 
GUI MODE を巧してメニューの表示モードを 
のに PLAY MODE 」 に切り換えてください。 

1 本機の電源を入れる。 

2 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

3 MENU を巧ず。 

本体の表示窓にメニューび表示されます。 

例： 「Level Se け ings 」 の塌合 

<Leyel Settings > 

回回 [iSciar --1 ………… 

-40.0 


ごま意 

1つ前の手順に戻るには RETURN / EXITcTi を巧します。 


II 
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メニュ-覽 （表示•杳） 

各 ニューから LU 下のオプションが設定でさます。 

「■■」はそれぞれの項目の設定値が入0ます。 

メニユー 

項目 

設定値 

巧期値 

Auto 

AUTO CAL START? 



Calibration 

5432 1 




MESURING: TONE 




MESURING: T.S.P. 




MESURING: WOOFER 





RETRY、SAVE EXIT、WRN CHECK、PHASE INFO、 

SAVE 



D に T. INFO、LEVEL INFO、EXIT 

EXIT 


WARNING CODE 

FL、FR、C、SLA、SRA、SLB、SR 巨、 S 巨し 

SBR : 0、1、2、3、 4 



NO WARNING 




ERROR CODE 

F、SR、S 巨： 0、"I、2、3、 4 



RETRY?[——] 

YES、EXIT 

YES 


CANCEL 





ENGINEER、FULL FLAT、FRONT REF、OFF 

FULL 




FLAT 


FRONT REF TYPE [■■■] 

L/R、 し R 

L/R 


SP PAIR MATCH [■■■] 

ALL、SUR、OFF 

ALL 



POS.1、POS.2、POS.3 

POS.1 





Level Settings 


OFF、L 〜 SW (AUTO)、L 〜 SW (FIX) 

OFF 



OFF、L/C、C/R、R/SL、R/SR、SR/SL、SR/SBR、 
SBR/SBL. SBL/SL. Sl_/ し L/SR 

OFF 



OFF、L/C、C/R、R/SL、R/SR、SR/SL、SR/SBR、 
SBR/SBL. SBL/SL. Sl_/ し L/SR 

OFF 


FRONT L [■■■.■服] 

-mod 巨〜 +10.0dB (0.5dB 単位） 

Od 巨 


FRONT R [■■■.■服] 

-10.0d 巨〜 +10.0d 巨 （0.5dB 単位） 

Od 巨 


CENTER [■■" dB] 

—20.0dB 〜 +10.0d 巨 （0 .己 dB 単位） 

Od 巨 


SURROUND L [■■■.■服] 

—20.0dB 〜 +10.0d 巨 （0 .己 dB 単位） 

OdB 


SURROUND R [■■" 服] 

-20.0d 目〜 +10.0d 目 （0 .已 dB 単位） 

OdB 


SUR BACK [■■■,■ dB] 

—20.0dB 〜 +10.0d 巨 （0 .己 dB 単位） 

OdB 


SUR BACK L [■■" dB] 

-20.0 服〜 +10.0 服 （0 .己 dB 単位） 

OdB 


SUR BACK R [■■" dB] 

—20.0d 巨〜 +10.0d 巨 （0 .己 dB 単位） 

OdB 


SUB WOOFER [■■" 服] 

-20.0dB 〜+10.0服 （0.5dB 単位） 

OdB 


D. RANGE COMP. [■■■] 

OFF、AUTO、STD、MAX 

AUTO 
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メ ニユー 

項目 

設定値 

巧期値 

Speaker 


〜 3/4.1 

3/4.1 

Settings 

FRONT SP [■■■■■] 

SMALL、LARGE 

LARGE 


CENTER SP [■■■■■] 

SMALL、LARGE 

LARGE 



SMALL、LARGE 

LARGE 


BI-AMP [■■■] 

OFF、ON 

OFF 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



meter、feet 

meter 


FR CROSSOVER* [■■■Hz] 

40 Hz 〜 S 日日 Hz (10 Hz 単位） 

120 Hz 


CNT CROSSOVER* [■■■Hz] 

40 Hz 〜 2 日日 Hz (10 Hz 単位） 

120 Hz 


SUR CROSSOVER* [■■■Hz] 

4 日 Hz 〜 2 日日 Hz (1 日 Hz 単位） 

120 Hz 


CNT A.DOWN MIX [■■■] 

OFF、ON 

OFF 


SP IMPEDANCE [■ ohm] 

4 ohm、8 ohm 

8 ohm 

Sur Settings 

SOUND FIELD SELECT? 

Sound Field 

AFD 

AUTO 


■■■] 




ENHANCED SUR SELECT ? 

PLIk PLIIx 、 Neo:6 Cinema 、 Neo:6 Music 、 
NEURAL-THX 

PLIIx 


■■■] 




EFFECT LEVEL [■■■%] 

50% 、 80% 、 100% 、 150% 

100% 

EQ Settings 

FRONT BASS [■■■ dB] 

-10dB-+10dB (1d 臣単位） 

OdB 


FRONT TREBLE [■■■ dB] 

-10dB-+10dB り服単位） 

OdB 


CENTER BASS [■■■ dB] 

-10d 臣〜 +10dB (1 服単位） 

OdB 


CENTER TREBLE [■■■ dB] 

-10d 臣〜 +10dB (1 服単位） 

OdB 


SUR/SB BASS [■■■dB] 

-10dB-+10dB り服単位） 

OdB 


SUR/SB TREBLE [■■■ dB] 

-10d 臣〜 +10dB (1d 臣単位） 

OdB 

Audio Settings 

D'L'L. [■■■■] 

OFF、AUTO 

AUTO 



HDMIAUTO 、 0ms 〜 300 ms (1 日 ms 単位） 

0ms 



MAIN/SUB 、 MAIN、SUB 

MAIN 


DEC. PRIORITY [■■■■] 

PCM 、 AUTO 

AUTO 


AUDIO ASSIGN ? 



Video Settings 


DIRECT. AUTO 、 480/576 し 480/576p 、 720p 、 
1080 し 108 Op 

AUTO 


VIDEO ASSIGN ? 




キスピーカーび 「 LARGE 」 に設定されているときは、この項目は選べません。 



班! 

M 

が 


3 
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メニユー 

項目 

設定値 

巧期値 

HDMI Settings 

CTRL FOR HDMI [■■■] 

OFF、ON 

OFF 



AMP 、 TV+AMP 

AMP 


SW LEVEL [■■■ dB] 

Od 巨、 +10d 巨 、 AUTO 

AUTO 


SW LPF [■■■] 

OFF、ON 

OFF 



MANUAL、AUTO 

MANUAL 


H.A.T.S.* [■■■] 

OFF、ON 

ON 


VIDEO DIRECT [■■■] 

OFF、ON 

OFF 

System 




Settings 

RS-232C CONTROL [■■■] 

OFF、ON 

ON 


*H.A.T.S. 機能を有効にするには 、 「CTRLFOR HDMI 」 で 「 ON 」 を遲んでください。 


表示を切り換えるには 

表示を切り換えて、ヴウンドフィールドなどの設定を 
お認でさます。 

1 AMP を巧す。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 情報をお認したい入力を還ぶ。 

3 D に PLAY をくり返し巧す。 

D に PLAY を巧すたびに、入力^ヴウンドフィール 
ド^スト U —ム情報^入力名の順に表示び切り換ゎ 
ります。 
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リモコンを設定してほ 5 


本機のリモコンで他機を操 
作ずる 

付属の U モコンを使って、他にお使いの機器を操作す 
ることびでさまず。 

初期設定では、ソニー製の機器び操作でさるよラに設 
定されています。 

お使いの機器に合わせて設定を変更すると、初期設定 
では操作でさないソニー製機器や他社製の機器を操作 
することびでさます （ 81 ページ)。 


接続した機おを操作ずる 


1操作したい接続機器の入力切り換え用ボタ 
ンを巧ず。 

2次ページの表で•の付いたボタンを使つ 
て、それぞれの機器を操作する。 


ごま意 

操作する機器によっては、本機の特定のボタンが機能しなくなる 
場合びあります。 







接続機器を操作でをる本機のリモコンのポタン 



BD/DVD TOP 

MENU 、 BD/DVD • • • 

MENU 


FI.F2 _•_• 

a) LD プレーヤーのみ操作でさます。 

b) デッキ B のみ操作でさます。 

C) DVD プレーヤーのみ操作でさます。 
d) ビデオ CD のみ操作でさます。 
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お使いの機器に合わせてリ 
モコンコードを設定ずる 

本機につないだ機器を操作でさるよラに本リモコンを 
設定でさまず。また、初期設定のままでは操作でさな 
い ソニー 製の機器や他社製の機器ち設定でさまず。 

例： 本体後面の VIDEO 1 IN 端テにつないだ他社製の 
ビデオデッキを、この U モコンで操作でさるように設 
定するとさ 



AV 1/の 


入力切り換え 
用ボタン 


ENT/MEM 


1 RM SET UP を巧しなび!5、 AVI / のを巧ず。 

RM SET UP び点滅します。 

2 RM SET UP び点滅している間に、入力切 
り換え用ボタン ( TV を含む)を巧して設定 
したい入力を選ぶ。 

たとえば、 VIDEO 1 IN 端子につないだビデオ 
デッキを操作したいとさは、 VIDEO 1 を選びま 
す。 

RM SET UP と入力切り換え用ボタンび点打しま 
す。 

PHONO や DMPORT などプ□グラムでさない入 
力を選んだ場合は、 RM SET UP び点滅を続けま 
す。 


3 数字ボタンを巧して、機器とメーカー別の 
対応コードを入力ずる（コードび複数ある 
場合は、そのうちの1つを入力ずる）。 

入力切り換え用ボタンび点灯します。 


4 ENT / MEM を巧ず。 

有効な巧应コードび入力されると、 RM SETUP 
び2回点滅し、設定モードび終了します。 

入力切り換え用ボタンち消打します。 


設定操作を途中でやめるときは 

手順の途中で、 RM SET UP を巧します。 


機器 • メーカー別の巧応コード 

LU 下の対応コードを使って他社製の機器や、初期設定 
のままでは操作でさない ソニー 製機器を操作でさるよ 
ラに設定します。それぞれの機器び受け付ける U モコ 
ン信号はモデルや年式によってち異なりますので、1 
つの機器に複数のコードび割り当てられている場合ち 
あります。ある1つのコードを使ってち設定でさない 
場合は、別のコードを使って設定してみてください。 

CD プレ ー ヤ^ — の巧応 コ^ — ド 

メーカー 

□- 

ド 


SONY 

101、 

102. 

103 

DEMON 

104、 

123 


JVC 

105. 

106、 

107 

KENWOOD 

108、 

109、 

110 

MAGNAVOX 

111. 

116 


MARANTZ 

116 



ONKYO 

112、 

113. 

114 

PANASONIC 

11 己 



PHILIPS 

116 



PIONEER 

117 



TECHNICS 

"己、 

118. 

119 

YAMAHA 

120、 

121. 

122 

DAT デッキの対応 コ- 



メーカー 

□- 

ド 


SONY 

S03 



PIONEER 

219 



MD デッキの対応 コー 

ド 


メーカー 

□- 

ド 


SONY 

301 



DEMON 

302 



JVC 

303 



KENWOOD 

304 




ごま意 

• テレビの对応コードでは、日00番台の番号のみ有効です。 • 操作する機器によっては、本機の特定のボタンが機能しなくな 

• 対応コードは、各メーカーの最新情報に基づいて決められてい る場合があ0ます。 

ます。ただし、機器によっては一部またはすベての対応コード 
に反応しない場合もあ 0 ますので、あ 5 かじめご了承くださ 
い。 


II 
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カセツトデッキの対なコード 


メーカー 

コード 





SONY 

201 、 

202 





DEMON 

204 、 

20 己 





KENWOOD 

206 、 

207 、 

208 、 

209 



NAKAMICHI 

210 






PANASONIC 

216 






PHILIPS 

211 、 

212 





PIONEER 

213 、 

214 





TECHNICS 

21 己、 

216 





YAMAHA 

217 、 

218 





LD プレーヤーの巧応コード 

メーカー 

コード 





SONY 

601 、 

602 、 

603 




PIONEER 

606 






ビデオ CD プレーヤーの対応コー 

■ド 



メーカー 

コード 





SONY 

60 己 






ビデオデッキの対応コ 

—ド 





メーカー 

コード 





SONY 

701 、 

702 、 

703 、 

704 、 

70 己、 

706 

AIWA* 

710 、 

750 、 

7 日 7 、 

758 



AKAI 

707 、 

708 、 

709 、 

759 



BLAUPUNKT 

740 






EMERSON 

711 、 

712 、 

713 、 

714 、 

71 己、 

716 、 


750 






FISHER 

717 、 

718 、 

719 、 

720 



GENERAL 

ELECTRIC (GE) 

721 、 

722 、 

730 




GOLDSTAR/LG 

723 、 

753 





GRUNDIG 

724 






HITACHI 

722 、 

72 己、 

729 、 

741 



ITT/NOKIA 

717 






JVC 

726 、 

727 、 

728 、 

736 



MAGNAVOX 

730 、 

731 、 

738 




MITSU 巨に HI/MGA 

732 、 

733 、 

734 、 

73 己 



NEC 

736 






PANASONIC 

729 、 

730 、 

737 、 

738 、 

739 、 

740 

PHILIPS 

729 、 

730 、 

731 




PIONEER 

729 






RCA/PROSCAN 

722 、 

729 、 

730 、 

731 、 

741 、 

747 

SAMSUNG 

742 、 

743 、 

744 、 

745 



SANYO 

717 、 

720 、 

746 




SHARP 

748 、 

749 





TELEFUNKEN 

7 己 1 、 

752 





TOSHIBA 

747 、 

756 





ZENITH 

754 







*アイワのコードを設定してちアイワ製のビデオデッキを操 
作でをない場合は、ソニーのコードを入力してください。 


DVD プレーヤーの対応コード 


メーカー 

コード 





SONY 

401 、 402 、 

403 




巨 ROKSON に 

424 





DEMON 

40 己 





HITACHI 

416 





JVC 

415、 423 





MITSUBISHI 

419 





ORITRON 

417 





PANASONIC 

406 、 408 、 

42 己 




PHILIPS 

407 





PIONEER 

409、 410 





RCA 

414 





SAMSUNG 

416、 422 





TOSHIBA 

404、 421 





ZENITH 

418、 420 





DVD レコーダ""の巧応コード 

メーカー 

コード 





SONY 

401 、 402 、 

403 




SHARP 

4 己 9 、 460 、 

461 




HITACHI 

441 、 442 、 

443 




JVC 

444 、 44 日、 
461 

446 、 

447 、 

4 己 9 、 

460 、 

MITSUBISHI 

448、449 





PANASONIC 

4 己 0 、 4 己 1 、 

452 




PIONEER 

4 己 3 、 4 己 4 、 

4 己己、 

4 己 6 、 

4 己 7 、 

458 

TOSHIBA 

462 、 463 、 

464 




テレビの対なコード 

メーカー 

コード 





SONY 

己 01、502 





AIWA 

已 01 、 536 、 

539 




AKAI 

503 





AOC 

503 





CENTURION 

己 66 





CORONADO 

517 





CURTIS-MATHES 

己 03 、已己 1 、 

己 66 、 

己 67 



DAYTRON 

引 7 、己 66 





DAEWOO 

504 、 50 己、 

506 、 

日 07 、 

引日、 

己 44 

FISHER 

508 、 54 己 





FUNAI 

己 48 





FUJITSU 

528 





GOLDSTAR/LG 

已 03 、引 2 、 

引己、 

己 17 、 

日 34 、 

己 44 、 


己己 6 、日 68 、 

日 76 、 

己 78 



GRUNDIG 

日 11 、日 33 、 

日 34 
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メーカー 

コード 





HITACHI 

己 03 、 

己 13 、 

引 4 、 

日 1 己、 

己 17 、 

引 9 、 


己 44 、 

己日 7 、 

571 




ITT/NOKIA 

己 21 、 

己 22 





J.C.PENNY 

己 03 、 

己 10 、 

566 




JVC 

己 16 、 

552 





KMC 

己 17 






MAGNVOX 

己日 3 、 

引日、 

日 17 、 

己 18 、 

己 44 、 

566 

MARANTZ 

527 






MITSUBISHI/MGA 503. 

己 19 、 

527 、 

己 44 、 

己目 6 、 

己 68 

NEC 

己日 3 、 

己 17 、 

520 、 

己 40 、 

己 44 、 

己日 4 、 


己 66 






NORDMENDE 

己 30 、 

558 





NOKIA 

己 21 、 

日 22 、 

日 73 、 

575 



PANASONIC 

己日 9 、 

己 24 、 

5 己 3 、 

己已 9 、 

己 72 


PHILIPS 

引日、 

己 18 、 

5 己 7 、 

己 70 、 

己 71 


PHILCO 

503 、 

日 04 、 

日 14 、 

己 17 、 

己 18 


PIONEER 

509 、 

52 日、 

日 26 、 

己 40 、 

己日 1 、 

日日己、 


己 79 






PORTLAND 

503 






QUASAR 

己 09 、 

535 





RADIO SHACK 

己 03 、 

己 10 、 

已 27 、 

己 6 己、 

己 67 


RCA/PROSCAN 

己日 3 、 

引 0 、 

523 、 

己 29 、 

544 


SAMSUNG 

己 03 、 

己巧、 

引 7 、 

日 31 、 

己 32 、 

说 4 、 


己 44 、 

日日 6 、 

557. 

己 62 、 

己 63 、 

566 、 


569 






SAMPO 

己 66 






SABA 

530 、 

己 37 、 

己 47 、 

己 49 、 

558 


SANYO 

己日 8 、 

己 4 己、 

546 、 

己 60 、 

己 67 


SCOTT 

503 、 

己 66 





SEARS 

503 、 

日 08 、 

引 0 、 

己 17 、 

己 18 、 

551 

SHARP 

己 17 、 

己 3 己、 

550. 

已 61 、 

己 6 己、 

己 77 、 


己 80 、 

己 81 





SYLVAN 1A 

503 、 

己 18 、 

566 




THOMSON 

己 30 、 

己 37 、 

日 47 、 

日 49 



TOSHIBA 

己 3 己、 

己 39 、 

540 、 

己 41 、 

551 


TELEFUNKEN 

己 30 、 

己 37 、 

538 、 

日 47 、 

己 49 、 

558 

TEKNIKA 

己 17 、 

518 、 

己 67 




WARDS 

己日 3 、 

己 17 、 

己 66 




YORK 

己 66 






ZENITH 

己 42 、 

543 、 

567 




GE 

己日 3 、 

己 09 、 

已 10 、 

己 44 



LOEWE 

己 1 日、 

己 34 、 

556 




BS デジタルチユーナ ー/ デジタル CS チユー 

ナーの巧応コー 

ド 






メーカー 

コード 





SONY 

801 、 

802 、 

803 、 

804 、 

824 、 

82 己、 


865 






AMSTRAD 

84 己、 

846 





BskyB 

862 







メーカー 

□ -I 

く 





GENERAL 
ELECTR に (GE) 

866 






GRUNDING 

8 己 9 、 

860 





HUMAX 

846 、 

847 





THOMSON 

8 己 7 、 

861 、 

864 、 

876 



PACE 

848 、 

864 

849 、 

8 日 0 、 

8 日 2 、 

862 、 

863 、 

PANASONIC 

818 、 

855 





PHILIPS 

8 己 6 、 
874 

8 己 7 、 

8 己 8 、 

8 己 9 、 

860 、 

864 、 

NOKIA 

8 己 1 、 

853 、 

8 己 4 、 

864 



RCA/PROSCAN 

866 、 

871 





HITACHI/BITA 

868 






HUGHES 

867 






JVC/Echostar/ 
Dish Network 

873 






MITSU 巨に HI 

872 






SAMSUNG 

87 己 






TOSHIBA 

869 、 

870 





ブルーレイディスクレコーダーの対なコー 

ド 

メーカー 

□ -I 

く 





SONY 

310 、 

3 り、 

312 




PANASONIC 

331 、 

332 、 

333 




PIONEER 

334 






SHARP 

4 己 9 、 

460 、 

461 




PSX の対なコー 

ド 






メーカー 

□ -I 

く 





SONY 

313 、 

314 、 

31 己 




HDD レコーダーの対なコ— 





メーカー 

□ -I 

く 





SONY 

307 、 

308 、 

309 






c 

ホ 

u 

乂 

が 

班! 

巧 

C 

パ 

m 

Ui 
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い < つかの操作を続けて実 
行させる 

(マク□操作） 

マク□機能を使って、いくつかの1」モコンコマンドを 
1つにまとめて連続送信でさます。 

マク□操作は、2つ登録することびでさます 
( MACRO 1、2)。1つのマク□操作には、20個まで 
U モコンコマンドを登録することびでさます。 


操作の実行順を登録する 



►'■'■I 、 


1 RM SET UP を巧しなび5、 MACRO 1ま 
たは MACRO 2を1秒 LU 上巧ず。 

RM SET UP び点滅し、入力切り換え用ボタンの1 
つび点灯しまず。 

(初期設定では VIDEO 1び点灯しまず。） 

2 入力切り換え用ボタンを巧して、連続した 
操作を割り当てたい機器を選ぶ。 

3 実行させたい操作のボタンを順まに巧し 
て、連続した操作を登録する。 


巧ずボタン 

登録される操作 

►、■、山 ►►、◄◄、 

ボタンの操作を行います。 

入力切り換え用ボタンを 1 
秒 !; Lb 押す 

入力を切 0 換えます。 

MACRO "1 または 
MACRO 2 

"1 秒の待機時間を設定しま 
す。 

よ 0 長い待機時間を設定す 
るには 、 MACRO "1 また 
は MACRO 2 をくり返し 
押します。 

手順 2 で還んだ入力のボタンび 2 回点滅し、再び点 
打します。 


4 他の入力に連続した操作を割り当てたいと 
をは、手順2と3をくり返ず。 

5 RM SET UP を巧して、登録を終了する。 


マク□操作の登録を途中でやめるには 

手順の途中で60秒間何ちボタンを巧さないと、設定び 
キャンセルされまず。前回登録した設定はそのまま有 
効です。 


ごを意 

マク □ 操作を登録するとさは、 U モコンの電ミ也は新しいちのを 
使ってください。 


ちょっと一言 

手順 1 で RM SET UP び 5 回点滅して設定モードに入れない場 
合は、 U モコンの電ミ也を新しいちのに交換してください。 
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1 AMP を巧ず。 

AMP び点灯し、消打しまず。 

2 MACRO 1または MACRO 2を巧してマク 
□を実行ずる。 

マク□操作び開始され、登録した順にコマンドび 
実行されまず。 

コマンドび送信されている間は、 AMP び点滅し、 
RM SET UP び点打します。送信び終了すると、 
RM SET UP と AM 円ま消灯します。 


登録したマク□を消ずには 

1 RM SET UP を巧しなびら、 MACRO 1 または 
MACRO 2 を 1 秒 m 上巧す。 

RM SET UP びくり返し点滅しまず。 

2 RM SET UP を巧す。 

マク□として登録された設定び消去されます。 


本機の U モコンにないリモ 
コンコードをぎ習させる 

学習機能を使って、付属の U モコンに初期設定では登 
録されていないコードを学習させることがでさます。 


THEATER 


SHIFT 


数字ボタン 


入力切り換え 
用ボタン 


THEATER AM ず UP AV ぃの 

SYSTEM 


RM SET 
UP 



ロロ ロロ 

RESOLUTION PIP OUTPUT MODE 

I - 1 I - 1 I - 1 I - 1 

例： VIDEO 2 選択時の数字ボタン 1 に新しいコマンド 
を割り当てる場を 

1 RMSETUP を巧しなが! 5、 THEATER を 
巧ず。 

RM SET UP が点灯します。 

2 入力切り換え用ボタン(例では VIDEO 2) 
を巧して、新しいコマンドで操作したい機 
器を選ぶ。 

選んだ入力のボタンが点滅します。 

(RM SET UP は点灯したままです。） 

3 SHIFT を巧し、新しいコマンドを割り当て 
る数字ボタン(例では1ボタン)を巧ず。 

手順2で選んだ入力のボタンが点灯します。 

(RM SET UP は点灯したままです。） 


マク□機能をほう 


ごま意 

学習機能を設定するとをは、 
て < ださい。 


リモコンの電池は新しいちのを使つ 


ちよつと一言 

• 容量び一杯になったとさは 、 RM SET UP が M0 回点滅したあ 
とに学習モードから抜けます。 

• 手順 ■! で RM SET UP び 5 回点滅して設定モードに入れない 
場合は、 U モコンの電池を新しいわのと交換してください。 


J _」ホ U 乂が隅神 1/ C 巧3 


圏具 

をぶ因ぶ画 I 回 ULL 

白包邑 Sit 问 
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4 本機のリモコンコード受光部と、学習させ 
たい機器のリモコンの送信部とを向かい合 
わせる。 


5 学習させたい機器のリモコンのボタンを巧 
して、リモコンコードを送信ずる。 

本機の U モコンび]-ドを受信すると、手順2で 
還んだ入カボタンび消打します。 



約 5 cm ~10 cm 


RM SET UP び 2 回点滅して、学習び完了します。 
学習に失敗したときは、 RM SET UP び 5 回点滅し 
ます。 

手順2からもう一度行つてください。 

6 RM SET UP を巧して、学習機能を終了ず 
る。 


学習を途中でやめるには 

手順の途中で 60 秒間何ちボタンを巧さないと、設定び 
キャンセルされます。 


学習させたリモコンコードをほラ 


学習させたボタンびある入力を選び、学習させ 
たボタンを巧しまず。 


学習したリモコンコードを消ずとまは 

1 RM SET UP を巧しなび日、 THEATER を巧す。 

2入力切り換え用ボタン(例では VIDEO 2) を巧して、 
設定を消去したい入力を選ぶ。 

選んだ入力のボタンび点滅します。 

(RM SET U 円ホ点打したままです。） 

3 I /のを 1 秒 LU 上巧ず。 

選んだ入力のボタンび2回の点滅をくり返します。 

4 SHI 巧を巧してから学習させたボタン(例では 1 ボ 
タン)を巧し、登録した設定を消去ずる。 

RM SET UP び 2 回点滅して、消去び完了します。 
消去に失敗したときは、 RM SET UP び 5 回点滅しま 
す。 

手順2からもう一度行ってください。 


リモコンをお買い上げ時の 
設定に戻ず 



1 MASTER VOL - を巧したまま、1/ の、 AV 
1/ の の順に巧ず。 

RM SET UP び 3 回点滅します。 

2 すべてのボタンを離ず。 

U モコンのすべての設定（登録したデータなど） 
び消去されます。 
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その他 


用語集 

■ A AC (M PEG-2 AAC) 

デジタル放送で標準に定め S れたデジタル音声方式で 
す 。 Advanced Audio Coding (アドバンスド- 
オーディオ.コーディング）の略で、高い圧縮率で音 
楽 CD 並みの音質を実現でさます。 

■ Component ( コンポーネント）映像 

映像信号を輝度 Y と色差 Pb 、 P 「 の3系統に分けて伝送 
する映像端子です。 DVD ビデオや八イビジョン映像な 
どの高画質をよりお実に伝送します。3つの端子はそ 
れぞれ緑、青、ホで色分けされていまず。 

■ Composite ( コンポジット)映像 

映像信号を伝送ずる最ち一般的な映像信号です。輝度 
Y と色 C を1つにまとめて伝送します。 

■ Deep Color 

HDMI 端モ内を通る信号の色深度を高めたビデオ信号 
です。 

従来の HDMI 端子では、1ピクセル（画素）で表現可能 
な色数は24ビット （16, 777,216色）でしたび、 

Deep Color に巧麻した場合、より高い36ビットなど 
に巧麻することび可能になります。 

をビット化により色の濃さの階調をより細かく表現で 
さるため、連続した色のを化をなめらかに表すことび 
でさます。 

■ Digital Cinema Sound(DCS) 

映画館での迫力あるサウンドをご家庭で楽しむために、 
ソニーびソニー.ピクチャーズ.エンタテインメント 
との協力により独自に開発した劇場音響再現技術でず。 
DSP (デジタルシグナルプ□セッヴー）と計測データ 
を結合して開発されたこの「デジタルシネマサウンド」 
で、ご家庭でち映画製作者び意図した理想的な音場を 
体感でさます。 

■ デジタル コンサートホール 

「デジタルコンヴートホールモード」は、 CD などの 
2 ch ステレオソースをより豊かな音で楽しめるモード 
です。 5.1 ch または 7.1 ch スピーカーとパ‘ーチャルス 
ピーカー技術を利用した立体的な残響や反射音の再現 
により、音楽ソフトをより臨場感豊かな音で楽しめま 
す。コンサートホールの音場の再現は、実測データを 
元に、ホールを幾何学的に解析し、反射音や残響音を 
精密にモデ U ング。音の強さや周波数特性といった音 
色的な要素ち取り込み、 DSP 上での演算により残響を 
再現します。あたかち、コンサートホールの席で音楽 


を楽しんでいるような、自然でむ地よい響さととちに 
音楽を楽しめます。 

■ D.L.L. (Digital Legato Linear) 

低音質の音声を高音質で再生するソニーの独自技術で 
す。古い音源や圧縮された音声では波あにノイズや倍 
音など帯域外で歪みび生じるため、テンポの乱れや耳 
障りな音び発生し、音質低下をちたらします。 D . L . L . 
はこのよラな問題を解消し、映画や音楽の音声品質を 
向上させます。 

■ Dolby Digital 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音声デジタル 
圧縮技術です。フ□ント （ L / R )、 センター、サラウン 
ド （ L / R )、 サブウーファーの 5.1 かで構成され 、 DVD 
ビデオの標準音声フォーマットにち採用されています。 

■ Dolby Digital Plus 

Dolby Digital Plus は従来のドルビーデジタルをさ! 5 
に高音質-高機能に進化させた音声フォーマットで、 

HD クオ U ティの映像に U ッチなサラウンドヴウンド 
を提供する柔軟性と効率性を備えていまず 。 Dolby 
Digital 円 us の優れたコーディング効率により、映像 
やその他のサービスのために割り当てるビットレート 
に影響を与えることなく、最大 7.1 ch の高品質なサラ 
ウンド音声を実現することび可能になります。 

■ Dolby Digital Surround EX 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音響技術です。 
Dolby Digi ね I の 5.1 ch 信号のサラウンド （ L / R ) に後 
方のサラウンドバックにのを合成し、再生時に 
6.1 ch で出力されます。特に動きのあるシーンを、よ 
りダイナ5ックで U アルな音場で再現します。 

■ Dolby Pro Logic II 

2 ch ステレオで記録された音声を 5.1 ch に変換して再 
生します。従来のステレオで録音されたちい映画ち、 

5.1 ch の迫力で再現します。 

■ Dolby Pro Logic llx 

7.1 ch (または 6.1 ch ) スピーカー環境のための再生 
システムです。ドルビーデジタルサラウンド EX 作品に 
加え、通常の 5.1 ch ドルビーデジタル作品を 7.1 ch 
(または 6.1 ch ) で再生でさます。さらに通常のステレ 
才収録のコンテンツち 7.1 ch (または 6.1 ch ) で再生 
でさます。 

■ Dolby SurroundCDolby Pro Logic) 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音声処理技術 
です。ステレオ 2 ch の中にセンター、サラウンドの音 
び合成されています。再生時にデコーダーでフ□ント 
( L / R ) とともに 4 ch サラウンドで出力しまず。 
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■ Dolby TrueHD 

Dolby TrueHD はドルビーラボラト U —ズによって開 
発された次世代光ディスク向けの□スレス（可逆型） 
才ーディオテクノ□ジーです 。 Dolby TrueHD はスタ 
ジオマスターの高品質な音声データをビット単位の精 
度まで完全に再現し、96 kHz に4ビットでは最大 8 ch 、 
192 kHz に4ビットでは最大 6 ch のサラウンド音声を 
サポートしています。 HD 映像との組み合わせにより、 
Dolby TrueHD はこれまで想像できなかったほどの八 
イクオ U ティなホームシアター体験を提供します。 

■ DSD 

スーパーオー X ィオ CD に採用されているフォーマッ 
卜です。 

DSD は現行の CD の64倍の2.8224 MHz ヴンプリング 
の1ビットパルス信号を用います。これによりアナ □ 

グ□ーパスフィルターを通すだけのシンプルなシステ 
ムで再生でさます。加工段階での情報欠落びな<、原 
音に近い高音質の録音-再生を実現します。 

■ DTS 96/24 

高音質再生フォーマットです。 DVD ビデオでは最高 
の、ヴンプ U ング周波数96 kHz / 量モ化ビット数24 
ビットで音を記録します。 

再生時のチャンネル数は、ソフトにより変動します。 

■ DTS-ES 

サラウンドパックを加えた 6.1 ch ち式で再生します。 

全チャンネルを独立して記録する「ディスク U —卜 
6.1」と、ドルビーサラウンド EX と同様、サラウンド 
バック音声を U アチャンみレに重ねて記録する「マト 
U ックス6.1」の2種類びあります。映画のサウンドト 
ラックを再生するのに適しています。 

■ DTS-HD 

従来の DTS デジタルサラウンドをお張したオーディオ 
フォーマットです。 

コアとエクステンションで構成され、コア部は DTS デ 
ジタルサラウンドと互換性を持っています。 

DTS - HD には、 DTS-HD High Resolution Audio と 
DTS-HD Master Audio の 2 種類びあります。 

DTS-HD High Resolution Audio は、最大転送レー 
卜び6 Mbps の非可逆圧縮 （ Lossy ) で、最大％ kHz 
のヴンプ U ング周波数と最大 7.1 ch に巧麻します。 
DTS-HD Master Audio は、最大転送レートび 
24.5 Mbps の可逆圧縮 （ Lossless ) で、48 kHz また 
は96 kHz のヴンプ U ング周波数で最大 7.1 ch 、 

192 kHz のヴンプ U ング周波数で最大 5.1 ch に対応し 
ます。 


■ DTS Neo:6 

2 ch ステレオで記録された音声を 7 ch に変換して再生 
します。映画用の CINEMA モードと、音楽などのステ 
レオソース用の MUSIC モードびあり、再生するソー 
スや好みに応じて還べます。 

■ DTS デジタルサラウンド 

DTS 社び開発した、映画館向けの音声デジタル圧縮技 
術です。約4分の1の比較的低い圧縮率で記録し、より 
高音質で再生します。 

■ H.A.T.S.CHigh quality digital Audio 
Transmission System) for HDMI 

H . A . T . S . for HDMI は HDMI 伝送の音質を向上させる 
技術で、対応したスーパーオーディオ CD プレーヤー 
で CD やスーパーオーディオ CD を再生するとさに動作 
します。 AV アンプの D / A コンバータび必要とするマス 
ターク□ック は、通萬はスーパーオーディオ CD プ 
レーヤー側の発振器で生成され、 AV アンプに HDMI 伝 
送されますび、 H . A . T . S . for HDMI び ON のとさは、 

AV アンプに内蔵した水晶発振器で生成されます。この 
ため D / A 変換後の音楽波あに時間ち向の揺らざび発生 
せず、みずみずしく音場感豊かな音質び得られます。 

■ HDMKHigh-Defin け ion Multimedia 
Interface) 

テレビ接続機器のデジタ j レ映像/音声信号を直接つな 
ぐインターフェースです。 HDMI 端テとテレビを1本の 
ヶーつ、 レで接続することで、高画質な映像とデジタル 
音声を楽しめます。デジタル画像信号の暗号化記述を 
使用した著作権保護技術である HDCP にち対応してい 
ます。 

■ High Bitrate Audio 

High Bitrate フォーマットで主にブルーレイディスク 
などに録音される音声フォーマットの圧縮音声フォー 
マット （ DTS-HD Master Audio、Dolby TrueHD な 
ど）です。 

■ L.F.E.CLow Frequency Effect) 

ドルビーデジタルや DTS などで、サブウーファーから 
出力される低域効果音のことです。帯域内び20 Hz 〜 
120 Hz の重低音を補助的に出力することで、音響に 
迫力び加わります。 

■ Neural-THX 

Neural - THX サラウンドは 5.1 チヤンネルやステレオ処 
理された音声を360度、 7.1 チャンネルにお張する次世 
代サラウンド技術です。これまでのサラウンド技術に 
比べて、さ日に才 U ジナル音声に忠実で臨場感のある 
音響を再現します。 
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Neural - THX サラウンドは、狭い帯域で高音質のマル 
チチャンネルサラウンド音声の放送を可能にします。 
また、 Neural - THX サラウンドでは、他の再生ち式で 
は通常失われてしまラ部分の音声ち細部まで再現する 
ので、映画や音楽、ゲームの深い味わいや繊細な雰囲 
気まで実感できます。 

音響デヴイナーび Neural - THX サラウンド技術を使っ 
て作ったソースは、 Neural - THX サラウンドを搭載し 
た再生機器で才 U ジナルに忠実に再生されます。 

■ PCM 

アナ□グ音声をデジタル音声に変換するち式です。 
Pulse Code Modulation (パルス- ]— ド-モジュ 
レーション）の略で、手軽にデジタル音声を楽しめま 
す。 

■ TSPCTime Stretched Pulse ) 信号 

TSP 信号は、短い時間の中に低域か日高域までの広い 
帯域にわたる高密度のエネルギーを含む測定信号です。 
一般的な室内環境で測定精度をお保するためには、測 
定信号のエネルギー量び重要であり、 TSP を使ラこと 
で、効果的に測定を行ラことびでさます。 

■ x.v.Color 

動画色空間 rxvYCC 」 国際規格に巧麻し、従来より広 
い色域を再現でさ、巧の色や複雑に変化する美しいミ毎 
の色など、自然界の色を鮮やかに再現します。 

■インターレース 

テレビやモニターの管面にある走査線のラち、まず奇 
数番目の走査線を1/60秒かけて巧さ、次にその間を埋 
めるよラに偶数番目の走査線を巧いて画面を映し、合 
わせて1枚の完全な画面を作つてい < 飛び越し走査の 
ことです。 


と音のふくらみ、距離による音の奥行さ感を付加しま 
す。 

r シネマスタジオ- U バーブレーシヨン」は、ソニー- 
ピクチャーズ-エンタテインメントのダビングスタジ 
才をはじめとする、最新のダビングシアターや録音ス 
タジオの音響を再現します。スタジオの種類により A / 
B / C の3つのモードを還べます。 

■ プ□グレツシブ 

インターレース（インターレースの 項目を参照）方式 
ではなく、すべての走査線を順番通りに巧し)ていく順 
次走査のことです。 
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■クロスオーパー周波数 

各スピーカー ユニッ トびカバーする周波数帯域び交差 
するポイントの周波数です。 

■ シネ 7 スタジオ EX 

r デジタルシネマサウンド」の集大成とちいえるヴラウ 
ンドモードです。「バーチャル"マルチデイメンシヨ 
ン」、「スク U —ン■デプス■マッチング」、そして「シ 
ネマスタジオ. U バーブレーシヨン」の3つの技術で 
ダビングシアターの音を再現します。 

仮想スピーカー技術「バーチャル-マルチデイメン 
シヨン」び 7.1 ch までの実スピーカー環境でマルチヴ 
ラウンド環境を実現し、最新設備の映画館の音をご家 
庭のサラウンド環境で再現します。 
r スク U —ン•デプス•マッチング」は、フ□ント、セ 
ンターの前ちチヤンネルの音に、実際の映画館と同様 
にスク U —ン越しに再生されることによる高域の減衰 
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使用上のご注意 

設置場所について 

電源プラグは容易に手び届く場所にあるコンセントに 
接続してください。巧のような場所には置かないでく 
ださい。 

• ぐらついた台の上や不安定な場所。 

• じゅラたんや布団の上。 

• 湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい所。 

• 密閉された所。 

• 直射日光び当たる所、湿度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• テレビやビデオデッキ、カセットデッキから近い所。 
(テレビやビデオデッキ、カセットデッキといっしょ 
に使用するとさ、近くに置くと、雑音び入ったり、 
映像び乱れたりすることびありまず。特に室内アン 
テナのとさに起こりやすいので屋外アンテナの使用 
をおすすめします。） 

巧用中の本体の温度上昇について 

使用中、本体の温度びかなり上昇しまずび、故障では 
ありません。 

特に、大音量で鳴6し続けると、本体キャビネットの 
天板や側板、底板はかなり熱くなりまず。このよラな 
とさは、キャビネットに触れないよラにしてください。 
火傷などのけびの原因になります。 

また、密閉した場所に置いて使用しないでください。 
温度上昇を防ぐため、風通しのよい所でお使いくださ 
い。 

ステレオを聞<とまのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになるとさは、 

隣近所に迷惑びかからないよラな音量で 
お聞さください。特に、夜はルさめな音 
でち周囲にはよく通るちのです。 

窓を閉めたり、へッドホンをご使用にな 
るなどお互いにむを配り、快い生ま環境 
を守りましょラ。このマークは音のエチ 
ケットのシンボルマークです。 

本化のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の巧れは、中性洗剤を少し含 
ませた柔らかい巧でふいてください。シンナーやベン 
ジン、アルコールなどは表面を傷めますので使わない 
で < ださい。 
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» 障かな？と思った 6 

修理に出す前に、をラー度点検してください。 

それでも正常に動作しないときは、ソニーの相談窓口（裏表紙）へお問い含わせください。 


音声 


をが 


原因と対応のしかた 


どの音源を選んでち音が出ない、ほ 4 
とんど聞こえない 4 


スピーカーコードが正しく接続されているか確認する。 

スピーカーおよび各機器が正し < 接続されているか確認する。 

本機と選んだ機器の電源が入っているか確認する。 

MASTER VOLUME のレベルが -ooc 旧になっていないか確認する。目安として、 -40dB 
< らいの音量に調節してみてください。 

本機前面の SPEAKERS (OFF/A/ 臣 /A+B) が 「 OFF 」 になっていないか確認する （33 
ぺージ)。 

U モコンの MUTING を押して、消音機能を解除する。 

入力切 0 換え用ボタンで正しい入力が選ばれているか確認する。 

へッドホンがつながれていないか確認ずる。 

ル音量でしか聞こえないときは NIGHT MODE が働いていないか確認するほ 9 ページ)。 
保護回路が働いている。本機の電源を切 0 、スピーカーの接続にショートがないか確認 
して、をう 1 度電源を入れる。 


選んだ機器から音び出ない 4 選んだ機器の音声入力端子に正し < 接続されているか確認ずる。 

4 接続コードが本機や選んだ機器に正し < 接続されているか確認する。 


片方のフ □ ントスピーカーから音が ■> ヘッドホンを PHONES 端子につなぎ、ヘッドホンから音が聞こえるか確認する。ヘッド 

出ない ホンの片方のチャンネルしか聞こえない場含は、選んだ機器と本機が正し<接続されて 

いません。正し < 接続されているか確認して < ださい。両方のチャンネルが聞こえる場 
含は、フ □ ントスピーカーが正しく接続されていません。正しく接続されているか確認 
して < ださい。 

4 モノラル機器を接続しているとをは、 L/R の片方の端子のみに接続していないか確認す 
る。この場含は、モノラルーステレオ変換ケーブル（別売）を使って L/R 両方の端子に接 
続してください。ただし、サウンドフィールド （PRO LOG になど）を選ぶとセンター 
スピーカーからは音が出ません。 センタースピーカーをつないでいないとをは、フ□ン 
トスピーカー L/R からのみ音が出ます。 

アナ □ グ 2 チャンネル入力の音が出 ■> 選んだ入力に、 Inp 山メニューの rinp 山 Assign 」 機能を使ってデジタル音声入力を割 

ない り当てていないか確認するほ 6 ページ)。 

デジタル入力 （ COAXIAL 、 4 INPUT MODE 機能を使って 「 Analog 」 を選んでいないか確認する巧日ページ)。 

OPTICAL ) の音が出ない 4 アナ □ グダイレクト機能を使っていないか確認する。 

■> 選んだ入力のデジタル音声入力を、 lnput>< ニューの 「Input Assign 」 機能を使ってイ也 
の入力に割り当てていないか確認するほ 6 ページ)。 


HDMI に入力しているソースの音が 4 HDMI 接続を確認してください。 

本機または本機に接続したテレビか ■> HDMI Licensing LLC で認証された HDMin3 ‘ 付きのケーブルでつないでいるか確認し 
らでない て < ださい。 

4 再生機器によっては、機器側で設定が必要な場合があ 0 ます。各接続機器の取扱説明書 
ちご覧ください。 

4 解像度が 1125P (1080P) の映像や Deep Color の映像を視聴するときは 、 HIGH 
SPEED 対応 HDMI 端子用の接続ケーブル (HDMI Version 1 .3a カテコリー 2 ケーブル） 
でつないでいるか確認してください。 

左ちの音のバランスが悪い、または ■> スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認ずる。 

逆転している ■> Auto Calibration メニューにあるバランスパラ — 夕一を調節する。 
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症状 原因と対応のしかた 

八ム音またはノイズがひどい ■> スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認する。 

■> 接続コードがトランスやモーターから離れているか、テレビや董光灯からはかなくとち 
3 m 離れているか確認する。 

■> テレビを他のオーディオ機器から離して設置する。 

■> SIGNAL GND が正しく接続されているか確認する（レコードプレーヤーを接続して 
いる場合のみ)。 

■> プラグや端子がミちれている。アルコールでかし湿した巧でおを取る。 
センター/サラウンド/サラウンド ■> シネマスタジオ EX モードを選ぶ （49 ページ)。 

バックスピーカーの音が出ない、ほ 4スピーカーの音量を調節する （66 ページ)。 

とんど聞こえない センタースピーカーびに1\/1八1_1_」または 「 LARGE 」 に正しく設定されているか確認す 

る （66 ぺージ)。 

サラウンドバックスピーカーの音が4パッケージにドルビーデジタルサラウンド EX の口づび記載されていてち、ドルビーデジ 
出ない タルサラウンド EX のフラグび書かれていないディスクがあります。 

アクティブサブウーファーの音が出4アクティブサブウーファーが正しく接続されているか確認する。 

ない ■> スピーカーの電源が入っているか確認する。 


■> すべてのスピーカーが 「 LARGE 」 に設定されているとき、 「 Neo :6 Cinema 」 または 
「 Neo : 目 Music 」 が選ばれているとアクティブサブウーファーからは音が出ません。 


サラウンド効果が得られない 

4サウンドフィールドが働いているか確認ずる （ MOVIE または MUSIC を押す)。 

4サンプ U ング周蔽数が 88.2 kHz 政上の信号では、サウンドフィールドは働をません。 

ドルビーデジタルや DTS のマルチ 
チャンネルの音声が再生されない 

■> 再生中の DVD などが、ドルビーデジタルや DTS 形式で録音されているか確認する。 

■> DVD プレーヤーなどを本機のデジタル入力端子に接続しているとをは、接続した機器の 
音声の出力設定を確認する。 

録音びでさない 

■> 各機器が正しく接続されているか確認する （16 ページ)。 

4入力切0換え用ボタンで録音したい機器を選ぶ （41 ページ)。 

MULTI CHANNEL DECODING 

ランプが青色に点灯しない 

■> 再生機器をデジタル接続し、本機側でその入力を選んでいるか確認ずる。 

-> 再生しているソフトなどの入カソースがマルチチャンネルに対応しているか確認ずる。 

■> 再生機器側の設定がマルチチャンネル音声に設定されているか確認する。 

■> 選んだ入力のデジタル音声入力を、 lnput >< ニューの 「Input Assign 」 機能を使って他 
の入力に割り当てていないか確認ずるほ6ページ)。 

デジタル ディアポートアダプター 
につないだ機器から音が出ない 

■> 本機の音量を確認してください。 

4デジタル>(ディアポートアダプターとプレーヤーが正しく接続されていません。本機の 
電源を切0、デジタルディアポートアダプターとプレーヤーをつなぎなおして<ださ 
い。 

4本機びデジタルディアポートアダプターとプレーヤーのデバイスに対応しているか確 
認してください。 


映像 


症状 

原因と対応のしかた 

テレビ画面に映像が出ない、または 
明瞭でない 

4適切な入力を選ぶ （41 ぺージ)。 

4テレビの入カモードを確認する。 

4テレビをオーディオ機器から離す。 

4映像入力の割0当てを正し<設定する。 

4入力信号を本機でアップコンバートしている場含、入力と同じ信号にするに7ページ)。 

COMPONENT VIDEO OUT に出 
力している映像が乱れる 

■> 480 pl ； Lb のコンポーネント信号は受け付けません。 480 i コンポーネント映像信号を入力 
して < ださい。 

4 480 pl ； Lb のコンポーネント信号を出力するとをは 、 COMPONENT VIDEO 

MONITOR OUT 端子を使い、 「 Resol 山 ion 」 を 「 Direct 」 に設定してください。 


92 







症状 原因と対応のしかた 

HDMI に入力しているソースの映像4ケーブルの接続を確認してください。 

が本機に接続したテレビから出な 4再生機器によっては、機器側で設定が必要な場合があ0ます。各接続機器の取扱説明書 

い、乱れる、または途切れる ちご覧ください。 

4 Deep Color 伝送時に映像/音声を視聴するには 、 Deep Color 对応機器を HIGH 
SPEED 対応 HDMI 端子用の接続ケーブル (HDMI Version 1 .3 a カテコリー 2ケーブル) 
でつないでいるか確認してください。 

4 HDMI 端子に接続した機器の映像が乱れることがあ0ます。その場合は、 HDMI 設定の 
「Video Direct 」 を 「 ON 」 にしてご使用ください。 


4映像信号が切0換わるとさに、 HDMI 端子に接続した機器の映像や音声が途切れること 
があります。その場含は、 HDMI 設定の 「Video Direct 」 を 「 ON 」 にしてご使用くだ 
さい。 


HDMI 入力を選んでいるとをに、映 
像が音声より遅れる 

4 HDMI 端子に接続した機器や再生するソースによっては、映像が音声よ0遅れることが 
あります。その場合は、 HDMI 設定の 「Video Direct 」 を 「 ON 」 にしてご使用くださ 
い。 

録画がでをない 

■> 各機器び正し<接続されているか確認するに1ページ)。 

4入力切0換え用ボタンで録画したい機器を選ぶ （41 ページ)。 

GUI が表示されない 

4 GUI MODE を押して、表示窓に 「GUI MODE 」 を表示させる。 

■> テレビと正しく接続されているか確認する。 


HDMI 機お制御 


症状 

原因と対応のしかた 

HDMI 機器制御機能が働かない 

4 HDMI 接続を確認するに1ページ)。 

4 HDM けニューで 「Control for HDMI 」 が 「 ON 」 に設定されていることを確認する。 

4接続機器が HDMI 機器制御機能に対応していることを確認する。 

4接続機器の HDMI 機器制御設定を確認する。お使いの機器に付属の取扱説明書をご覧< 
ださい。 

4 HDMI 接続を変更したり、電源コードの抜き差しをしたり、電源に不具合があるときは、 
「"ブラビアリンク"機能を使う」 （51 ページ）の手順を繰り返す。 

■> HDMI A を選んだ後に 、 HDMI OUTPUT を使って HDMI B を選ぶと、しばらくの間 
HDMI 機器制御機能が正しく働かないことがあ0ます。これは HDMI A 端子につないだ 
機器側で本機が HDMI 機器制御機能を備えていることを確認しているためです。しばら 
く待っても、 HDMI 機器制御機能が正しく働かない場含は、「"ブラビアリンク"機能を 
使う」（引ぺージ）の手順を実行してください。 

4 HDMI B が選ばれているときは、 HDMI 機器制御機能が正しく働きません。 

システムオーディオコント□ール機 
能を使っているとをに本機とテレビ 
の両方から音が出ない 

■> テレビがシステムオーディオコント□ール機能に対応していることを確認する。 

■> テレビにシステムオーディオコント□ール機能びないとをは、 HDMI >< ニューの 
「Audio 〇山」を下記のように設定する。 

ーテレビと本機につないだスピーカーから音を聞くときは、 「 TV + AMP 」 に設定する。 
一本機につないだスピーカーからのみ音を聞くときは、 「 AMP 」 に設定する。 

■> 本機に接続した機器の音声が聞こえない場含 

一本機に HDMI 接続した機器を視聴するとをは、本機の入力を HDMI に切0換える。 

ーテレビ放送を視聴するときは、テレビのチャンネルを切り換える。 

ーテレビにつないだイ也の機器を視聴したい場含は、テレビを操作して、視聴したい機器 
または入力を選ぶ。テレビの操作について詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

4 HDMI 機器制御機能で、テレビのリモコンを使って接続機器を操作でをない場合 

ーテレビと接続機器によっては、 HDMI 機器制御の設定が必要な場をがあ0ます。お使 
いの機器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

一本機の入力を HDMI 接続しているちのに変えてください。 

■> 番組のジャンルに応じてサウンドフィールドが切0換わらない場含 

一つないだテレビがオートジャンルセレクターに対応しているか確認する。 

ーシステムオーディオコント□ール機能が有効になっているか確認する。 

一いったん本機の電源を切ってから、再度電源を入れる。 














リモコン 


症状 

原因と対応のしかた 

U モコンで操作でをない 

4本体の U モコン受光部に向けて操作する。 

4 U モコンと本体の間にある障害物を取0除く。 

4 U モコンの乾電池を交換する。 

4本体とリモコンのコマンドモードび一致しているか確認する （60 ページ)。本体と U モコ 
ンのコマンドモードが違ラと操作でをません。 

4 U モコンで正しい入力を選んだか確認する。 

4他社製の機器を操作でさるよラにリモコンを設定したとさは、その機器の一力一や年 
式によっては正しく操作でをない場含があ0ます。 

エラーメッセージ 


本機び正しく動作していないとを、表示窓にメッセージとチェックコードび表示されます。表示によって、本機の状 
態びわかるよラになっています。1；•(下をご覧になり、表示に合った対応をしてください。2、3度くり返してち正苗 
に戻らないとさは、ソニーヴービス窓□にご巧談ください。 

メッセージ 

原因と対応のしかた 

PROTECTOR 

スピーカー出力に異常な電流が流れています。または天板の上がふさがれています。2、3砂媛に本 
機の電源が自動的に切れます。スピーカーの接続を確認し、再度電源を入れて<ださい。 


その他のメッセージについては、「自動音場補正の測定後に表示されるメッセージの一覧」巧8ページ)、「デジタル 
メディアポートメッセージー覧」 （43 ページ）をご覧ください。 


本機の設定をリセットずるための参照ぺージ 


U セツトするちの 

参照ページ 

すべての設定 

29ぺージ 
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保証書とアフターサービス 主な仕様 


保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買 
い上げの際、お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、 
大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間でず。 

ア フターサー ビス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう1度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓□のご 
案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださまず。 
詳しくは保証書をご覧ください。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により 
有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後8年間 
保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間 
とさせていたださます。保有期間び経過した後ち、故 
障箇所によっては修理可能の場合びありますので、お 
買い上げ店か、サービス窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換する際に、旧 
部品を回収させていただく場合びあります。あ6かじ 
めご了承ください。 

ご相談になるとをは次のことをお知百せくださ 
し、。 


• 型名： TA - DA 5400 ES 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


アンプ部 

実用最大出力 

ステレオモード： 

(8 0 、 J 曰 TA ) 

150 W + 150 W 
(4 0 、 J 曰 TA ) 

150 W + 150 W 
サラウンドモード： 

(8 0 、 J 曰 TA ) 

フロント部：150 W +150 W 
センター部：150 W 
サラウンド部：150 W +150 W 
サラウンドバック部：150 W +150 W 
(4 0 、 J 曰 TA ) 

フ□ント部：150 W +150 W 
センター部:150 W 
サラウンド部：150 W +150 W 
サラウンドバック部：150 W +150 W 
スピーカー適合インピーダンス 

フロント、サラウンド、センター、ヴラウ 
ンドバック部： 

4 n またはそれし U 上 
高調波ひずみ率 

0.09 %しツ下 
20 Hz 〜20 kHz 
(8 n 負荷） 

120 W +120 W 

周波数特性 

10 Hz 〜100 kHz ±3 dB (8 D 時） 

入力（アナ□グ） 

MULTI CHANNEL INPUT 、 SA - CD / CD 、 

MD 、 DVD 、 BD 、 TV 、 SAT 、 TAPE、VIDEO 
1、2 、 TUNER : 

入力感度： 150 mV 
入カインピーダンス： 50 kn 
S / N 比： 96 dB 

(Input short 、 20 kHz LPF 、 A ネットワー 
ク） 

PHONO : 

入力感度： 2.5 mV 
入カインピーダンス： 50 kO 
S / N 比： 86 dB 

(Input short 、 20 kHz LPF 、 A ネツトワー 
ク） 



ホ 

S 

百 
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入力（デジタル） 

DVD 、 BD 、 

SA - CD/CD ( Coaxial ) : 

入カインピーダンス： 7 己 0 
S / N 比： 96 d 目 

に〇 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

VIDEO 1、2、 TV 、 SAT 、 TAPE 、 

MD ( OPT に AL ): 

S / N 比 ： 96 d 目 

(20 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

出力 MD (REC OUT ). 

TAPE (REC OUT )、 

VIDEO 1 (AUDIO OUT ) : 

出力電圧： 150 mV 
出カインピーダンス： 1 kO 
FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R 、 
SURROUND BACK L / R、SUBWOOFER : 
出力電圧： 2 V 
出カインピーダンス： 1 kO 


ビデオ部 

入力/出力 

VIDEO :1 Vp-p 750 
COMPONENT VIDEO : ルミナンス （ Y ) 
入力感度/出力電圧：1 Vp-p 
入力/出カインピーダンス： 7己0 
P 目 /C 目、 Pr/Cr 

入力感度/出力電圧： 0.7 Vp-p 
入力/出カインピーダンス： 7己0 


HDM 刚 

入力/出力 （HDMI Repeater block ) 

640 X 480 p @60 Hz 
720 x 480 p @59.94/60 Hz 
1280 x 720 p @59.94/60 Hz 
1920 X 1080 憾 59.94/60 Hz 
1920 xl 080 p @59.94/60 Hz 
720 X 576 p @50 Hz 
1280 x 720 p @50 Hz 
1920 X 1080 憾日 OHz 
1920 xl 080 p @50 Hz 
1920 xl 080 p @24 Hz 


電源、その他 

電源 AC 1 日 OV 、 50/60 Hz 

消費電力 300 W 

消費電力（スタンバイモード時） 

0.9 W (「Control for HDMU および 
「 RS -232 C Control 」 を 「 OFF 」 に設定 
時） 

最大外形寸法 

430 X 17己 X 430 mm 
(幅/高さ/與行を、最大突起部を含む） 
質量 約 17.5 kg 

付属品 キヤ U ブレーシヨンマイク□フオン： 

ECM - AC 1(1) 

電源コード （1) 

U モートコマンダー: RM - AAL 015 (1) 

U モートコマンター： RM - AAU 038 (1) 
RM - AAU 日38田単3形マンガン乾電池に) 
RM - AAL 015 用単3形マンガン乾電池に） 
取扱説明書（本書） （1) 

接続-設定ガイド （1) 

GUI メこユー U スト （1) 

ソニーサービス窓口 -ご相談窓口のご案内 
( 1 ) 

保証書 （1) 

安全のために （1) 

仕様および外観は、改良のため、予告な<変更するこ 
とがありますが、ご了承ください。 


^ 9 ^ 


.待機消費電力 0.9 W 

• プ U ント配線板に八□ゲン系難燃剤を使用して 
いません 


本機は rjlSC 61 日 00-3-2 適を品」です。 
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あ巧 


6巧 


イコライヴー70 


U セット94 


映像変換機能27 
エフェクトレべル69, 77 
オートジャンルセレクター己3 
オプションメこユー40 
音声設定70 


メモ U — 29 

U モコン86 

リモコン9-12, 30, 79-86 
レベル7日 
録音する己9 
録画する60 


さ巧 

サラウンド効果を調節する46,69 
自動音場補正機能33, 64, 76 
シネマスタジオ EX 49 


A 

AUDIO OUT 78 
Audio Out 73 


消音機能 42 
初期設定 29 

スーパー オーデ ィオ CD プレー ヤー 17,19, 20 
スピーカ ー- r ンピーダンス 31,77 
ス U - プタイマー 58 
接続する 

映像機器21 
オーディオ 機器16 
スピーカー 14 
テレビ15 


Audio に ettings ) 70 
Auto Calibration 33, 64, 76 
A ' F ' D . (モード） 45 
A/V Sync 42, 70, 77 

巳 

Bass 5, 70, 77 
BI-AMP 66, 77 
BS デジタルチューナー 25 


た巧 

デジタルメディアポート8,12,17,43 
デジタル CS チューナー2己 
電源コード29 
ドルビーデジタル EX 己日 


C 

CD プレーヤー17, 20 
Center Mix 66, 77 
Control for HDMI 73, 78 
Crossover Freq 67, 77 



な行 

入力に名前を付ける 42 
入力を選ぶ41 

は行 

バイアンプ接続62 
ビデオ26 
表お切り換え78 
表术窓目 

ブルーレイディスクレ〕ーダー 22,24,41 
へッ ドホン48 
補正タイプ36, 76 
ボリューム S 

ま巧 

メッセージ 
エラー 94 
自動音場補正38 
デジタルメディアポート43 
メこュ ー 30, 39, 63 


D 

DCS 49 

Decode Priority 71,77 

Distance Unit 68, 77 

DTS Neo :6 ( Cinema 、 Music ) 46 

Dual Mono 70, 77 

DVD プレーヤー22, 24 

DVD レコーダー 26 

□.Range Comp 68,76 

E 

Effect Level 69, 77 
Enhanced Setup 64 
EQ Curve 6 己 
EQ ( Settings ) 70, 77 

F 

Front Ref Type 65 
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G 

GUI (Graphical User Interface ) 15,30 

H 

HDMI IN ボタン5, 29 
HDMI OUT ボタン5,日 4 
HDMI ( Settings ) 73, 78 
HDMI 端テ8, 21 
HDMI ボタン己 


Impedance 31,66, 77 
Input Assign 42, 56 
INPUT MODE 己己 

L 

LARGE 67 

LF . E . (low Frequency Effect ) 7 

M 

MOVIE 49 
MUSIC 47 

N 

Neural-THX 46 
NIGHT MODE 己 9 

P 

Phase Audio 68, 76 
Phase Noise 68, 76 
PHONES 端テ己 

PIP (Picture In Picture ) 8,11, 12 
PLII 46 
PLIIx 46 

Position (自動音場補正）64, 76 
PROTECTOR 94 

Q 

Quick Setup 35 

R 

Resolution 71, 77 
RS -232 C Control 74, 78 

s 

Screen Saver 74 
SMALL 67 
Sound Field 42 
SP Pair Match 6 己 
Speaker Pattern 66, 77 
Speaker ( Settings ) 31,66,77 


SPEAKERS ( OFF / A / B / A + B ) 己， 33 
Subwoofer Level 73, 78 
Subwoofer LPF 73, 78 
Sur Settings 77 
Surround 46, 69 
System ( Settings ) 78 

T 

Test Tone 67, 76 
TONE 己 

TONE MODE 5, 29 
Treble 5, 70, 77 

V 

Video ( Settings ) 71,77 

VIDEO 2 IN/PORTABLE AV IN 端テ 27 

数き 

2 チヤンネル 44 
2 ch Analog Direct 44 
2 ch Stereo モード 44 
40 32 

5.1 チヤンネル 13 
7.1 チヤンネル 13 
80 32 

記号 

/^SIGNALGND 端テ20 
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